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※本白書作成にあたり再集計と更新を行った結果、『府中市インフラマネジメント白書（２０１７年度）』

（平成３０年）と数値が異なる箇所があります。 

※本白書で使用するデータは令和４年度時点までとしています。 

※年度（年）の表記について、平成３１年４月は令和元年度と表しています。 
※本白書における数値は、端数処理を行っているため、合計と内訳が一致しない場合があります。 

例 全数に対する割合として、警戒標識：77.4％、規制標識：15.5％、遊歩道案内版：4.4％、安眠標識：

2.8％、合計：100.1％となるが、100.0％とします。 

※道路・公園緑地等は一般会計であるため、歳出・歳入とし、下水道は公営企業会計であるため、支出・収

入とします。 
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第 1 章  インフラマネジメント白書について 

1.1  インフラマネジメント白書とは 

市は、主に昭和３０年代から昭和４０年代までの高度経済成長期に、道路、橋りょう、公

園緑地等、下水道などの多くの都市基盤施設（以下、「インフラ」と言います。）を整備し、

市民生活の根幹を担うものとして管理してきました。現在、その多くが整備後４０年以上を

経過しており、老朽化の進行が懸念されることから、戦略的な維持管理と更新が求められて

います。 

上記に伴い、今後のインフラ管理に係る経費（既存インフラの維持管理や補修更新費、新

たに整備すべきインフラの新設費等）は増加していくことが予測されますが、現在の市の財

政事情では従来と同等なレベルでの管理を続けていくことが難しい状況にあります。 

そこで、市は平成２４年１０月にインフラの現状と課題を整理した『府中市インフラマネ

ジメント白書（以下、『白書』と言います。）』を作成しました。その後、平成２５年１月に、

上記『白書』を根拠として今後のインフラ管理に関するマネジメント方針を示した『府中市

インフラマネジメント計画（以下、『計画』と言います。）』を策定しました。 

以降、社会情勢の変化への対応や新たな観点での経費予測を行うため、平成３０年３月に

『白書』を更新し、平成３０年７月に『計画』を改定しています。 

『府中市インフラマネジメント白書（２０２３年度）（以下、『本白書』と言います。）』は、

引き続きインフラマネジメントを進めていくためにインフラ管理に係る現状や課題、管理経

費などを改めて整理し、更新するものです。 
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1.2  位置付け 

『本白書』は、『第７次府中市総合計画』（令和４年）を上位計画とし、今後のインフラ管

理に関するマネジメント方針を示す『計画』の改定に向けて、改めて現状調査を行い、前回

（平成３０年３月）の『白書』を更新したものです。 

なお、『本白書』と『計画』の位置付けは次のとおりです。 

 

図１－２－１ 『本白書』の位置付け 
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第 2 章  管理数量・人口・財政運営について 

2.1  管理数量 

市が管理する令和５年３月末時点のインフラの規模及び数量は、次のとおりです。 

 

表２－１－１ 「本白書」対象施設 一覧表 

施設項目 数量 延長 面積 備考 

道路 

車
道 

幹線市道 61路線 88.549km 988,191m2  

一般市道 2,410路線 348.403km 1,729,962m2  

合計 2,471路線 436.952km 2,718,153m2  

歩
道
等 

歩道 - 171.112km 476,283m2  

植樹ます 2,493か所 - -  

道路附属物 

標
識 

施設案内標識 833基 - -  

警戒標識 195基 - -  

その他標識 57基 - -  

合計 1,085基 - -  

街
路
灯 

交通安全灯 7,270基 - -  

防犯灯 10,398基 - -  

その他 1,150基 - -  

合計 18,818基 - -  

道路反射鏡 3,152基 - -  

街
路
樹 

低木 62,243m2 - -  

高木 8,767本 - -  
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施設項目 数量 延長 備考 

橋りょう 

道路橋 21橋 405m  

歩道橋 15橋 402m  

合計 36橋 807m  

立体横断 

施設等 

ペデストリアンデッキ 2か所 - 
府中駅、府中本町駅、西府

駅、分倍河原駅及び多磨駅の

各付近 

エレベーター 12基 - 

エスカレーター 6基 - 

合計 20か所 -  

大型構造物 

建築物 2か所 - 
西府駅自由通路、多磨駅自由

通路 

擁壁 

ボックスカルバート 
6か所 -  

擁壁 9か所 -  

ボックスカルバート 5か所 -  

合計 22か所 -  

 

施設項目 箇所数 面積 備考 

公園緑地等 

市
立
公
園 

都市公園 272か所 1,315,154m2  

スポットパーク 52か所 7,569m2  

広場 46か所 24,149m2  

府中多摩川 

かぜのみち 
1か所 35,048m2 

 

市立公園以外の管理地 38か所 71,765m2  

合計 409か所 1,453,685m2  

 

施設項目 面積 備考 

法定外 

公共物 

里道（赤道） 85,262m2  

水路 167,798m2  

市有通路 51,020m2  

 

施設項目 管きょ延長 区域面積 備考 

下水道 

北多摩一号処理区 735,394m 2,505.73ha  

野川処理区 30,257m 219.47ha  

合計 765,651m 2,725.20ha 布設年度不明分を含む 

※出典：各種調書等（Ｐ１５に詳細を記載）  
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2.2  人口 

市の総人口は増加傾向にあり、令和２年時点で２６万人に達しています。 

また、総人口の将来見通しについて『第７次府中市総合計画』（令和４年）では、「令和１

２年（２０３０年）の２６．２万人をピークに減少に転じ、令和３２年（２０５０年）には

令和２年（２０２０年）比で４．８パーセント減少、令和４２年（２０６０年）には同年比

で１０．３パーセント減少する見込み」であるとされています。 

ここで、市が策定した『府中市人口ビジョン及び府中市まち・ひと・しごと創生総合戦略』

（平成２７年）で、計測されている将来人口推計（基本ケース）と比較すると、令和３年時

計測結果が「やや上方にかい離していますが、年々その差は徐々に縮まり、推計の最終年で

ある令和４２年（２０６０年）には人口ビジョンをやや下回る結果」となっています。 

また、人口構造に関するシミュレーション結果では、「令和２年（２０２０年）には、４５

～４９歳のいわゆる団塊ジュニア世代を中心として４０～５０歳代の人口比率が高くなって

おり、２０年後の令和２２年（２０４０年）には、６５～６９歳の人口比率が最も高い構成

となる見込み」とされています。 

図２－２－１ 将来人口の見通し 

※出典：『第７次府中市総合計画』（令和４年） 
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図２－２－２ 人口構造に関するシミュレーション結果 

※出典：『第７次府中市総合計画』（令和４年）  
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2.3  財政運営の考え方 

市の財政運営について、『第７次府中市総合計画』（令和４年）では、以下のとおり記載さ

れています。 

表２－３－１ 財政見通し（普通会計）令和４年度～令和７年度 

 

 

 

市の財政見通し 

 
第７次府中市総合計画前期基本計画期間（令和４年度～７年度）の財政見通しとしては、歳入の根

幹である市税は、令和元年度（２０１９年度）まで増加傾向にありましたが、新型コロナウイルス感染症

拡大の影響を受け、今後の景気の動向が不透明な中、現在の状況や今後の変動要因等を勘案し、横

ばいになると見込んでいます。 

歳出では、高齢化の更なる進展により、扶助費や繰出金などの社会保障関係経費の増加が予想さ

れます。 

さらに、今後、学校施設老朽化対策などの施設の更新や大規模修繕に掛かる費用が増大するほ

か、防災・減災対策や環境施策など、時代の要請に応じた施策も求められています。 

このため、今後も、新たな歳入の確保や事務事業の見直し等の行財政改革に引き続き取り組むこと

で、歳入に見合った事業展開に努めるとともに、計画的に基金を積み立てるなど、将来への過度な負

担とならないよう、持続可能な財政運営を行う必要があります。多様化する市民ニーズに応えるため

にも、事業の選択と集中により、引き続き効率的な市民サービスの提供に努めるとともに、十分に将来

を見据えた上で健全財政を維持していくことが求められます。 

2-3 
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第 3 章  インフラの現状について 

3.1  インフラ充足度 

市と近隣市のインフラ充足度を比較すると、市のインフラ充足度は、同等または高い状況

にあります。 

 

【道路】 

 
※国道・都道を含む                ※国道・都道を含む 

 

※市道のみ                    ※市道のみ 

 

※出典：【道路】『東京都道路現況調書』(東京都建設局道路管理部，令和５年）、『令和５年全国都

道府県市区町村別面積調』（国土地理院，令和５年）  
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【公園緑地等】 

 
※出典：【公園緑地等】『東京都都市公園等区市町村別面積・人口割比率表』（東京都建設局，令和

４年） 

 

【街路灯】                【下水道】 

 

※出典：【街路灯】各市の統計資料等（公開されている最新データを記載） 

※出典：【下水道】『全国市町村別 下水道処理人口普及率一覧（令和３年度）』（公益社団法人日本

下水道協会，令和４年） 
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3.2  インフラ整備状況 

3.2.1  地域の区分 

インフラの整備状況は、市全体での整理のほか、『府中市都市計画に関する基本的な方針

（府中市都市計画マスタープラン）』（令和４年）で定める「地域別まちづくり方針（地域

別構想）」の地域区分ごとに整理します。地域区分は、次のとおりです。 

 

表３－２－１－１ 地域区分一覧表 

地域区分 面積 地域範囲 

第１地域 約5.4km2 

多磨町全域、朝日町全域、紅葉丘全域 

白糸台１丁目～３丁目及び４丁目～６丁目の一部 

若松町３丁目～５丁目 

第２地域 約5.9km2 

白糸台４丁目～６丁目の一部、押立町全域、小柳町全域 

若松町１丁目及び２丁目、清水が丘全域、日吉町全域 

是政１丁目～５丁目 

第３地域 約3.9km2 
浅間町全域、天神町全域、新町全域、幸町全域 

晴見町全域、栄町全域 

第４地域 約2.3km2 
府中町全域、緑町全域、宮町全域、八幡町全域 

本町１丁目及び２丁目、宮西町全域、寿町全域 

第５地域 約2.4km2 武蔵台全域、北山町全域、西原町全域、東芝町の一部 

第６地域 約2.5km2 
片町全域、日鋼町全域、東芝町の一部、美好町全域 

分梅町１丁目、本宿町全域、西府町全域 

第７地域 約4.1km2 
是政６丁目、矢崎町全域、本町３丁目及び４丁目、南町全域 

分梅町２丁目～５丁目、住吉町全域 

第８地域 約2.7km2 四谷全域、日新町全域 

 

 

図３－２－１－１ 地域区分図 

※出典：『府中市都市計画に関する基本的な方針（府中市都市計画マスタープラン）』（令和４年） 
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3.2.2  根拠一覧 

『本白書』で整理している施設ごとの情報は、次の資料を根拠にしています。 

 

表３－２－２－１ 根拠一覧 

施設項目 資料 年度 調査方法 

道路 
車道 

路面性状調査 令 和 ３年 度 
機械調査 

目視調査 

土木工事台帳 令 和 ４年 度 - 

歩道・植樹ます 現地調査 平成２８年度 目視調査 

道路 

附属物 

案内標識 案内標識台帳 令 和 ４年 度 目視調査 

警戒標識 

その他標識 
警戒標識・その他標識台帳 令 和 ４年 度 目視調査 

交通安全灯 

防犯灯 
現地調査結果 令 和 ４年 度 目視調査 

道路反射鏡 道路反射鏡台帳 令 和 ４年 度 目視調査 

街路樹 街路樹台帳 令 和 ４年 度 目視調査 

橋りょう 橋りょう点検結果 
令 和 ２年 度 

令 和 ３年 度 
目視調査 

立体横断施設等 立体横断施設台帳 令 和 ４年 度 - 

大型構造物 大型構造物台帳 令 和 ４年 度 - 

公園緑地等 

公園調書 令 和 ４年 度 - 

ＰＡＲＫＦＵＬ 令 和 ４年 度 - 

府中市公園施設長寿命化計画 令 和 ５年 度 - 

法定外公共物 法定外公共物管理台帳 令 和 ４年 度 - 

下水道 
府中市下水道マスタープラン 

２０２０ 
令 和 ２年 度 - 
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3.2.3  車道 

車道の全体数量及び状況は、次のとおりです。 

 

3.2.3.1  全体数量 

車道の全体数値は、次のとおりです。なお、この表の数値は、歩道を含む数量です。 

 

表３－２－３－１ 車道（全体）の管理数値 

項目 延長 面積 

車道 436,253m 2,714,114m2 

舗装 423,054m 2,633,660m2 

舗装率 97.0% 97.0% 

※出典：『東京都道路現況調書』（東京都建設局道路管理部，令和５年） 

 

市が管理する車道は、延長が約４３６ｋｍ、面積が約２７１万㎡です。このうち、道

路延長の約６３％、道路面積の約３７％が昭和４０年度までに整備されたものです。な

お、市街地への土地利用が進むことが想定されるため、数量も増えることが考えられま

す。 

 

 

図３－２－３－１ 市道の認定状況（延長） 

※昭和５６年度の市道の再編成時に数値を整理しています。 

※出典：『府中市公共施設等総合管理計画』（令和４年） 
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図３－２－３－２ 市道の認定状況（面積） 

※昭和５６年度の市道の再編成時に数値を整理しています。 

※出典：『府中市公共施設等総合管理計画』（令和４年） 
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昭和５６年度から令和４年度までの車道に係る補修履歴を市が管理する『各年度土木工

事台帳』より工法別に集計し、舗装補修の現状を整理しました。 

 

 

図３－２－３－３ 幹線市道の舗装更新周期（実績） 

 

 

図３－２－３－４ 一般市道の舗装更新周期（実績） 
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図３－２－３－５ 舗装の構造と補修工事のイメージ 

※出典：『舗装点検要領』（国土交通省道路局，平成２８年） 
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表層オーバーレイ工事（表層だけを補修する工法） 

打換え工事 

（表面を支える上層路盤までを補修する工法） 3-2-3 
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3.2.3.2  点検結果 

（1） 条件 

1） 実施数量 

車道の劣化調査を令和３年度に実施しました。調査延長は、次のとおりです。 

 

表３－２－３－２ 車道調査数量一覧 

調査方法 道路種別 調査延長 評価単位 上下線※ 備考 

機械調査 
幹線市道 162,892m 

１００ｍごと 上下 
多車線区間は全車線を

調査（付加車線除く） 一般市道 302,264m 

目視調査 一般市道 21,689m 街区ごと 下りのみ  

合計 486,845m - -  

※路線の起点から終点に向かう方向を上り線としています。 

 

2） 調査方法 

【機械調査※１】 

幹線市道及び一般市道の幅員が広い箇所は路面性状測定車、路面性状測定車が侵

入できない一般市道はＭＭＳ※２により調査を行いました。 

なお、調査項目は以下のとおりです。 

① ひび割れ率 

対象車線全面において連続測定を行い、車道の面積に対してどの程度ひび割れ

があるのかを０．１％単位で調査しました。 

 

② わだち掘れ量 

測定区間の進行方向１０ｍごとにｍｍ単位で調査しました。 

※１：機械調査では、公的機関が毎年実施する「路面性状自動測定装置の性能確認試験」に合格

し、道路維持作業用自動車として登録されている専用の車両を使用しています。 

※２：ＭＭＳとは、車両に搭載した３次元レーザー計測器により、舗装状況（路面性状）を把握

することができ、地理情報とともに管理が可能なシステムです。 

 

【目視調査】 

路面性状測定車及びＭＭＳが侵入できない一般市道を対象に、調査員による目視

調査を実施しました。この区間については、大型車両が少なくわだち掘れが発生し

にくいと判断し、ひび割れ調査のみを行っています。 

なお、ひび割れの劣化程度は、次に示す判定基準に基づいて決定しました。 

 

表３－２－３－３ 目視調査時のひび割れ率の判定基準 

ランク 判定基準 劣化程度 代表値 

ランク０ ひび割れの発生が認められない 0% 0% 

ランク１ ひび割れが２～３本発生している 0.1%～15% 7% 

ランク２ 縦もしくは横方向に連続したひび割れが発生している 15.1%～30% 22% 

ランク３ 半分にひび割れが縦横に発生している 30.1%～50% 40% 

ランク４ 一部を除き縦横にひび割れが発生している 50.1%～ 75% 
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3） 解析方法 

路面性状測定車による機械調査は、『舗装調査・試験法便覧』（社団法人日本道路

協会，平成３１年）に基づいて解析しました。なお、解析する際、目地は劣化に含

まないこととしています。 

 

① ひび割れ率 

ひび割れ率は、評価単位区間内の平均的なひび割れ率を以下の式により算出し、

評価しました。 

 

 

 

※パッチング面積とは、小規模な補修で車線幅いっぱいにわたらないものや、施工延長が車線の

幅員を越えない程度の修正箇所の面積です。 

 

② わだち掘れ量 

わだち掘れ量は、２０ｍごとの横断測定記録から最大わだち掘れ量を計測し、

単位評価区間ごとの最大値と平均値にて評価しました。 

 

表３－２－３－４ 健全度の区分及び損傷評価の例 

 

※出典：『舗装点検要領』（国土交通省道路局，平成２８年）、『府中市道路舗装長寿命化計画』（令

和２年度）  

診断区分 Ⅲ（修繕段階） Ⅱ（表層機能保持段階） Ⅰ（健全）

損傷レベル 大 中 小

状態
管理基準に照らし、それを経過している
または早期の超過が予見される状態

管理基準に照らし、劣化の程度が中程
度

管理基準に照らし、劣化の程度が小さ
く、舗装表面が健全な状態

ひび割れ率
（Ｃ）

40≦C 20≦C＜40 0≦C＜20

• 左右両輪の通過部でそれぞれ亀甲
状に発生

• 車線内全面に渡り亀甲状に発生

• 左右両輪の通過部で発生し、かつ
片側の車輪通過部ではひび割れが
亀甲状あるいは縦横に派生するな
ど複数本発生

• ひび割れの発生が認められない
• 縦断方向に１本連続的に発生
• 左右両輪の通過部で縦断方向に１
本ずつ連続的に発生

• 評価単位区間内で片側の車輪通過
部で複数本または亀甲状に発生

わだち掘れ量
（Ｄ）

40≦D 20≦D＜40 0≦D＜20

ＩＲＩ

8≦ＩＲＩ 3≦ＩＲＩ＜8 0≦ＩＲＩ＜3

ＭＣＩ値 0≦ＭＣＩ値≦3 3.0＜ＭＣＩ値≦5.0 5.0＜ＭＣＩ値

ひび割れ率 (％ ) =
ひび割れ面積 (㎡ )＋パッチング面積  (㎡ )

単位評価面積 (㎡ )
× １００ 
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4） 評価方法 

評価には、ＭＣＩ値を用いています。ＭＣＩ値は、維持管理指数のことで、旧建

設省が作成した舗装の評価指標です。「ひび割れ率」、「わだち掘れ量」の組み合わせ

から数値化します。 

 

【算出方法】 

ＭＣＩ値は、次の式より算出しています。 

 

※機械調査は、上記（１）～（３）の式で算出した値のうち、最も小さい値を用いました。 

※目視調査は、（２）の式で算出した値を用いました。 

 

【判定基準】 

算出した値より、以下のランクに評価します。 

ＭＣＩ値は、１０を最大値とした減点法で評価され、状態が悪いほど数値が低下

します。ただし、ＭＣＩ値を用いた評価は、交通量や道路特性など道路機能の観点

が欠けており、あくまで目安として参照するのが望ましいとされています。 

 

表３－２－３－５ ＭＣＩ値の標準的な判定基準 

評価ランク 評価の範囲 判定結果 

水準Ⅰ 0.0 ≦ ＭＣＩ値 ≦ 3.0 早急に修繕が必要 

水準Ⅱ 3.0 ＜ ＭＣＩ値 ≦ 4.0 修繕が必要 

水準Ⅲ 4.0 ＜ ＭＣＩ値 ≦ 5.0 修繕が望ましい 

水準Ⅳ 5.0 ＜ ＭＣＩ値 望ましい管理水準 

※出典：『第３４回建設省技術研究会報告』（建設省道路局国道第一課，昭和５５年度） 

※望ましい管理水準とは、軽微な劣化は含まれるものの、一般的に安全面で影響がないと判断でき

る健全な状況を指します。 

  

・・・・・・・・（１） 

・・・・・・・・（２） 

・・・・・・・・（３） 

MCI０ = 10－1.51C 0.3－0.30D 0.7 

MCI１ = 10－2.23C 0.3 

MCI２ = 10－0.54C 0.3 

MCIｉ 
i 
C 
D 

：維持管理指数 
：経過年数 

：ひび割れ率（％） 
：わだち掘れ量（ｍｍ） 
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【劣化状況例ごとのＭＣＩ値】 

 

  

図３－２－３－６ ＭＣＩ値＝５ 
ひび割れが見える程度 

図３－２－３－７ ＭＣＩ値＝４ 
ひび割れが複数ある程度 

図３－２－３－８ ＭＣＩ値＝３ 
ひび割れが面状にひろがり、わだち掘れが顕著 

図３－２－３－９ ＭＣＩ値＝２ 
ひび割れが全面にひろがり、わだち掘れが顕著 

3-2-3 

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
（車
道
） 



  24 

 

図３－２－３－１０ 道路舗装調査位置図（令和３年度調査） 
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（2） 結果 

1） ひび割れ率 

調査結果より平均ひび割れ率を算出しました。 

市全体での平均ひび割れ率は８．８％であり、前回調査を実施した平成２８年度

の結果（７.１％）から１．７％増加しています。 

また、地域区分別の比較では第３地域が最も高く、平均ひび割れ率は１０．９％

です。 

 

表３－２－３－６ 車道の劣化程度（地域区分別のひび割れ率） 

地域区分 
令和３年度 前回調査（平成２８年度） 

前回比 
調査延長 平均ひび割れ率 調査延長 平均ひび割れ率 

全域 486,845m 8.8% 482,713m 7.1% +1.7% 

第１地域 76,294m 10.3% 75,160m 6.8% +3.5% 

第２地域 93,806m 7.9% 91,131m 6.9% +1.0% 

第３地域 61,995m 10.9% 62,712m 7.2% +3.7% 

第４地域 47,684m 8.2% 46,885m 7.9% +0.3% 

第５地域 31,608m 8.9% 32,808m 8.1% +0.8% 

第６地域 48,185m 9.1% 47,128m 7.1% +2.0% 

第７地域 69,024m 6.6% 68,233m 6.3% +0.3% 

第８地域 58,249m 8.4% 58,656m 7.7% +0.7% 

 

 

図３－２－３－１１ 令和３年度 地域区分別平均ひび割れ率比較 
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2） ひび割れ率ランク別割合 

修繕段階である診断区分Ⅲ（４０％以上）に該当する区間の割合は、市全体で１．

６％でした。また、診断区分Ⅲにおける地域区分別の比較では、第３地域（４．５％）

が最も高く、次いで第１地域（２．２％）、第５地域（２．０％）となっています。 

 

表３－２－３－７ 車道の劣化割合(地域区分別のひび割れ率(C）) 

診断区分 Ⅲ Ⅱ Ⅰ 
合計 

管理基準(％) 40≦C 20≦C＜40 0≦C＜20 

全域 1.6% 7.1% 91.3% 100.0% 

第１地域 2.2% 8.6% 89.1% 100.0% 

第２地域 1.2% 5.9% 93.0% 100.0% 

第３地域 4.5% 10.5% 85.0% 100.0% 

第４地域 1.3% 5.7% 93.1% 100.0% 

第５地域 2.0% 8.3% 89.7% 100.0% 

第６地域 0.5% 6.1% 93.4% 100.0% 

第７地域 0.6% 5.2% 94.2% 100.0% 

第８地域 0.4% 7.0% 92.6% 100.0% 

 

 

図３－２－３－１２ ひび割れ率ランク別比率 
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図３－２－３－１３ ひび割れ率ランク別位置図（令和３年度調査） 
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3） わだち掘れ量 

調査結果より平均わだち掘れ量を算出しました。 

市全体での平均わだち掘れ量は６．３ｍｍであり、前回調査を実施した平成２８

年度の結果（７.０ｍｍ）から０．７ｍｍ減少しています。 

また、地域区分別の比較では第５地域が最も高く、平均わだち掘れ量は７．４ｍ

ｍです。 

 

表３－２－３－８ 車道の劣化程度（地域区分別のわだち掘れ率） 

地域区分 
令和３年度 前回調査（平成２８年度） 

前回比 
調査延長※ 平均わだち掘れ量 調査延長 平均わだち掘れ量 

全域 460,742m 6.3mm 162,546m 7.0mm -0.7mm 

第１地域 72,762m 6.6mm 22,088m 6.2mm +0.4mm 

第２地域 87,174m 6.2mm 34,083m 7.2mm -1.0mm 

第３地域 60,573m 7.0mm 18,216m 6.1mm +0.9mm 

第４地域 45,179m 5.9mm 11,882m 7.2mm -1.3mm 

第５地域 29,886m 7.4mm 12,578m 7.2mm +0.2mm 

第６地域 46,381m 5.0mm 13,527m 6.1mm -1.1mm 

第７地域 63,930m 7.0mm 25,836m 7.8mm -0.8mm 

第８地域 54,857m 5.1mm 24,336m 7.2mm -2.1mm 

※機械調査の結果より算出しているため、調査延長が他項目と異なります。 

 

図３－２－３－１４ 令和３年度 地域区分別平均わだち掘れ量 
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4） わだち掘れ量 ランク別割合 

修繕段階である診断区分Ⅲ（４０ｍｍ以上）に該当する区間は、ありませんでし

た。 

また、表層機能保持段階である診断区分Ⅱ（２０ｍｍ以上４０ｍｍ未満）に該当

する区間は市全体で０．４％でした。地域区分別の比較では第７地域（０．８％）

が最も高く、次いで第５地域（０．６％）、第４地域（０．５％）となっています。 

 

表３－２－３－９ 車道の劣化割合（地域区分別のわだち掘れ量(D)） 

診断区分 Ⅲ Ⅱ Ⅰ 
合計 

管理基準(mm) 40≦D 20≦D＜40 0≦D＜20 

全域 0.0% 0.4% 99.6% 100.0% 

第１地域 0.0% 0.3% 99.7% 100.0% 

第２地域 0.0% 0.2% 99.8% 100.0% 

第３地域 0.0% 0.3% 99.7% 100.0% 

第４地域 0.0% 0.5% 99.5% 100.0% 

第５地域 0.0% 0.6% 99.4% 100.0% 

第６地域 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 

第７地域 0.0% 0.8% 99.2% 100.0% 

第８地域 0.0% 0.3% 99.7% 100.0% 

 

  

図３－２－３－１５ わだち掘れ量ランク別比率 
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図３－２－３－１６ わだち掘れ量ランク別位置図（令和３年度調査） 
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5） ＭＣＩ値 

調査結果より平均ＭＣＩ値を算出しました。 

市全体での平均ＭＣＩ値は５．８であり、前回調査を実施した平成２８年度の結

果（６．７）から０．９減少しています。 

また、地域区分別の比較では第１地域・第３地域が最も低く、平均ＭＣＩ値は５．

６です。 

 

表３－２－３－１０ 車道の劣化程度（地域区分別のＭＣＩ値） 

地域区分 
令和３年度 前回調査（平成２８年度） 

前回比 
調査延長 平均MCI値 調査延長 平均MCI 値 

全域 486,845m 5.8 482,713m 6.7 -0.9 

第１地域 76,294m 5.6 75,160m 6.9 -1.3 

第２地域 93,806m 5.9 91,131m 6.7 -0.8 

第３地域 61,995m 5.6 62,712m 6.7 -1.1 

第４地域 47,684m 6.0 46,885m 6.6 -0.6 

第５地域 31,608m 5.7 32,808m 6.5 -0.8 

第６地域 48,185m 5.8 47,128m 6.7 -0.9 

第７地域 69,024m 6.0 68,233m 6.7 -0.7 

第８地域 58,249m 5.9 58,656m 6.5 -0.6 

 

図３－２－３－１７ 令和３年度 地域区分別平均ＭＣＩ値 
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6） ＭＣＩ値 ランク別割合 

ＭＣＩ値の標準的な判定基準（表３－２－３－５）に基づき、「ＭＣＩ値が３．０

以下（早急に修繕が必要）」、「ＭＣＩ値が３．０を超え４．０以下（修繕が必要）」、

「ＭＣＩ値が４．０を超え５．０以下（修繕が望ましい）」、「ＭＣＩ値が５．０を超

える（望ましい管理水準）」の４ランクに分類して延長割合を算出しました。 

その結果、早急に修繕が必要なＭＣＩ値３．０以下は、市全体で０．９％でした。 

また、早急に修繕が必要なランクにおける地域区分別の比較では第３地域（２．

３％）が最も高く、次いで第５地域（２．０％）、第１地域・第２地域（１．０％）

となっています。 

 

表３－２－３－１１ 車道の劣化割合（地域区分別のＭＣＩ値） 

判定結果 早急に修繕が必要 修繕が必要  修繕が望ましい 望ましい管理水準 

合計 
管理基準 0.0＜ＭＣＩ値≦3.0 3.0＜ＭＣＩ値≦4.0 4.0＜ＭＣＩ値≦5.0 5.0＜ＭＣＩ値 

全域 0.9% 5.1% 18.6% 75.4% 100.0% 

第１地域 1.0% 7.1% 24.1% 67.8% 100.0% 

第２地域 1.0% 3.4% 18.6% 77.0% 100.0% 

第３地域 2.3% 9.6% 20.9% 67.1% 100.0% 

第４地域 0.4% 3.6% 17.7% 78.3% 100.0% 

第５地域 2.0% 7.1% 19.8% 71.1% 100.0% 

第６地域 0.0% 2.9% 18.9% 78.2% 100.0% 

第７地域 0.3% 3.5% 15.8% 80.4% 100.0% 

第８地域 0.4% 3.8% 12.4% 83.4% 100.0% 

 

 

図３－２－３－１８ ＭＣＩ値ランク別比率 
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図３－２－３－１９ ＭＣＩ値ランク別位置図（令和３年度調査） 
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（3） 分析 

1） 全体平均 

市の車道における「ひび割れ率」、「わだち掘れ量」、「ＭＣＩ値」の平均値は次の

とおりです。 

 

・ 「ひび割れ率」と「ＭＣⅠ値」は、望ましい管理水準の範囲内ですが、前回

調査時（平成２８年度）より劣化が進行しています。 

・ 目視調査から機械調査に変更した箇所が多いため、「ひび割れ率」と「ＭＣＩ

値」が劣化した結果が得られたと想定されます。 

・ 「わだち掘れ量」は早急に修繕を要する箇所がなく、適切な修繕が行われて

いる傾向にあると言えます。 

 

表３－２－３－１２ 市全体の平均値及び前回比較 

調査項目 
今回調査平均値 

（令和３年度） 

前回調査平均値 

（平成２８年度） 
前回比 

ひび割れ率 8.8% 7.1% +1.7% 

わだち掘れ量 6.3mm 7.0mm -0.7mm 

ＭＣＩ値 5.8 6.7 -0.9 

 

2） 地域区分別平均 

市の車道における「ひび割れ率」、「わだち掘れ量」、「ＭＣＩ値」の地域区分別平

均値は以下のとおりです。 

 

・ 平均ひび割れ率が最も高いのは、第３地域（１０．９％）です。 

・ 平均わだち掘れ量が最も高いのは、第５地域（７．４ｍｍ）です。 

・ 平均ＭＣＩ値が最も低いのは、第１地域・第３地域（５．６）です。 

 

表３－２－３－１３ 地域区分別平均値 

地域区分 
調査項目 

ひび割れ率 わだち掘れ量 ＭＣＩ値 

全域 8.8% 6.3mm 5.8 

第１地域 10.3% 6.6mm 5.6 

第２地域 7.9% 6.2mm 5.9 

第３地域 10.9% 7.0mm 5.6 

第４地域 8.2% 5.9mm 6.0 

第５地域 8.9% 7.4mm 5.7 

第６地域 9.1% 5.0mm 5.8 

第７地域 6.6% 7.0mm 6.0 

第８地域 8.4% 5.1mm 5.9 
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3） 補修必要区間 

調査の結果から、「ＭＣＩ値３．０以下（早急に修繕が必要）」の区間は、 

３９か所（３，１１１ｍ）あります。 

 

表３－２－３－１４ 補修対策箇所一覧表（ＭＣＩ値の低い順）（１／２） 

No 
地域

区分 
路線名称 上下 

距離標（ｍ） 区間長 

（ｍ） 

ひび 

割れ率 

（％） 

わだち掘れ量 

ＭＣＩ値 最大 

(ｍｍ) 

平均 

(ｍｍ) 自 至 

1 1 多磨霊園東通り 上 1,000 1,100 100 77.7 9.6 6.2 1.8 

2 2 多摩川通り 上 7,300 7,400 100 72.4 10.8 7.7 1.9 

3 2 多摩川通り 上 7,100 7,200 100 70.6 11.5 8.2 2.0 

4 3 平和通り 下 600 700 100 66.6 9.3 6.3 2.1 

5 2 多摩川通り 下 7,100 7,200 100 65.8 5.6 4.7 2.2 

6 1 多磨霊園東通り 下 1,000 1,100 100 62.8 6.1 4.7 2.3 

7 1 多磨霊園南参道 下 172 200 28 62 4.2 4.1 2.3 

8 5 武蔵台通り 下 54 100 46 62.1 8.3 6.7 2.3 

9 2 多摩川通り 下 7,000 7,100 100 60.3 5.3 4.5 2.4 

10 1 多磨霊園東通り 上 1,100 1,200 100 60.8 6.8 5.8 2.4 

11 3 平和通り 下 310 400 90 60.2 6.3 5 2.4 

12 3 平和通り 下 500 600 100 59.1 6.8 5.3 2.4 

13 2 多摩川通り 下 7,300 7,400 100 57.7 4.9 4.5 2.5 

14 2 多摩川通り 上 7,000 7,100 100 55.8 9.2 6 2.5 

15 5 七小通り 下 800 900 100 55.9 12.2 7.8 2.5 

16 3 平和通り 下 800 900 100 57.9 8.1 5.5 2.5 

17 2 多摩川通り 上 7,400 7,500 100 54.4 9 7.2 2.6 

18 1 多磨霊園東通り 下 1,100 1,200 100 55.7 6.1 4.7 2.6 

19 3 平和通り 下 400 500 100 55.5 8.8 5.8 2.6 

20 8 多摩川通り 上 1,400 1,500 100 51.2 9.7 7.4 2.7 

21 2 白糸台通り 上 598 600 2 50 6.6 6.6 2.8 

22 2 多摩川通り 下 7,200 7,300 100 49.7 6.4 5.2 2.8 

23 1 多磨霊園東通り 下 700 800 100 49.2 6.1 4.7 2.8 

24 5 七小通り 下 900 1,000 100 50.1 10.8 7.5 2.8 

25 4 番場北裏通り 下 0 100 100 49.6 7.6 6.1 2.8 

26 4 番場北裏通り 下 100 200 100 49.5 8.7 6.1 2.8 

27 5 武蔵台通り 上 54 100 46 49.6 4.9 4.9 2.8 

28 1 多磨霊園東通り 上 1,200 1,221 21 46.5 9.5 9.5 2.9 

29 1 多磨霊園南参道 上 700 800 100 48.4 8.7 4.6 2.9 

30 5 七小通り 下 700 800 100 47.5 9.3 8.5 2.9 

31 3 平和通り 下 700 800 100 46.7 7.1 5.8 2.9 

32 1 東郷寺通り 上 300 315 15 46.1 7 7 3.0 

33 8 日新通り 下 200 300 100 44.3 8.5 6.1 3.0 

34 8 日新通り 上 2,400 2,407 7 44.5 4.1 4.1 3.0 
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表３－２－３－１５ 補修対策箇所一覧表（ＭＣＩ値の低い順）（２／２） 

No 
地域

区分 
路線名称 上下 

距離標（ｍ） 区間長 

（ｍ） 

ひび 

割れ率 

（％） 

わだち掘れ量 

ＭＣＩ値 最大 

(ｍｍ) 

平均 

(ｍｍ) 自 至 

35 8 日新四谷通り 上 700 703 3 45.3 3.2 3.2 3.0 

36 3 富士見通り 下 1,600 1,605 5 38 14.1 14.1 3.0 

37 5 富士見通り 下 2,300 2,400 100 34.1 19 17.2 3.0 

38 7 ふるさと通り 下 0 100 100 45.4 10.8 9.2 3.0 

39 2 市道２－２３７号 下 0 48 48 45.8 2.8 2.4 3.0 

※「機械調査」はひび割れ率とわだち掘れ量、「目視調査」はひび割れ率を調査対象としています。 

※■：ＭＣＩ値３．０以下（早急に修繕が必要） 

3-2-3 

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
（車
道
） 



  37 

3.2.4  歩道・植樹ます 

市が管理する歩道・植樹ますの全体数量及び状況は、次のとおりです。 

 

3.2.4.1  全体数量 

市が管理する歩道・植樹ますについて、交差点で区切られる街区単位で調査しました。 

 

表３－２－４－１ 調査数量 

調査 
方法 

調査延長※1 調査面積 調査項目 
評価 
単位 

備考 

目視 170,989.40m 472,659.05m2 

舗装： 
ひび割れ、段差 
ポットホール※2、種別 

植樹ます： 
根上がり、本数 
グレーチング※3有無 
種別 

1,855区間 
(交差点 
街区) 

平均歩道幅員※4 
幹線市道 3.03m 
一般市道 2.46m 

※１：実測した調査延長は、管理数量と異なります。 

※２：舗装表面の局部的な小穴のことを指し、ひび割れに起因する剥離等が原因で生じます。 

※３：道路の表面排水の目的で側溝におく蓋（縁石）を指し、歩道や植樹ますにも使われます。 

※４：平均幅員は、『市の道路管理に関する調書』（平成２８年）から算出しています。 
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3.2.4.2  位置 

 

図３－２－４－１ 調査箇所位置図 
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3.2.4.3  点検結果 

（1） 条件 

1） 調査項目 

歩道調査における調査項目は、段差によるつまずきの可能性を判断することを目

的とし、次のとおりとしました。 

 

① 舗装状況 

ひび割れ、段差、ポットホール 

 

② 植樹状況 

根上がり、本数 

 

また、歩道状況の基礎情報として、舗装種別、植樹ますの種別（グレーチング

の有無、素材）について確認を行いました。 

 

2） 調査対象 

次の基準で調査対象を整理し、判定・記録をしました。 

 

① 歩道 

・ 切り下げ部のコンクリート舗装は調査しない。 

・ 歩行するための支障程度を判定する。 

・ 道路台帳と現地に相違がある場合は、簡易に記録する。 

 

② 植樹ます 

・ 「高木」、「中木」の本数や樹種は調査しない。 

・ 「低木」、「花株」は調査しない。 

・ 「切り株」がある場合は記録する。 

 

3） 調査箇所の設定 

市の『道路台帳平面図』により、調査箇所の位置を確認しました。 

 

4） 調査方法 

調査員による徒歩調査を基本とし、歩道状況の評価は交差点街区（交差点巻込み

ごと）を１単位区間としました。 
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5） 評価方法 

調査結果の評価方法は、次に示す３つの判定としました。 

 

表３－２－４－２ 判定結果と評価方法 

要補修判定 評価 

大 転倒など、歩行や通行に問題があると評価した箇所 

小 根上がり等あるが、歩行や通行には問題がないと評価した箇所 

無 問題がないと評価した箇所 

 

   

図３－２－４－２ 根上がり判定例 

 

6） 調査項目の判定基準 

歩道や植樹ますにおいて補修を必要とする判定基準は、次のとおりです。 

 

表３－２－４－３ 歩道の要補修判定基準 

要補修判定 歩道劣化の程度 

大 
・ 舗装材の流出や穴がある 

・ 段差、穴などの劣化箇所を跨ぐ程度 

小 
・ 30ｃｍ以下のひび割れを許容する 

・ 歩行に支障がない程度 

無 
・ ベビーカーなどの手押し車や杖利用の歩行に支障がない程度 

・ 沿道からの流出土堆積、縁石の擦り減り・破損は影響しない 

 

表３－２－４－４ 植樹ますの要補修判定基準 

要補修判定 植樹ます劣化の程度 

大 
・ 根上がり等の進行により、植樹ますの破損が顕著である 

・ 植樹ます原型が認められない 

小 

・ 縁石やグレーチングが所定の位置から若干ズレているが、機能は有

している 

・ 植樹ますの縁石やグレーチングがゆがんでいる 

無 
・ 縁石やグレーチングが所定の位置に収まっている 

・ 街路樹による破損が認められない 
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（2） 結果 

歩道・植樹ますは、現地調査により現状を段階評価しました。 

 

1） 歩道調査結果 

歩道の劣化状況調査の結果、前回より劣化が若干進んでいます。また、前回調査

で劣化していると判定された区間は、同様の結果でした。ただし、それらの区間は

幹線市道と比較して交通量の低い一般市道が大半です。 

 

表３－２－４－５ 歩道の劣化状況調査結果 

判定 
平成２８年度調査 前回調査（平成２３年度） 

区間 延長 面積 区間 延長 面積 

大 8 836.11m 2,044.83m2 5 545.96m 1,397.80m2 

小 149 21,874.44m 60,482.96m2 93 11,835.16m 32,142.44m2 

無 1,698 148,278.85m 410,131.26m2 1,757 158,608.28m 439,118.81m2 

合計 1,855 170,989.40m 472,659.05m2 1,855 170,989.40m 472,659.05m2 

※判定結果「大」の路線は、「市道１－３０７号」、「市道２－１１９号」、「市道４－３４２号」、 

「市道４－３８４号」、「市道６－２６５号」、「市道６－３２２号」、「すずかけ通り」、 

「多摩川通り」に各１か所です。 

 

2） 植樹ます調査結果 

植樹ますの劣化状況調査の結果、前回より劣化が若干進んでいます。劣化の多く

の原因は、街路樹の成長に伴う根上がり等の進行であると考えられます。特に街路

樹がサクラの箇所での根上がりが目立ちます。 

 

表３－２－４－６ 植樹ますの劣化状況調査結果 

判定 

平成２８年度調査 前回調査（平成２３年度） 

区間 劣化箇所 
グレーチング材質 

(劣化箇所内訳) 
区間 劣化箇所 

グレーチング材質 

(劣化箇所内訳) 

大 17 26 か所 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 0 か所 

7 7 か所 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 0 か所 

鉄 9 か所 鉄 2 か所 

なし 17 か所 なし 5 か所 

小 66 104 か所 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 2 か所 

65 112 か所 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 2 か所 

鉄 24 か所 鉄 28 か所 

なし 78 か所 なし 82 か所 

無 1,772 - - - 1,783 - - - 

合計 1,855 130 か所 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 2 か所 

1,855 119 か所 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 2 か所 

鉄 33 か所 鉄 30 か所 

なし 95 か所 なし 87 か所 

※判定結果「大」の路線は、「市道１－９６号」、「市道１－３０７号」、に各１か所、 

「市道１－３５５号」に２か所、「市道２－２３４号」、「市道６－２６５号」、 

「市道６－３５１号」に各１か所、「桜通り」に２か所、「多摩川通り」に１３か所、 

「中央道側道」に１か所、「多磨霊園南参道」に３か所です。 
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（3） 補修対策箇所 

劣化判定が「大」と「小」の区間を補修対策箇所とする状況は、次のとおりです。 

 

図３－２－４－３ 歩道の劣化判定結果（平成２８年度調査） 
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図３－２－４－４ 植樹ますの劣化判定結果（平成２８年度調査） 
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3.2.5  案内標識 

市が管理する案内標識の全体数量及び状況は、次のとおりです。 

 

3.2.5.1  全体数量 

市が管理する案内標識は、８３３基あります。内訳として、『府中市都市サイン基本計

画』（平成２年）等に従って設置された案内標識が５３９基、個別に設置した施設案内標

識が２９４基あります。詳細は、次のとおりです。 

 

表３－２－５－１ 分類別設置数量 

案内標識の分類 基数 割合 

案内標識 539 基 64.7% 

その他案内標識 294 基 35.3% 

合計 833 基 100.0% 

 

  

 

 

  

 

 

  

図３－２－５－１ 案内標識の例１ 図３－２－５－２ 案内標識の例２ 

図３－２－５－３ 案内標識の例３ 図３－２－５－４ その他案内標識の例 

3-2-5 

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
（案
内
標
識
） 



  45 

3.2.5.2  位置 

 

図３－２－５－５ 分類別設置位置図 
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3.2.5.3  整備状況 

案内標識は、令和５年３月に策定した『府中市公共サイン整備計画』により、公共サ

インの整備基準や配置計画を定め、計画に従って整備しています。 

 

3.2.5.4  地域区分別数量 

地域区分ごとの案内標識の設置状況は、次のとおりです。 

 

表３－２－５－２ 地域区分別設置数量 

地域区分 案内標識 その他案内標識 合計 

全域 539 基 294 基 833 基 

第１地域 75 基 23 基 98 基 

第２地域 69 基 37 基 106 基 

第３地域 55 基 46 基 101 基 

第４地域 74 基 63 基 137 基 

第５地域 27 基 14 基 41 基 

第６地域 80 基 80 基 160 基 

第７地域 101 基 15 基 116 基 

第８地域 58 基 16 基 74 基 

 

 

図３－２－５－６ 地域区分別設置数量 

58 

101 

80 

27 

74 

55 

69 

75 

16

15

80

14

63

46

37

23

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

第８地域

第７地域

第６地域

第５地域

第４地域

第３地域

第２地域

第１地域

（基）案内標識 その他案内標識

3-2-5 

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
（案
内
標
識
） 



  47 

3.2.6  警戒標識・その他標識 

市が管理する警戒標識・その他標識の全体数量及び状況は、次のとおりです。 

 

3.2.6.1  全体数量 

警戒標識・その他標識は、市が所有している『標識台帳』に記録されています。その

他標識とは、規制標識、遊歩道案内板、安眠標識です。詳細は、次のとおりです。 

 

表３－２－６－１ 分類別設置数量 

分類 基数 全数に対する割合 

警戒標識 195 基 77.4% 

その他標識 

規制標識 39 基 15.5% 

遊歩道案内板 11 基 4.4% 

安眠標識 7 基 2.8% 

合計 252 基 100.0% 
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3.2.6.2  位置 

 

図３－２－６－１ 分類別設置位置図 
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3.2.6.3  整備状況 

『標識台帳』に記載されている警戒標識及びその他標識について、最も古い設置年が

昭和５０年です。最新設置年は令和３年で、多摩川通り拡幅改修工事に併せて新たに設

置されたものです。 

 

3.2.6.4  地域区分別数量 

地域区分別の警戒標識・その他標識の設置状況は、次のとおりです。 

 

表３－２－６－２ 地域区分別設置数量 

地域区分 警戒標識 
その他標識 

合計 
規制標識 遊歩道案内板 安眠標識 

全域 195 基 39 基 11 基 7 基 252 基 

第１地域 36 基 14 基 0 基 0 基 50 基 

第２地域 52 基 8 基 4 基 7 基 71 基 

第３地域 4 基 1 基 0 基 0 基 5 基 

第４地域 28 基 0 基 1 基 0 基 29 基 

第５地域 8 基 1 基 0 基 0 基 9 基 

第６地域 21 基 1 基 2 基 0 基 24 基 

第７地域 36 基 14 基 4 基 0 基 54 基 

第８地域 10 基 0 基 0 基 0 基 10 基 

 

 

図３－２－６－２ 地域区分別設置数量 
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3.2.7  街路灯 

街路灯の全体数量及び状況は、次のとおりです。 

 

3.2.7.1  全体数量 

市が管理する街路灯は１８，８１８基です。なお、交通安全灯・防犯灯は令和４年度

までにＬＥＤ灯への切り替えが完了しています。 

 

（1） 照明形式 

市では、「緑とともに暮らせる快適で安全安心なまち（生活・環境）」を目指し、交

通安全灯と防犯灯を設置しています。 

 

表３－２－７－１ 地域区分別照明形式数量 

地域区分 交通安全灯 防犯灯 その他※ 合計 

全域 7,270 基 10,398 基 1,150 基 18,818 基 

第１地域 1,313 基 1,840 基 242 基 3,395 基 

第２地域 1,136 基 1,806 基 60 基 3,002 基 

第３地域 1,004 基 1,654 基 12 基 2,670 基 

第４地域 1,182 基 797 基 519 基 2,498 基 

第５地域 316 基 915 基 13 基 1,244 基 

第６地域 832 基 991 基 152 基 1,975 基 

第７地域 839 基 1,480 基 79 基 2,398 基 

第８地域 648 基 915 基 73 基 1,636 基 

※その他：跨線橋照明、地下道蛍光灯、歩道橋蛍光灯、ブリンカーライト等 

 

 
図３－２－７－１ 地域区分別照明形式数量 
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（2） 灯柱形式 

街路灯は、電力会社や電話会社の電柱などに共架している「共架柱」と、独立した

柱に設置している「独立柱」があります。ただし、７２５基（４％）が設置形式不明

です。 

 

表３－２－７－２ 地域区分別設置形式数量 

地域区分 共架柱 独立柱 不明 合計 

全域 13,595 基 4,498 基 725 基 18,818 基 

第１地域 2,302 基 1,009 基 84 基 3,395 基 

第２地域 2,152 基 712 基 138 基 3,002 基 

第３地域 2,067 基 562 基 41 基 2,670 基 

第４地域 1,225 基 996 基 277 基 2,498 基 

第５地域 1,070 基 172 基 2 基 1,244 基 

第６地域 1,440 基 409 基 126 基 1,975 基 

第７地域 1,988 基 382 基 28 基 2,398 基 

第８地域 1,351 基 256 基 29 基 1,636 基 

 

 
図３－２－７－２ 地域区分別設置形式数量 
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3.2.8  道路反射鏡 

市が管理する道路反射鏡の全体数量及び状況は、次のとおりです。 

 

3.2.8.1  全体数量 

市が管理する道路反射鏡は、３，１５２基あり、平成２８年度と比べ３９基が増加し

ています。 

内訳として、鏡体を独自の柱で支える「独立柱」が２，７００基、電力会社や電話会

社の電柱などに共架している「共架柱」が４５２基となっています。 

 

表３－２－８－１ 設置形態別数量 

道路反射鏡の 

設置形態 

令和４年度調査 前回調査（平成２８年度） 

基数 割合 基数 割合 

独立柱 2,700 基 85.7% 2,688 基 86.3% 

共架柱 452 基 14.3% 425 基 13.7% 

合計 3,152 基 100.0% 3,113 基 100.0% 
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3.2.8.2  位置 

 

図３－２－８－１ 設置形態別位置図 
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3.2.8.3  整備状況 

前回調査以降、６年間で５０基、年間あたり８．３基を新設・建替しています。 

 

表３－２－８－２ 年度別新設・建替数量 

年度 独立柱 共架柱 合計 

平成２９年度 4 基 4 基 8 基 

平成３０年度 4 基 6 基 10 基 

令 和 元 年 度 5 基 3 基 8 基 

令 和 ２年 度 1 基 7 基 8 基 

令 和 ３年 度 5 基 4 基 9 基 

令 和 ４年 度 2 基 5 基 7 基 

合計 21 基 29 基 50 基 

年平均 3.5 基 4.8 基 8.3 基 

 

3.2.8.4  管理状況 

（1） 点検・清掃 

既設の道路反射鏡については、年間５００件程度点検・清掃を実施しています。主

な点検・清掃内容は、次のとおりです。 

 

・ 鏡面の清掃 

・ 角度調整等の良好な状態に維持する軽作業 

・ 不良なものの報告 

・ 鏡面枚数の確認 

・ 設置位置の確認 

 

（2） 修繕 

点検結果から、修繕が必要な道路反射鏡について、年間平均で８３．３件を措置し

ています。 

 

表３－２－８－３ 年度別修繕措置内訳 

年度 鏡面取替 支柱取替 その他※ 合計 

平成２９年度 48 件 1 件 25 件 74 件 

平成３０年度 4 件 0 件 31 件 35 件 

令 和 元 年 度 4 件 1 件 23 件 28 件 

令 和 ２年 度 11 件 0 件 25 件 36 件 

令 和 ３年 度 19 件 1 件 135 件 155 件 

令 和 ４年 度 28 件 0 件 144 件 172 件 

合計 114 件 3 件 383 件 500 件 

年平均 19.0 件 0.5 件 63.8 件 83.3 件 

※その他：角度調整、上部カバー取替、ステッカー取替、共架金具取替などの軽作業  
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3.2.8.5  地域区分別数量 

市が管理する道路反射鏡数を地域区分別に見ると、独立柱・共架柱いずれも第３地域

が多くなっています。 

 

表３－２－８－４ 地域区分別設置数量 

地域区分 独立柱 共架柱 合計 

全域 2,700 基 452 基 3,152 基 

第１地域 442 基 68 基 510 基 

第２地域 415 基 84 基 499 基 

第３地域 504 基 88 基 592 基 

第４地域 219 基 30 基 249 基 

第５地域 234 基 40 基 274 基 

第６地域 332 基 42 基 374 基 

第７地域 315 基 65 基 380 基 

第８地域 239 基 35 基 274 基 

 

 

図３－２－８－２ 地域区分別設置数量 
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3.2.9  街路樹 

市が管理する街路樹の全体数量及び状況は、次のとおりです。 

 

3.2.9.1  全体数量 

（1） 低木の面積 

市が管理する街路樹のうち、低木が植栽または植栽用地となっている面積は６２，

２４２．８６㎡となっています。 

 

 

図３－２－９－１ 低木の面積別内訳（0m2を除く） 

 

（2） 高木の数量 

市が管理する高木は８，７６７本あります。このうち約６８．５％（記録なしの３

１６本を除く）が幹回りの直径が１ｍ以下の街路樹です。 

 

 

図３－２－９－２ 高木の幹回り別内訳（記録なしを除く）  
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（3） 高木の分類 

市が管理する街路樹の８２．５％が、高木かつ落葉樹に該当する樹木です。このう

ち最も多く植えられている樹木は、「ハナミズキ」の２，５４４本で、植栽されている

落葉樹の３５．２％を占めています。 

 

 

図３－２－９－３ 高木の分類内訳 

 

表３－２－９－１ 高木の樹種内訳 

落葉樹 常緑樹 

樹種名 本数 割合 樹種名 本数 割合 

ハナミズキ 2,544 本 35.2% クスノキ 482 本 34.7% 

サクラ 1,072 本 14.8% カイズカイブキ 260 本 18.7% 

イチョウ 696 本 9.6% ヤマモモ 219 本 15.8% 

トウカエデ 647 本 8.9% サザンカ 67 本 4.8% 

ソメイヨシノ 453 本 6.3% マテバシイ 64 本 4.6% 

ケヤキ 369 本 5.1% キンモクセイ 63 本 4.5% 

コブシ 275 本 3.8% ツバキ 57 本 4.1% 

サルスベリ 249 本 3.4% エメラルドグリーン 47 本 3.4% 

アンズ 159 本 2.2% ツゲ 36 本 2.6% 

モミジバフウ 113 本 1.6% シラカシ 21 本 1.5% 

トチノキ 112 本 1.5% アラカシ 11 本 0.8% 

アオギリ 87 本 1.2% サワラ 10 本 0.7% 

ユリノキ 78 本 1.1% モクセイ 9 本 0.6% 

エンジュ 73 本 1.0% ヒマラヤスギ 9 本 0.6% 

ウメ 34 本 0.5% カナメモチ 7 本 0.5% 

カツラ 32 本 0.4% アカシア 7 本 0.5% 

その他 243 本 3.4% その他 19 本 1.4% 

合計 7,236 本 100.0% 合計 1,388 本 100.0% 
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3.2.9.2  位置 

 

図３－２－９－４ 低木位置図 
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図３－２－９－５ 分類別高木位置図 
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3.2.9.3  地域区分別数量 

（1） 低木 

街路樹のうち低木の面積を地域区分別に見ると、第１地域が最も多くなっています。

同地域のうち、「スタジアム通り」や「白糸台通り」などで低木の街路樹が多くなって

います。次いで、「多摩川通り」や「競艇場通り」が通る第２地域、「美術館通り」や

「学園通り」が通る第３地域が多くなっています。 

 

表３－２－９－２ 地域区分別低木面積 

地域区分 面積 割合 

全域 62,242.86m2 100.0% 

第１地域 14,110.08m2 22.7% 

第２地域 13,387.41m2 21.5% 

第３地域 11,016.50m2 17.7% 

第４地域 4,245.42m2 6.8% 

第５地域 4,346.20m2 7.0% 

第６地域 3,329.80m2 5.3% 

第７地域 5,640.76m2 9.1% 

第８地域 6,166.69m2 9.9% 

 

 

図３－２－９－６ 地域区分別低木面積 
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（2） 高木 

街路樹のうち高木の本数を地域区分別に見ると、低木と同じく第１地域が最も多く

なっています。次いで、第３地域、第２地域の順で多くなっています。 

 

表３－２－９－３ 地域区分別高木数量 

地域区分 
分類 

合計 割合 
落葉樹 常緑樹 樹種名記載なし 

全域 7,236 本 1,388 本 143 本 8,767 本 100.0% 

第１地域 1,415 本 282 本 26 本 1,723 本 19.7% 

第２地域 1,141 本 326 本 23 本 1,490 本 17.0% 

第３地域 1,354 本 95 本 60 本 1,509 本 17.2% 

第４地域 783 本 79 本 23 本 885 本 10.1% 

第５地域 485 本 124 本 2 本 611 本 7.0% 

第６地域 666 本 67 本 0 本 733 本 8.4% 

第７地域 915 本 332 本 9 本 1,256 本 14.3% 

第８地域 477 本 83 本 0 本 560 本 6.4% 

 

 

図３－２－９－７ 地域区分別高木数量 
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3.2.9.4  路線別数量 

（1） 低木 

街路樹のうち低木が最も多い路線は、「しみず下通り」で４，７３５．１８㎡です。

次いで、「美術館通り」で３，９８１．２０㎡、「スタジアム通り」で３，８０６．７

０㎡、「富士見通り」で３，２８２．２０㎡、「多摩川通り」で３，１６９．６４㎡と

なっています。 

なお、前回調査から樹木の管理方法及び本数の計測方法が変更されたため、路線数

は前回の２３９路線より増加しています。 

 

表３－２－９－４ 路線別低木面積（面積順） 

 

  

No 路線名称 低木（㎡） No 路線名称 低木（㎡） No 路線名称 低木（㎡） No 路線名称 低木（㎡）

1 しみず下通り 4,735.18 65 市道３－１８７号 146.70 129 市道４－２５３号 50.20 193 市道３－１７６号 16.20

2 美術館通り 3,981.20 66 市道２－１５７号 139.80 130 市道３－０２９号 50.20 194 市道４－０２４号 15.80

3 スタジアム通り 3,806.70 67 市道６－４２８号 132.68 131 宮町中央通り 50.10 195 市道５－１０３号 15.70

4 富士見通り 3,282.20 68 市道６－４３０号 130.17 132 市道６－２１７号 49.65 196 市道２－２０６号 15.20

5 多摩川通り 3,169.64 69 市道４－３４３号 129.60 133 市道６－１４０号 49.18 197 市道２－２５０号 15.00

6 浅間山通り 2,369.00 70 市道６－２０３号 129.05 134 市道３－４４５号 49.10 198 市道４－２６７号 15.00

7 白糸台通り 2,051.80 71 市道２－１６０号 126.92 135 市道４－０２２号 48.30 199 番場北裏通り 13.80

8 くすのき通り 2,036.76 72 市道５－２０１号 125.00 136 市道１－３５４号 48.00 200 市道１－３４９号 13.70

9 かえで通り 1,860.41 73 市道２－４２９号 123.30 137 市道１－１０８号 47.80 201 市道６－３４６号 13.33

10 あんず通り 1,519.30 74 市道４－３８８号 121.20 138 市道４－１５９号 47.45 202 京所道 12.10

11 平和通り 1,362.40 75 市道４－１１７号 120.60 139 市道６－２５８号 47.15 203 市道３－１６５号 12.00

12 朝日町通り 1,225.94 76 日新通り 118.91 140 市道６－１３６号 45.60 204 市道２－１８９号 11.76

13 学園通り 1,090.80 77 市道１－３０２号 118.40 141 市道５－１４１号 43.50 205 市道２－２０８号 11.76

14 市道２－２７９号 1,084.92 78 芝間通り 114.57 142 市道６－１５５号 42.18 206 市道６－０５９号 11.76

15 多磨霊園南参道 1,042.80 79 東大山道 113.28 143 市道２－２３４号 42.16 207 市道４－２８０号 11.10

16 いちょう通り 978.20 80 市道４－１８５号 112.10 144 市道６－３２０号 41.53 208 市道４－０３７号 10.80

17 市道６－２９４号 892.33 81 市道６－０４８号 111.30 145 市道２－１４８号 41.51 209 市道４－３９０号 10.20

18 横街道 873.60 82 市道３－２８８号 110.60 146 市道５－０９３号 41.00 210 市道６－２７６号 10.16

19 九中通り 862.98 83 市道２－２８３号 109.60 147 市道４－２２９号 40.55 211 市道４－０４１号 9.75

20 本宿小通り 825.40 84 市道３－１４８号 109.30 148 市道４－３９２号 39.30 212 市道５－１６８号 9.60

21 三屋通り 803.61 85 東郷寺通り 107.52 149 十中通り 39.20 213 市道５－０１３号 9.60

22 市道３－０９４号 692.20 86 市道１－１０２号 106.60 150 市道４－１２２号 38.66 214 市道５－２３１号 9.60

23 あかしあ通り 646.03 87 市道２－２８８号 102.27 151 市道６－２８６号 37.56 215 市道３－０８１号 9.40

24 市道４－２５８号 591.10 88 市道４－３８３号 100.60 152 市道４－２３４号 37.20 216 市道４－２２８号 8.40

25 ふるさと通り 563.70 89 市道６－２６４号 97.00 153 市道１－０８１号 36.90 217 市道４－０２５号 8.09

26 市道４－０９０号 550.00 90 本宿南裏通り 96.13 154 市道４－４８２号 36.20 218 市道３－２８６号 7.20

27 市道６－２６３号 458.40 91 市道６－３５１号 95.70 155 市道３－４４６号 36.10 219 本宿北裏通り 7.20

28 市道１－３９２号 407.20 92 市道３－０１７号 90.60 156 市道２－０５９号 36.02 220 市道６－０５０号 7.00

29 三本木通り 396.45 93 市道６－４４１号 90.22 157 市道２－３１８号 35.25 221 押立通り 6.72

30 市道２－２３１号 374.60 94 市道３－１５２号 86.50 158 市道１－２３０号 34.80 222 市道４－０２１号 6.72

31 市道４－０８１号 371.81 95 市道３－０９５号 82.70 159 市道１－３０３号 34.50 223 市道６－０３５号 6.60

32 桜通り 367.50 96 市道４－２０２号 82.30 160 市道３－４２７号 34.00 224 市道１－１３９号 6.40

33 市道２－４２４号 365.07 97 すずかけ通り 80.50 161 市道２－３１９号 32.80 225 市道４－１６２号 5.37

34 市道５－１３６号 344.20 98 分梅通り 78.96 162 市道３－２１１号 32.00 226 市道６－１２７号 5.00

35 中央道側道 335.08 99 市道１－３００号 78.00 163 市道２－２５６号 31.59 227 市道４－１３９号 4.80

36 市道２－２２７号 329.24 100 市道５－１６７号 76.80 164 市道４－０２３号 30.87 228 市道２－２８５号 4.20

37 市道４－２５１号 326.00 101 市道２－１０７号 76.00 165 市道４－２７２号 30.60 229 市道３－２８５号 3.20

38 市道２－２８１号 323.52 102 市道２－２９７号 73.80 166 武蔵台通り 30.60 230 市道４－０２７号 2.88

39 市道４－４２４号 314.80 103 市道３－２５７号 73.60 167 市道３－０７９号 29.20 231 市道２－１６４号 2.40

40 七小通り 310.30 104 市道２－３１２号 72.48 168 市道６－３１９号 28.10 232 市道２－３０２号 2.40

41 西府駅前通り 297.90 105 市道１－３５５号 72.00 169 市道１－０９６号 28.00 233 市道２－３７５号 2.00

42 六中通り 292.06 106 市道２－３１１号 70.60 170 市道２－２９５号 27.07 234 市道３－０３０号 1.60

43 市道３－４３０号 285.50 107 奈良橋通り 69.30 171 市道３－１４４号 26.80 235 御猟場道 0.00

44 市道１－４３３号 285.10 108 市道４－３５２号 68.00 172 市道５－２１１号 26.40 236 競馬場正門通り 0.00

45 市道１－３０７号 282.24 109 市道３－１５３号 66.90 173 市道６－０８７号 25.80 237 けやき並木通り 0.00

46 市道３－１３３号 272.20 110 市道２－２４３号 64.14 174 市道３－０９３号 25.00 238 市道１－０２１号 0.00

47 品川街道 257.30 111 市道６－２１８号 63.46 175 市道４－０３６号 24.80 239 市道１－２０６号 0.00

48 美好町通り 234.53 112 市道６－２８１号 61.85 176 市道４－０７４号 24.38 240 市道４－０３８号 0.00

49 市道４－１２４号 231.00 113 市道２－３１７号 61.65 177 市道３－０５８号 24.00 241 市道４－２０６号 0.00

50 競艇場通り 229.24 114 市道５－１１１号 61.10 178 市道６－０８０号 24.00 242 市道４－２１３号 0.00

51 是政通り 219.69 115 市道２－１３０号 60.90 179 市道３－１７２号 23.00 243 市道４－２４５号 0.00

52 市道１－４５８号 216.60 116 市道６－０５７号 59.09 180 市道３－１３４号 22.80 244 市道４－２８１号 0.00

53 市道６－２２９号 214.47 117 市道３－４３１号 58.00 181 市道６－２８８号 22.80 245 市道４－３２５号 0.00

54 市道６－４３９号 202.84 118 市道２－２０４号 57.40 182 市道６－１２８号 22.50 246 市道４－３３８号 0.00

55 市道１－４１０号 201.30 119 市道３－１８８号 56.40 183 市道４－３９８号 22.20 247 市道４－３８４号 0.00

56 市道２－０２３号 200.50 120 市道６－１９５号 55.90 184 市道６－２３５号 20.21 248 市道４－４４３号 0.00

57 府中駅前通り 195.00 121 大山道 54.90 185 市道５－１０１号 20.00 249 市道５－０８０号 0.00

58 日新四谷通り 190.20 122 市道６－３２６号 54.59 186 市道１－０８８号 18.48 250 市道５－０８７号 0.00

59 市道１－０１２号 175.30 123 新宿仲通り 52.80 187 市道６－２７９号 18.02 251 下河原通り 0.00

60 市道３－４３２号 173.70 124 市道６－３２５号 52.58 188 市道３－１７３号 18.00 252 市有通路４－２９号 0.00

61 市道３－００２号 167.40 125 市道６－２６５号 51.60 189 市道３－１３１号 17.60 253 多磨駅東通り 0.00

62 府中公園通り 159.60 126 市道３－４０５号 51.20 190 市道４－３５４号 16.80 254 南通り 0.00

63 市道１－０９０号 152.52 127 市道４－１５４号 51.00 191 市道１－１４７号 16.50 255 郵便局横 0.00

64 市道６－４３８号 149.25 128 市道４－２８４号 50.30 192 市道４－３２１号 16.20
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（2） 高木 

高木が最も多い路線は、「多摩川通り」で５３１本です。次いで、「富士見通り」で

４３６本、「浅間山通り」で３３２本、「美術館通り」で３２８本、「学園通り」で２８

５本となっています。 

 

表３－２－９－５ 路線別・分類別高木本数（本数順） 

 

落葉樹 常緑樹 記載なし 合計 落葉樹 常緑樹 記載なし 合計 落葉樹 常緑樹 記載なし 合計

1 多摩川通り 519 9 3 531 86 市道６－３２５号 19 0 3 22 171 市道５－２１１号 6 0 0 6

2 富士見通り 274 162 0 436 87 市道６－１４０号 18 0 3 21 172 市道６－１５５号 6 0 0 6

3 浅間山通り 311 20 1 332 88 市道６－４３０号 16 5 0 21 173 市道６－２５８号 6 0 0 6

4 美術館通り 324 0 4 328 89 市道３－１７２号 20 0 0 20 174 市道３－４４６号 0 6 0 6

5 学園通り 277 8 0 285 90 市道４－３２５号 20 0 0 20 175 東大山道 0 6 0 6

6 いちょう通り 270 0 0 270 91 市道１－０９６号 0 20 0 20 176 市道１－２３０号 5 0 0 5

7 白糸台通り 164 98 0 262 92 市道３－４３１号 19 0 0 19 177 市道４－０４１号 5 0 0 5

8 しみず下通り 214 0 12 226 93 市道６－２２９号 19 0 0 19 178 市道４－１６２号 5 0 0 5

9 スタジアム通り 207 0 0 207 94 市道３－１４８号 12 7 0 19 179 市道５－０１３号 5 0 0 5

10 かえで通り 98 71 0 169 95 南通り 0 19 0 19 180 市道２－１５７号 4 0 1 5

11 市道１－３０７号 164 0 0 164 96 市道２－２８１号 18 0 0 18 181 市道１－０８８号 4 0 0 4

12 ふるさと通り 85 74 0 159 97 市道３－２８８号 18 0 0 18 182 市道３－１５３号 4 0 0 4

13 桜通り 149 0 0 149 98 市道３－０５８号 0 18 0 18 183 市道４－２５３号 4 0 0 4

14 多磨霊園南参道 147 0 0 147 99 市道１－３０３号 17 0 0 17 184 市道４－３９８号 4 0 0 4

15 中央道側道 147 0 0 147 100 市道１－１０２号 0 17 0 17 185 市道５－１０１号 4 0 0 4

16 九中通り 26 116 0 142 101 市道３－１８８号 16 0 0 16 186 市道６－０５９号 4 0 0 4

17 平和通り 134 0 4 138 102 市道３－１３３号 8 8 0 16 187 市道６－２３５号 4 0 0 4

18 朝日町通り 94 41 0 135 103 市道１－１４７号 15 0 0 15 188 市道６－４２８号 4 0 0 4

19 あんず通り 101 6 26 133 104 市道３－１３４号 15 0 0 15 189 市道６－４３８号 4 0 0 4

20 市道３－０９４号 12 50 66 128 105 市道４－０２４号 15 0 0 15 190 市道４－２８１号 2 2 0 4

21 けやき並木通り 126 0 0 126 106 市道６－２８１号 15 0 0 15 191 押立通り 0 4 0 4

22 品川街道 122 0 1 123 107 市道６－３５１号 15 0 0 15 192 市道２－１４８号 3 0 0 3

23 競艇場通り 12 92 1 105 108 市道１－３００号 14 0 0 14 193 市道２－２０４号 3 0 0 3

24 美好町通り 104 0 0 104 109 市道２－１８９号 14 0 0 14 194 市道３－０８１号 3 0 0 3

25 くすのき通り 0 98 0 98 110 市道２－２８５号 14 0 0 14 195 市道３－１４４号 3 0 0 3

26 日新四谷通り 83 0 0 83 111 市道４－１５４号 14 0 0 14 196 市道３－２８５号 3 0 0 3

27 府中公園通り 80 0 0 80 112 市道４－３５２号 14 0 0 14 197 市道４－２０６号 3 0 0 3

28 市道４－２５８号 32 47 0 79 113 市道６－２０３号 14 0 0 14 198 市道２－２９７号 0 3 0 3

29 市道２－２３１号 23 55 0 78 114 市道６－２１７号 14 0 0 14 199 市道４－２２９号 0 3 0 3

30 奈良橋通り 75 0 2 77 115 市道６－２６３号 14 0 0 14 200 三屋通り 2 0 0 2

31 三本木通り 65 0 11 76 116 市道２－３１７号 13 0 0 13 201 市道１－３４９号 2 0 0 2

32 下河原通り 56 20 0 76 117 市道２－３１９号 13 0 0 13 202 市道２－１６４号 2 0 0 2

33 市道１－３０２号 72 0 0 72 118 市道２－３１８号 12 1 0 13 203 市道２－３１１号 2 0 0 2

34 日新通り 70 0 0 70 119 市道３－４２７号 9 4 0 13 204 市道４－０２１号 2 0 0 2

35 市道２－１６０号 67 0 0 67 120 市道６－２６４号 2 11 0 13 205 市道４－０２７号 2 0 0 2

36 本宿小通り 61 0 0 61 121 是政通り 0 13 0 13 206 市道４－０３７号 2 0 0 2

37 横街道 59 0 0 59 122 市道４－２３４号 12 0 0 12 207 市道４－０３８号 2 0 0 2

38 十中通り 58 0 0 58 123 市道４－３８３号 12 0 0 12 208 市道５－１０３号 2 0 0 2

39 市道５－１３６号 56 0 0 56 124 市道５－１４１号 12 0 0 12 209 市道２－３７５号 1 1 0 2

40 市道４－１２４号 0 53 0 53 125 市道６－１３６号 12 0 0 12 210 市道３－１５２号 0 2 0 2

41 六中通り 52 0 0 52 126 市道４－２１３号 11 0 0 11 211 市道４－２８４号 0 2 0 2

42 市道４－２０２号 31 20 0 51 127 市道６－３１９号 11 0 0 11 212 市道１－０２１号 1 0 0 1

43 市道１－３９２号 49 0 0 49 128 市道６－４３９号 11 0 0 11 213 市道１－４３３号 1 0 0 1

44 市道４－２２８号 49 0 0 49 129 市道６－１２８号 7 4 0 11 214 市道４－０３６号 1 0 0 1

45 分梅通り 47 0 0 47 130 市道１－０９０号 10 0 0 10 215 市道４－２８０号 1 0 0 1

46 市道１－３５５号 44 0 0 44 131 市道２－０５９号 10 0 0 10 216 市道４－３９２号 1 0 0 1

47 新宿仲通り 43 0 0 43 132 市道２－２８８号 10 0 0 10 217 市道６－２７９号 1 0 0 1

48 あかしあ通り 42 0 0 42 133 市道２－４２４号 10 0 0 10 218 市道１－２０６号 0 1 0 1

49 市道２－２２７号 32 7 0 39 134 市道３－４０５号 10 0 0 10 219 大山道 0 0 0 0

50 市道２－２４３号 37 0 0 37 135 市道４－２６７号 10 0 0 10 220 御猟場道 0 0 0 0

51 市道５－０８７号 37 0 0 37 136 市道４－３３８号 10 0 0 10 221 競馬場正門通り 0 0 0 0

52 市道６－２１８号 36 0 0 36 137 市道４－３５４号 10 0 0 10 222 市道１－１０８号 0 0 0 0

53 市道２－１０７号 0 36 0 36 138 市道４－３９０号 10 0 0 10 223 市道１－１３９号 0 0 0 0

54 市道３－４３０号 35 0 0 35 139 市道６－０３５号 10 0 0 10 224 市道２－０２３号 0 0 0 0

55 七小通り 35 0 0 35 140 市道３－０９３号 9 0 1 10 225 市道２－２０６号 0 0 0 0

56 市道１－０１２号 32 2 0 34 141 市道４－１１７号 0 10 0 10 226 市道２－２５６号 0 0 0 0

57 市道４－４４３号 33 0 0 33 142 京所道 9 0 0 9 227 市道２－２８３号 0 0 0 0

58 武蔵台通り 33 0 0 33 143 市道２－２０８号 9 0 0 9 228 市道３－０１７号 0 0 0 0

59 市道４－４２４号 30 0 3 33 144 市道２－４２９号 9 0 0 9 229 市道３－０３０号 0 0 0 0

60 市道１－３５４号 31 0 0 31 145 市道３－２８６号 9 0 0 9 230 市道３－１３１号 0 0 0 0

61 市道３－１８７号 31 0 0 31 146 市道４－１５９号 9 0 0 9 231 市道３－１６５号 0 0 0 0

62 市道３－００２号 30 0 0 30 147 市道６－３２６号 9 0 0 9 232 市道３－２１１号 0 0 0 0

63 市道２－２３４号 29 0 0 29 148 市道６－２６５号 0 9 0 9 233 市道４－０９０号 0 0 0 0

64 市道２－２７９号 18 11 0 29 149 市道２－２９５号 8 0 0 8 234 市道４－１２２号 0 0 0 0

65 本宿南裏通り 28 0 0 28 150 市道４－０２２号 8 0 0 8 235 市道４－１３９号 0 0 0 0

66 市道４－０８１号 27 1 0 28 151 市道４－２７２号 8 0 0 8 236 市道４－１８５号 0 0 0 0

67 市道４－３８４号 10 17 0 27 152 市道５－０８０号 8 0 0 8 237 市道４－３２１号 0 0 0 0

68 市道３－２５７号 26 0 0 26 153 市道２－１３０号 7 0 1 8 238 市道５－１１１号 0 0 0 0

69 市道６－３２０号 26 0 0 26 154 市道３－０２９号 0 8 0 8 239 市道５－１６７号 0 0 0 0

70 東郷寺通り 26 0 0 26 155 市道１－０８１号 7 0 0 7 240 市道５－１６８号 0 0 0 0

71 市道４－２５１号 16 10 0 26 156 市道２－３１２号 7 0 0 7 241 市道５－２３１号 0 0 0 0

72 市道３－０９５号 25 0 0 25 157 市道３－０７９号 7 0 0 7 242 市道６－０４８号 0 0 0 0

73 市道３－１７６号 25 0 0 25 158 市道３－４４５号 7 0 0 7 243 市道６－０５０号 0 0 0 0

74 市道５－２０１号 25 0 0 25 159 市道４－０２３号 7 0 0 7 244 市道６－０５７号 0 0 0 0

75 市有通路４－２９号 13 12 0 25 160 市道４－０２５号 7 0 0 7 245 市道６－０８０号 0 0 0 0

76 西府駅前通り 24 0 0 24 161 市道４－４８２号 7 0 0 7 246 市道６－０８７号 0 0 0 0

77 芝間通り 12 12 0 24 162 市道６－１９５号 7 0 0 7 247 市道６－１２７号 0 0 0 0

78 市道３－１７３号 23 0 0 23 163 市道６－２９４号 7 0 0 7 248 市道６－２７６号 0 0 0 0

79 市道４－０７４号 23 0 0 23 164 番場北裏通り 7 0 0 7 249 市道６－２８６号 0 0 0 0

80 市道４－２４５号 23 0 0 23 165 本宿北裏通り 7 0 0 7 250 市道６－２８８号 0 0 0 0

81 すずかけ通り 23 0 0 23 166 市道６－４４１号 6 1 0 7 251 市道６－３４６号 0 0 0 0

82 市道４－３８８号 13 10 0 23 167 市道１－４１０号 4 3 0 7 252 多磨駅東通り 0 0 0 0

83 市道１－４５８号 22 0 0 22 168 市道２－２５０号 6 0 0 6 253 府中駅前通り 0 0 0 0

84 市道３－４３２号 22 0 0 22 169 市道２－３０２号 6 0 0 6 254 宮町中央通り 0 0 0 0

85 市道４－３４３号 22 0 0 22 170 市道５－０９３号 6 0 0 6 255 郵便局横 0 0 0 0

No 路線名称
高木（本）

No 路線名称
高木（本）

No 路線名称
高木（本）
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3.2.10  橋りょう 

市が管理する橋りょうの全体数量及び状況は、次のとおりです。 

 

3.2.10.1  全体数量 

（1） 数量 

市が管理する橋りょうは、道路橋が２１橋、歩道橋が１５橋の合計３６橋です。詳

細は、次のとおりです。 

 

表３－２－１０－１ 分類別数量 

分類 橋りょう数 路線数  橋長※ 

道路橋 21 橋 19 路線 404.82m 

歩道橋 15 橋 9 路線 401.78m 

合計 36 橋 28 路線 806.60m 

※橋長 

・ 道路橋：橋台間の橋桁の長さのこと。 

・ 歩道橋：横断部の橋桁の長さのこと。（「東芝町地内歩行者用道路階段橋」を除く） 

 

 

 

図３－２－１０－１ 分類別の橋長の範囲 
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（2） 一覧 

市が管理する橋りょうの一覧は、次のとおりです。 

 

表３－２－１０－２ 道路橋一覧（５０音順） 

No 橋りょう名 路線名称 所在地 橋長 建設年 橋種 

1 大山橋 大山道 日新町 2-23 5.80m 昭和３８年 ＰＣ橋 

2 小柳橋 市道２－１０７号 小柳町 1-14-3 14.76m 昭和５９年 ＲＣ橋 

3 相模橋 大山道 日新町 2-39-26 4.00m 昭和４１年 ＰＣ橋 

4 白糸橋１号 市道２－２２１号 白糸台 5-18-2 10.94m 昭和５１年 ＲＣ橋 

5 白糸橋２号 白糸台通り 白糸台 5-19-5 10.54m 昭和５１年 ＲＣ橋 

6 白糸橋３号 白糸台通り 白糸台 5-5-10 15.00m 昭和５１年 ＲＣ橋 

7 雑田橋 市道４－１７３号 本町 3-31-34 4.50m 
昭和４７年 ＲＣ橋 

不明 ＰＣ橋 

8 中央道側道１号 中央道側道 是政 3-64-5 7.50m 昭和４０年 ＰＣ橋 

9 鶴代橋 しみず下通り 小柳町 2-45 213.00m 平 成 ２年 ＰＣ橋 

10 火の見橋 市道６－１７６号 四谷 2-64 2.73m 昭和４０年 ＲＣ橋 

11 富士見通り立体橋 富士見通り 晴見町 2-24-14 71.00m 昭和４８年 鋼橋 

12 みょうらい橋 市道４－９０号 本町 2-10-13 16.60m 昭和５２年 ＰＣ橋 

13 矢崎排水第三号橋 市道４－２８０号 是政 3-47-1 4.70m 
昭和３７年 ＰＣ橋 

昭和４９年 ＰＣ橋 

14 ２０８号 東大山道 四谷 4-8-1 3.70m 昭和３９年 ＲＣ橋 

15 ２５６号 市道４－２７６号 是政 3-60-4 4.54m 昭和４２年 ＲＣ橋 

16 ２６１号 市道６－１１７号 住吉町 1-32 2.46m 昭和４７年 ＲＣ橋 

17 ２６２号 市道６－１２１号 住吉町 4-26 2.40m 昭和４０年 ＲＣ橋 

18 ２６４号 市道６－６７号 日新町 4-40 2.90m 昭和４０年 ＲＣ橋 

19 ２６５号 市道６－２６３号 日新町 5-29 2.36m 昭和４１年 ＲＣ橋 

20 ２６７号 三屋通り 四谷 4-53 2.99m 昭和４５年 ＲＣ橋 

21 ２７０号 市道６－２６９号 日新町 4-46 2.40m 昭和４２年 ＲＣ橋 

※Ｎｏ．７雑田橋とＮｏ．１３矢崎排水第三号橋は、一橋で分離構造（別構造形式）の橋りょうです。 

 

※ 

※ 
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表３－２－１０－３ 歩道橋一覧（５０音順） 

No 橋りょう名 路線名称 所在地 橋長 建設年 橋種 

1 
観月橋 

立体交差人道橋 
市道４－５０７号 矢崎町 1-32-2 8.11m 昭和５０年 ＲＣ橋 

2 車返団地横断歩道橋 白糸台通り 白糸台 5-31 31.32m 昭和５０年 ＰＣ橋 

3 
西武多摩川線 

横断歩道橋 
市道２－１３０号 小柳町 2-46 16.60m 昭和４８年 鋼橋 

4 第五小前歩道橋 市道６－４４１号 日新町 1-7 32.86m 平 成 ４年 鋼橋 

5 第六小前歩道橋 学園通り 天神町 4-14 11.35m 昭和４３年 鋼橋 

6 第九小前歩道橋 学園通り 栄町 3-7 12.65m 昭和４３年 鋼橋 

7 
東芝町地内歩行者用 

通路階段橋 
市道５－２８１号 東芝町 1 19.65m 平成２６年 鋼橋 

8 
西府駅南側 

西府崖線歩道橋 
市道６－４４１号 日新町 1-6 47.77m 平成２０年 鋼橋 

9 
府中スカイナード 

（府中駅北口歩道橋） 
けやき並木通り 府中町 1-14 34.54m 平 成 ５年 鋼橋 

10 分倍１号橋 市道４－１５８号 分梅町 1-7 19.40m 昭 和 ４年 鋼橋 

11 分倍河原駅人道橋 かえで通り 片町 2-38 53.77m 昭和５３年 鋼橋 

12 
本町２丁目 

跨線人道橋 
市道４－１２２号 本町 1-6-1 55.80m 昭和４９年 鋼橋 

13 南白糸台横断歩道橋 しみず下通り 押立町 2-30 24.47m 昭和５０年 鋼橋 

14 武蔵台３丁目跨線橋 市道５－１７４号 武蔵台 3-52-9 23.00m 昭和３５年 鋼橋 

15 紅葉丘歩道橋 多磨霊園南参道 紅葉丘 1-30 10.50m 昭和４３年 鋼橋 

※Ｎｏ．９府中スカイナード（府中駅北口歩道橋）は、令和２年度に改修工事を実施していますが、建

設時の構造（橋桁）を引き続き使用しているため、建設年は平成５年です。 

 

  

※ 
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3.2.10.2  位置 

 

図３－２－１０－２ 分類別位置図 
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3.2.10.3  整備状況 

（1） 推移 

市が管理する橋りょうの数は、道路交通需要が増大した高度経済成長期である昭和

３５年から昭和４４年にかけて建設され急増しており、橋りょうの管理延長は、昭和

４７年から昭和５４年にかけて増加しています。これは、建設技術の向上等により、

昭和４５年以前に建設された橋りょうに比べ、１橋あたりの規模が大きくなったこと

によります。 

なお、分離構造の橋りょうは、１つの橋りょうとして建設年が古いものに合わせて

集計しています。 

 

 
図３－２－１０－３ 建設数量推移 

 

 

図３－２－１０－４ 管理延長推移 
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（2） 建設年 

令和４年現在、建設から５０年以上を経過した橋りょうは１９橋で全体の半数以上

になります。これは、全国平均の約３７％※と比べ高くなっています。また、建設後４

０年以上を含めた全体の８割以上の橋りょうを、耐用年数が短い高齢化橋りょうとし

て維持することとなります。 

※出典：『道路メンテナンス年報』（国土交通省道路局，令和５年） 

 

表３－２－１０－４ 建設後年数区分 

経年 建設年代 合計 割合 

建設後５０年以上経過 ～昭和４７年 19 橋 52.8% 

建設後４０年～４９年が経過 昭和４８年～昭和５７年 11 橋 30.6% 

建設後３０年～３９年が経過 昭和５８年～平成 ４年 3 橋 8.3% 

建設後２０年～２９年が経過 平成 ５年～平成１４年 1 橋 2.8% 

建設後１０年～１９年が経過 平成１５年～平成２４年 1 橋 2.8% 

建設後 ９年以下 平成２５年～ 1 橋 2.8% 

合計 - 36 橋 100.0% 

 

 

図３－２－１０－５ 建設後年数区分 

 

橋りょうを今後も供用し続ける条件で将来推計を行いました。令和４年を基準に建

設後５０年以上と５０年未満で整理した場合、建設後５０年以上を経過する橋りょう

の割合は、１０年後の令和１４年に８３．３％、『府中市インフラマネジメント計画（２

０１８年度）』（平成３０年）の計画最終年である令和３４年に９４．４％となります。 

 

 

図３－２－１０－６ 計画期間に建設後５０年以上経過する管理橋りょうの割合  
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図３－２－１０－７ 建設年代別位置図 
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（3） 橋種 

市が管理する橋りょうの材質を、橋りょうの数量で集計すると、ＲＣ橋及び鋼橋が

それぞれ３８．９％となっています。また、橋長で比較すると、鋼橋が５３．７％と

なっています。 

 

表３－２－１０－５ 橋種別数量及び橋長 

橋種 数量 数量割合 橋長 延長割合 

ＰＣ橋 

（プレストレスト・コンクリート橋） 
7 橋 19.4% 282.92m 35.1% 

ＲＣ橋 

（鉄筋コンクリート橋） 
14 橋 38.9% 85.83m 10.6% 

ＰＣ/ＲＣ橋 1 橋 2.8% 4.50m 0.6% 

鋼橋 14 橋 38.9% 433.35m 53.7% 

合計 36 橋 100.0% 806.60m 100.0% 

 

 

図３－２－１０－８ 橋種別数量及び橋長 
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図３－２－１０－９ 橋種別位置図 
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（4） 橋長 

橋長別に分類すると、橋長が１０ｍ以下のものが最も多く建設されています。また、

「鶴代橋」は市で唯一１００ｍを越える大型道路橋であり、橋長は２１３ｍです。 

 

 
図３－２－１０－１０ 橋長別数量 

 

  

15 

11 

2 

4 

3 

1 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

0～10m 10～20m 20～30m 30～50m 50～100m 100m以上

(橋)

3-2-10 

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
（橋
り
ょ
う
） 



  74 

 

図３－２－１０－１１ 橋長別位置図 
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3.2.10.4  点検結果 

（1） 条件 

平成２５年の道路法等の改正により、道路橋等について、５年に１回の頻度を基本

として定期的に点検し、健全性を把握しつつ道路の効率的な維持及び修繕を図るため、

必要な措置を講ずるように規定されました。市における橋りょう３６橋（うち２橋は

分離構造のため構造ごとに点検・判定）について、令和２年度から令和３年度の２か

年にわたり近接目視点検を行いました。橋りょう点検は、『道路橋定期点検要領』（国

土交通省道路局，平成３１年）に基づいて実施しています。 

 

表３－２－１０－６ 点検実施橋りょう数 

橋長及び分類 
令和２～３年度 

点検実施橋りょう数 

橋種 

ＰＣ橋 ＲＣ橋 鋼橋 

橋長１５ｍ以上の道路橋 4橋 2 橋 1 橋 1 橋 

橋長１５ｍ未満の道路橋 19 橋 6 橋 13 橋 0 橋 

歩道橋 15 橋 1 橋 1 橋 13 橋 

合計 38 橋 9 橋 15 橋 14 橋 

 

表３－２－１０－７ 損傷程度の判定区分 

判定区分 状態 

Ⅳ 緊急措置段階 
構造物の機能に支障が生じている、または生じる可能性が著しく

高く、緊急に措置を講ずべき状態。 

Ⅲ 早期措置段階 
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべ

き状態。 

Ⅱ 予防保全段階 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措

置を講ずることが望ましい状態。 

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態。 

※出典：『道路橋定期点検要領』（国土交通省道路局，平成３１年） 
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（2） 結果 

近接目視点検を行った３６橋の損傷状況は、次のとおりです。点検の結果では、緊

急に補修が必要な「Ⅳ判定（緊急措置段階）」の橋りょうはありません。 

なお、主な損傷は、上部工と下部工のコンクリートのひび割れや腐食です。 

 

表３－２－１０－８ 近接目視点検による道路橋の損傷程度一覧（５０音順） 

No 橋りょう名 橋種 
R2 
R3 

H27 
H28 

結果概要 

1 大山橋 ＰＣ Ⅱ Ⅰ 

拡幅部の主桁端部の H 鋼及び支承部のアンカーボルトの腐食

は、予防保全の観点から速やかに塗替塗装工を行うことが望ま
しい。 

2 小柳橋 ＲＣ Ⅱ Ⅲ 
上下部工のひびわれや防護柵の変形・欠損は、予防保全の観
点から補修を行うことが望ましい。 

3 相模橋 ＰＣ Ⅰ Ⅰ 特に目立った損傷は見られず、健全な状態である。 

4 白糸橋１号 ＲＣ Ⅲ Ⅲ 

主桁や支承部等にうきや鉄筋露出が多数見られ、耐久性確保

と第三者被害防止の観点から早期に断面修復工等の補修を行
うことが望ましい。 

5 白糸橋２号 ＲＣ Ⅲ Ⅲ 
床版の剥離・鉄筋露出は、耐久性確保と第三者被害防止の観

点から早急に断面修復工等の補修を行うことが望ましい。 

6 白糸橋３号 ＲＣ Ⅲ Ⅲ 
床版の剥離・鉄筋露出は、耐久性確保と第三者被害防止の観

点から早急に断面修復工等の補修を行うことが望ましい。 

7-1 雑田橋（１） ＲＣ Ⅱ Ⅱ 
橋台のひびわれは、予防保全の観点から補修を行うことが望ま
しい。 

7-2 雑田橋（２） ＰＣ Ⅰ Ⅰ 
橋りょう構造の安全性に影響する損傷は見られないが、地覆の
剥離・鉄筋露出が広範囲に見られるため、予防保全の観点から

補修が望ましい。 

8 中央道側道１号 ＰＣ Ⅱ Ⅱ 
橋台のひびわれは、予防保全の観点から補修が望ましい。舗
装の異常、路面の凹凸は二輪車等の転倒の危険性があるた

め、早期補修が望ましい。 

9 鶴代橋 ＰＣ Ⅱ Ⅱ 

橋脚のひびわれは予防保全の観点から補修が望ましい。舗装

の異常、路面の凹凸は二輪車等の転倒の危険性があるため、
早期補修が望ましい。 

10 火の見橋 ＲＣ Ⅱ Ⅱ 
主桁及び防護柵の鉄筋露出は、予防保全の観点から断面修復

工等の補修を行うことが望ましい。 

11 富士見通り立体橋 鋼 Ⅲ Ⅲ 

床版や防護柵等にうきや鉄筋露出が多数見られ、耐久性確保

と第三者被害防止の観点から早期に断面修復工等の補修を行
うことが望ましい。 

12 みょうらい橋 ＰＣ Ⅱ Ⅱ 

主桁、橋台のひびわれや地覆の剥離・鉄筋露出は、予防保全

の観点から補修が望ましい。排水桝の土砂詰まりは、維持工事
が望ましい。 

13-1 
矢崎排水第三号橋 

（１） 
ＰＣ Ⅲ Ⅱ 

主桁に剥離・鉄筋露出が見られ、ＰＣ桁より露出した鋼線の腐
食が進行した場合の耐荷力低下が懸念されるため、早期に断
面修復工等を行う必要がある。 

13-2 矢崎排水第三号橋（２） ＰＣ Ⅱ Ⅱ 
橋台のひびわれ及び剥離は、予防保全の観点から補修を行う
ことが望ましい。 

14 ２０８号 ＲＣ Ⅱ Ⅱ 
主桁の鉄筋露出及び防護柵の剥離・鉄筋露出、変形・欠損は、
予防保全の観点から補修を行うことが望ましい。 

15 ２５６号 ＲＣ Ⅰ Ⅱ 

橋りょう構造の安全性に影響する損傷は見られないが、高欄の

剥離・鉄筋露出が広範囲に見られるため、予防保全の観点から
補修が望ましい。 

16 ２６１号 ＲＣ Ⅰ Ⅰ 特に目立った損傷は見られず、健全な状態である。 

17 ２６２号 ＲＣ Ⅰ Ⅰ 特に目立った損傷は見られず、健全な状態である。 

18 ２６４号 ＲＣ Ⅰ Ⅱ 
橋りょう構造の安全性に影響する損傷は見られないが、防護柵

の横桟の欠損は、維持工事等での補修が望ましい。 

19 ２６５号 ＲＣ Ⅰ Ⅰ 
橋りょう構造の安全性に影響する損傷は見られないが、防護柵
の支柱に欠損が見られるため、予防保全の観点から補修が望

ましい。 

20 ２６７号 ＲＣ Ⅰ Ⅰ 特に目立った損傷は見られず、健全な状態である。 

21 ２７０号 ＲＣ Ⅱ Ⅱ 
主桁、橋脚の鉄筋露出は、予防保全の観点から断面修復工等
の補修を行うことが望ましい。 
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表３－２－１０－９ 近接目視点検による歩道橋の損傷程度一覧（５０音順） 

No 橋りょう名 橋種 
R2 

R3 

H27 

H28 
結果概要 

1 
観月橋 

立体交差人道橋 
ＲＣ Ⅲ Ⅲ 

主桁のひびわれが多数見られるため、早期にひびわれ補修を

行うことが望ましい。 

2 車返団地横断歩道橋 ＰＣ Ⅲ Ⅲ 
主桁、地覆、橋脚、階段部に剥離・鉄筋露出、うき、ひびわれ等
が見られ、第三者被害予防や耐久性の確保のため、早期の補

修が望ましい。 

3 
西武多摩川線 
横断歩道橋 

鋼 Ⅲ Ⅱ 

全体的に著しい腐食が生じており、踏み板には欠損が見られ

る。第三者被害予防や耐久性の確保のため、早期の補修が望
ましい。 

4 第五小前歩道橋 鋼 Ⅰ Ⅲ 
補修が実施され、健全性が回復している。特に目立った損傷は

見られず、健全な状態である。 

5 第六小前歩道橋 鋼 Ⅰ Ⅲ 
補修が実施され、健全性が回復している。特に目立った損傷は

見られず、健全な状態である。 

6 第九小前歩道橋 鋼 Ⅰ Ⅲ 
補修が実施され、健全性が回復している。特に目立った損傷は
見られず、健全な状態である。 

7 
東芝町地内 
歩行者用通路階段橋 

鋼 Ⅰ Ⅱ 軽微な損傷は見られるが、概ね健全である。 

8 
西府駅 

南側西府崖線歩道橋 
鋼 Ⅱ Ⅱ 

特に目立った損傷は見られず、概ね健全な状態であるが、支承
部のアンカーボルトのゆるみ、上部工との接合部のボルトのゆ
るみ、高欄の落書きは維持工事対応が望ましい。 

9 
府中スカイナード 
（府中駅北口歩道橋） 

鋼 Ⅰ Ⅰ 
改修工事が実施され、健全性が回復している。特に目立った損
傷は見られず、健全な状態である。 

10 分倍１号橋 鋼 Ⅲ Ⅱ 

全体的に腐食が生じている。主桁や橋脚基部等の腐食が進行
しており、床版からは漏水・遊離石灰が生じているため、早期に
塗替塗装等の補修を行うことが望ましい。また、路面の凹凸や

舗装の異常は、第三者被害防止の観点から補修を行うことが望
ましい。 

11 分倍河原駅人道橋 鋼 Ⅲ Ⅲ 

全体的に腐食が生じており、階段部の主桁や床版、上部工との
接合部等の腐食が進行していることや、階段部の数か所に孔
食が見られることから、構造安全性が懸念されるため、早期に

塗替塗装や階段部の補強補修等を行うことが望ましい。 

12 武蔵台３丁目跨線橋 鋼 Ⅲ Ⅲ 

全体的に腐食が生じており、床版や支承部等の腐食が進行し
ているため、早期に塗替塗装等の補修を行うことが望ましい。ま

た、路面の凹凸や踏み板の欠損は、歩行者等の転倒の危険性
があるため、第三者被害防止の観点から断面修復工等の補修
を行うことが望ましい。 

13 
本町２丁目 
跨線人道橋 

鋼 Ⅱ Ⅲ 
全体的に腐食が生じており、主桁や床版等の腐食が進行してい
るため、予防保全の観点から塗替塗装等の補修を行うことが望

ましい。一部に補修が実施され、健全性が回復している。 

14 南白糸台横断歩道橋 鋼 Ⅲ Ⅲ 
南側の主桁、横桁に断面欠損を伴う腐食の進行が見られ、早
期の補修が必要である。 

15 紅葉丘歩道橋 鋼 Ⅲ Ⅲ 
全体的に腐食が生じており、横桁や橋脚基部、階段蹴上げ等の
腐食が進行しているため、早期に塗替塗装等の補修を行うこと

が望ましい。 
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3.2.10.5  地域区分別数量 

市が管理する道路橋と歩道橋の地域区分別の数量は、次のとおりです。また、地域区

分と橋りょう位置を示した位置図を次に示します。 

 

表３－２－１０－１０ 地域区分別一覧 

地域区分 種別 橋りょう  地域区分 種別 橋りょう名 

第１地域 
道路橋 

白糸橋１号  

第５地域 

道路橋 - 

白糸橋２号  

歩道橋 

東芝町地内 

歩行者用通路階段橋 白糸橋３号  

歩道橋 紅葉丘歩道橋  武蔵台３丁目跨線橋 

第２地域 

道路橋 

小柳橋  

第６地域 

道路橋 富士見通り立体橋 

中央道側道１号  
歩道橋 

分倍１号橋 

鶴代橋  分倍河原駅人道橋 

矢崎排水第三号橋  

第７地域 
道路橋 

雑田橋 

２５６号  ２６１号 

歩道橋 

車返団地横断歩道橋  ２６２号 

西武多摩川線 

横断歩道橋車返団地横 

 歩道橋 観月橋立体交差人道橋 

 

第８地域 

道路橋 

大山橋 

南白糸台横断歩道橋  相模橋 

第３地域 

道路橋 -  火の見橋 

歩道橋 
第六小前歩道橋  ２０８号 

第九小前歩道橋  ２６４号 

第４地域 

道路橋 みょうらい橋  ２６５号 

歩道橋 

府中スカイナード 

（府中駅北口歩道橋） 

 ２６７号 

 ２７０号 

本町２丁目跨線人道橋  

歩道橋 

第五小前歩道橋 

    西府駅南側 

西府崖線歩道橋     
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図３－２－１０－１２ 地域区分別位置図 
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3.2.11  立体横断施設等 

市が管理する立体横断施設等の全体数量及び状況は、次のとおりです。 

 

3.2.11.1  全体数量 

市が管理する立体横断施設等は、ペデストリアンデッキ、エレベーター、エスカレー

ターの３種類で、車道または鉄道の路面を横断する歩行者や自転車利用者などを立体的

に分離し、安全に通行することなどを目的に設置されています。 

 

表３－２－１１－１ 立体横断施設等一覧（設置年度順） 

No 分類 名称１ 名称２ 設置駅 設置年度 

1 ペデストリアン 

デッキ 

府中駅北口 - 府中駅 平成６年度 

2 府中駅南口 - 府中駅 平成７年度 

3 

エレベーター 

府中駅北口歩道橋 

エレベーター 
- 府中駅 平成６年度 

4 
府中本町駅構外西側 

エレベーター 
- 府中本町駅 平成１０年度 

5 
府中本町駅構外北側 

エレベーター 
- 府中本町駅 平成１５年度 

6 西府駅自由通路 

エレベーター 

駅北側 
西府駅 

平成２１年度 

7 駅南側 平成２１年度 

8 
西府駅南側歩道橋 

エレベーター 
- - 平成２１年度 

9 
分倍河原駅南側 

エレベーター 
- 分倍河原駅 平成２４年度 

10 府中駅北口エレベーター - 府中駅 平成２９年度 

11 府中駅南口エレベーター - 府中駅 平成２９年度 

12 多磨駅自由通路 

エレベーター 

駅北側 多磨駅 令和２年度 

13 駅南側 多磨駅 令和２年度 

14 
府中スカイナード歩道橋 

エレベーター 
- 府中駅 令和３年度 

15 

エスカレーター 

西府駅自由通路 

エスカレーター 

駅北側上り 

西府駅 

平成２１年度 

16 駅北側下り 平成２１年度 

17 駅南側上り 平成２１年度 

18 駅南側下り 平成２１年度 

19 多磨駅自由通路 

エスカレーター 

駅東側上り 
多磨駅 

令和２年度 

20 駅西側上り 令和２年度 

※Ｎｏ．２府中駅南口の一部では平成１６年度に拡幅工事、平成２９年度に設置工事を実施しています

が、供用開始日を設置年度としています。 
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3.2.11.2  位置 

 

図３－２－１１－１ 分類別位置図（市全域） 

3-2-11 

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
（立
体
横
断
施
設
等
） 



  82 

 

図３－２－１１－２ 分類別位置図（府中駅・分倍河原駅・府中本町駅・西府駅） 

 

図３－２－１１－３ 分類別位置図（多磨駅）  
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3.2.11.3  整備状況 

平成３０年度から令和４年度までの過去５年間で、令和２年度の多磨駅自由通路の供

用開始に併せて、エレベーター２基とエスカレーター２基が設置されたほか、令和３年

度に府中スカイナード歩道橋の改修に併せて、エレベーターを１基設置しています。 

 

3.2.11.4  管理状況 

（1） ペデストリアンデッキ 

平成３０年度に近接目視点検及び改修工事を実施しています。また、令和元年度に

策定した『府中駅ペデストリアンデッキ維持管理計画』に基づき、今後は５年ごとに

定期点検として、近接目視点検を実施する予定です。 

 

（2） エレベーター・エスカレーター 

全ての機器を対象に、年１回定期検査報告として、国土交通省の基準に基づき、検

査を行っています。 

また、月１回保守点検として、安全性と性能面から稼働に問題ないか点検を行って

います。そのほか、全てのエレベーターは、遠隔保守監視サービスを実施しており、

機器を良好な状態に保つようにしています。 
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3.2.12  大型構造物 

市が管理する大型構造物の全体数量及び状況は、次のとおりです。 

 

3.2.12.1  全体数量 

市が管理する大型構造物は、２２か所です。なお、大型構造物は、主に鉄道や道路部

との交差箇所に、アンダーパスや地下通路部等として、ボックスカルバートや地下道の

擁壁などを設置しています。 

 

表３－２－１２－１ 大型構造物一覧（構造・設備・車線数順） 

No 名称１ 名称２ 路線名称 交差物 

構造 設備 

車
線
数 

建
築
物 

擁
壁 

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト 

ポ
ン
プ
の
有
無 

冠
水
表
示
板
の
有
無 

1 多磨駅自由通路 - 市道１－４６７号 鉄道 ● - - - - - 

2 西府駅自由通路 - - 鉄道 ● - - - - - 

3 サントリー前アンダー 第一是政 中央道側道 鉄道 - ● ● ● ● 2 

4 観月橋立体 矢崎架道橋 市道４－５０７号 鉄道 - ● ● ● ● 1 

5 
矢崎町３丁目 

歩道アンダー 

是政 

第二架道橋 
市道４－１９８号 

鉄道 

高速道路 
- ● ● ● ● - 

6 亀里橋アンダー - 市道４－３２０号 都道 - ● ● ● - - 

7 二ケ村緑道 - 是政通り 市道 - ● ● ● - - 

8 新田川緑道 - - 鉄道 - ● ● - - - 

9 横街道アンダーパス 横街道第二 横街道 鉄道 - ● - ● ● 2 

10 村雨川ガード - 市道４－２８０号 鉄道 - ● - ● ● 1 

11 武蔵台通りアンダーパス 横街道第一 武蔵台通り 鉄道 - ● - ● - 2 

12 小柳散歩道 - - 鉄道 - ● - ● - - 

13 矢崎地下道 - 市道４－１３２号 鉄道 - ● - ● - - 

14 九中通りアンダーパス - 九中通り 市道 - ● - - - 2 

15 
白糸台通り 

アンダーパス 
- 白糸台通り 市道 - ● - - - 2 

16 白糸台４丁目擁壁 - 市道２－２０４号 市道 - ● - - - 1 

17 富士見通り立体 - 富士見通り 鉄道 - ● - - - - 

18 多磨霊園駅地下道 - 市道２－３１０号 鉄道 - - ● ● - - 

19 西府駅地下通路（西） - - 鉄道 - - ● ● - - 

20 西府駅地下通路（東） - - 鉄道 - - ● ● - - 

21 白糸台地下道 - - 鉄道 - - ● - - - 

22 白糸台６丁目通路 - しみず下通り 市道 - - ● - - - 

※Ｎｏ．１多磨駅自由通路は道路認定されていますが、大型構造物として集計しています。  

※ 
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3.2.12.2  位置 

 

図３－２－１２－１ 構造別位置図 
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3.2.12.3  整備状況 

令和２年度に多磨駅の橋上駅舎化が行われ、新たに「多磨駅自由通路」が供用開始と

なり、併せて「多磨駅前地下通学路」が廃止となっています。 

 

3.2.12.4  管理状況 

全ての大型構造物に付帯する排水ポンプや冠水表示板について、年１回の定期点検を

行っています。 

また、令和２年度にサントリー前アンダーにて、冠水警報板の改修工事を実施してい

ます。 

3-2-12 

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
（大
型
構
造
物
） 



  87 

3.2.13  公園緑地等 

公園緑地等の全体数量及び状況は、次のとおりです。 

 

3.2.13.1  全体数量 

市が開設し、管理している公園緑地等は、４０９か所あり、総面積は約１４５万㎡で

す。 

市が管理する公園緑地等のうち、公園の区分ごとの箇所数と面積は、次のとおりです。 

 

表３－２－１３－１ 区分別数量及び面積 

区分 数量 数量割合 面積 面積割合 

都市公園 272 か所 66.5% 1,315,154.02m2 90.5% 

広場 46 か所 11.2% 24,149.05m2 1.7% 

スポットパーク 52 か所 12.7% 7,569.08m2 0.5% 

府中多摩川 

かぜのみち 
1 か所 0.2% 35,047.80m2 2.4% 

市立公園以外

の管理地 
38 か所 9.3% 71,764.75m2 4.9% 

合計 409 か所 100.0% 1,453,684.70m2 100.0% 

 

 

図３－２－１３－１ 区分別数量及び面積 

  

都市公園

272 か所

66.5%

広場

46 か所

11.2%

スポットパーク

52 か所

12.7%

府中多摩川

かぜのみち

1 か所

0.2%

市立公園以外の管理地

38 か所

9.3%

数量

都市公園

1,315,154.02 ㎡

90.5%

広場

24,149.05 ㎡

1.7%

スポットパーク

7,569.08 ㎡

0.5%
府中多摩川かぜのみち

35,047.80 ㎡

2.4% 市立公園以外の管理地

71,764.75 ㎡

4.9%

面積
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表３－２－１３－２ 公園緑地等一覧（公園調書順）（１／６） 

 

No 公園区分 公園種別 名称 所在地 地域区分 開設年度 面積（㎡）

1 都市公園 運動 寿中央公園 寿町二丁目6番地 第４地域 昭和３０年度 52,235.10

2 都市公園 街区 幸町公園 幸町一丁目24番地 第３地域 昭和３４年度 2,255.79

3 都市公園 近隣 美好町公園 美好町一丁目27番地 第６地域 昭和３５年度 5,785.15

4 都市公園 街区 清水が丘公園 清水が丘二丁目4番地 第２地域 昭和３７年度 932.24

5 都市公園 街区 天神町幼児公園 天神町一丁目7番地 第３地域 昭和４０年度 313.68

6 都市公園 街区 浅間町公園 浅間町二丁目4番地 第３地域 昭和４０年度 991.74

7 都市公園 街区 紅葉丘公園 紅葉丘三丁目23番地 第１地域 昭和４２年度 535.28

8 都市公園 街区 北山町公園 北山町三丁目17番地 第５地域 昭和４３年度 324.49

9 都市公園 街区 小柳町公園 小柳町四丁目2番地 第２地域 昭和４３年度 448.30

10 都市公園 地区 武蔵台公園 武蔵台二丁目2番地 第５地域 昭和４３年度 46,835.08

11 都市公園 街区 新町第２公園 新町一丁目68番地 第３地域 昭和４３年度 1,788.67

12 都市公園 総合 郷土の森公園
是政六丁目27番地/矢崎町/五丁目5番地/南町
六丁目13番地/是政六丁目35番地/南町六丁目
60番地先/是政六丁目地内

第７地域 昭和４３年度 338,654.57

13 都市公園 街区 朝日町公園 朝日町一丁目20番地 第１地域 昭和４４年度 991.74

14 都市公園 街区 分梅第２公園 分梅町五丁目11番地 第７地域 昭和４４年度 2,756.44

15 都市公園 運動 多摩川緑地
住吉町二丁目/是政四丁目/是政五丁目/小柳町
六丁目/押立町五丁目

第２・第４地域 昭和４５年度 259,549.20

16 都市公園 街区 分梅公園 分梅町二丁目37番地,44番地 第７地域 昭和４５年度 6,877.35

17 都市公園 街区 本町公園 本町四丁目24番地 第７地域 昭和４５年度 3,312.47

18 都市公園 街区 矢崎公園 矢崎町二丁目16番地,17番地 第７地域 昭和４５年度 4,093.04

19 都市公園 街区 是政公園 是政二丁目10番地 第２地域 昭和４６年度 1,258.36

20 都市公園 街区 白糸台公園 白糸台二丁目39番地 第１地域 昭和４６年度 939.98

21 都市公園 街区 天神町第２幼児公園 天神町二丁目26番地 第３地域 昭和４６年度 1,054.33

22 都市公園 街区 美好町幼児公園 美好町二丁目52番地 第６地域 昭和４７年度 334.58

23 都市公園 街区 清水が丘第２公園 清水が丘二丁目7番地 第２地域 昭和４７年度 287.36

24 都市公園 近隣 西府緑地
四谷一丁目63番地/四谷三丁目52番地/住吉町
五丁目22番地

第７・第８地域 昭和４７年度 23,832.11

25 都市公園 街区 四谷第３公園 四谷五丁目9番地 第８地域 昭和４７年度 1,531.27

26 都市公園 街区 四谷第２公園 四谷一丁目59番地 第８地域 昭和４７年度 394.54

27 都市公園 街区 五柳公園 小柳町五丁目9番地 第２地域 昭和４７年度 373.06

28 都市公園 街区 小柳町第２幼児公園 小柳町四丁目17番地 第２地域 昭和４７年度 336.58

29 都市公園 街区 分梅第３公園 分梅町五丁目20番地 第７地域 昭和４７年度 419.75

30 都市公園 街区 西原町公園 西原町三丁目12番地 第５地域 昭和４８年度 1,506.53

31 都市公園 街区 是政第２公園 是政一丁目50番地 第２地域 昭和４８年度 831.43

32 都市公園 街区 宮西町公園 宮西町三丁目2番地/6番地 第４地域 昭和４９年度 1,538.91

33 都市公園 街区 宮西町第２公園 宮西町五丁目4番地/24番地 第４地域 昭和４９年度 840.79

34 都市公園 街区 寿町公園 寿町三丁目1番地/3番地 第４地域 昭和４９年度 763.56

35 都市公園 街区 武蔵台第２公園 武蔵台三丁目41番地 第５地域 昭和４９年度 1,419.69

36 都市公園 街区 浅間町第２公園 浅間町四丁目7番地 第３地域 昭和４９年度 1,051.84

37 都市公園 街区 新町第３公園 新町一丁目18番地 第３地域 昭和４９年度 1,909.91

38 都市公園 街区 南町幼児公園 南町三丁目37番地 第７地域 昭和４９年度 405.46

39 都市公園 街区 南町第２公園 南町一丁目6番地 第７地域 昭和４９年度 442.30

40 都市公園 街区 四谷西公園 四谷六丁目18番地 第８地域 昭和４９年度 2,969.15

41 都市公園 街区 晴見町公園 晴見町一丁目19番地 第３地域 昭和４９年度 883.35

42 都市公園 街区 本宿町公園 本宿町四丁目14番地 第６地域 昭和５０年度 6,753.85

43 都市公園 緑道 新田川緑道 日新町～住吉町～分梅町～南町～矢崎町～是政 第７・第８地域 昭和５０年度 43,813.61

44 都市公園 緑地 清水が丘緑地 清水が丘二丁目23番地 第２地域 昭和５１年度 4,165.54

45 都市公園 街区 若松町公園 若松町三丁目21番地 第１地域 昭和５１年度 1,077.33

46 都市公園 街区 美好町第３公園 美好町二丁目5番地 第６地域 昭和５１年度 495.93

47 都市公園 地区 小柳公園 小柳町六丁目10番地 第２地域 昭和５２年度 51,151.52

48 都市公園 街区 是政第３公園 是政四丁目2番地 第２地域 昭和５３年度 322.58

49 都市公園 街区 片町第２公園 片町一丁目10番地 第６地域 昭和５３年度 929.26

50 都市公園 街区 四谷第７公園 四谷四丁目54番地 第８地域 昭和５３年度 273.65

51 都市公園 街区 白糸台第２公園 白糸台六丁目53番地 第２地域 昭和５３年度 771.78

52 都市公園 街区 栄町公園 栄町二丁目4番地 第３地域 昭和５３年度 1,540.25

53 都市公園 街区 押立町公園 押立町四丁目17番地 第２地域 昭和５３年度 2,164.19

54 都市公園 街区 押立町第２公園 押立町五丁目14番地 第２地域 昭和５３年度 418.33

55 都市公園 街区 多磨町公園 多磨町一丁目39番地 第１地域 昭和５３年度 1,157.02

56 都市公園 街区 片町第３公園 片町二丁目17番地 第６地域 昭和５３年度 1,212.80

57 都市公園 街区 西府町公園 西府町三丁目35番地 第６地域 昭和５３年度 2,083.82

58 都市公園 街区 分梅第４公園 分梅町三丁目45番地 第７地域 昭和５３年度 607.10

59 都市公園 街区 日新町公園 日新町三丁目27番地 第８地域 昭和５４年度 2,074.90

60 都市公園 街区 北山町第２公園 北山町三丁目20番地 第５地域 昭和５４年度 2,931.46

61 都市公園 街区 宮町中央公園 宮町二丁目20番地 第４地域 昭和５４年度 1,404.16

62 都市公園 街区 本宿町幼児公園 本宿町一丁目32番地 第６地域 昭和５４年度 270.47

63 都市公園 街区 押立町第３公園 押立町二丁目32番地 第２地域 昭和５４年度 309.81

64 都市公園 街区 八幡町公園 八幡町二丁目12番地 第４地域 昭和５４年度 303.00

65 都市公園 街区 紅葉丘第３公園 紅葉丘一丁目9番地 第１地域 昭和５４年度 2,545.18
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表３－２－１３－３ 公園緑地等一覧（公園調書順）（２／６） 

  

No 公園区分 公園種別 名称 所在地 地域区分 開設年度 面積（㎡）

66 都市公園 街区 小柳町第３公園 小柳町四丁目34番地 第２地域 昭和５４年度 1,302.92

67 都市公園 街区 白糸台第３公園 白糸台四丁目39番地 第２地域 昭和５４年度 2,457.87

68 都市公園 近隣 押立公園 押立町一丁目18番地 第２地域 昭和５４年度 15,000.00

69 都市公園 街区 本町第２公園 本町三丁目14番地 第７地域 昭和５４年度 285.10

70 都市公園 街区 是政第４公園 是政五丁目4番地 第２地域 昭和５４年度 310.00

71 都市公園 街区 天神町第３公園 天神町一丁目12番地 第３地域 昭和５５年度 337.57

72 都市公園 街区 緑町公園 緑町二丁目6番地 第４地域 昭和５５年度 435.46

73 都市公園 街区 天神町公園 天神町一丁目12番 第３地域 昭和５５年度 1,774.98

74 都市公園 街区 八幡町第２公園 八幡町二丁目30番地 第４地域 昭和５５年度 1,455.08

75 都市公園 街区 住吉町公園 住吉町一丁目63番地 第７地域 昭和５５年度 1,974.74

76 都市公園 緑道 二ケ村緑道 是政四/五/六丁目地内 第２・第７地域 昭和５５年度 30,378.27

77 都市公園 緑道 雑田堀緑道 分梅町二丁目～本町四丁目 第７地域 昭和５５年度 3,213.00

78 都市公園 街区 武蔵台第３公園 武蔵台三丁目29番地 第５地域 昭和５６年度 2,065.32

79 都市公園 街区 住吉町児童公園 住吉町二丁目30番地 第７地域 昭和５６年度 770.70

80 都市公園 街区 日新町幼児公園 日新町五丁目72番地 第８地域 昭和５６年度 338.47

81 都市公園 街区 新町第２幼児公園 新町二丁目70番地 第３地域 昭和５６年度 439.01

82 都市公園 街区 栄町北公園 栄町一丁目20番地 第３地域 昭和５６年度 2,608.03

83 都市公園 街区 三本木公園 緑町二丁目23番地 第４地域 昭和５６年度 3,137.01

84 都市公園 街区 小柳町第２公園 小柳町五丁目1番地 第２地域 昭和５６年度 1,996.64

85 都市公園 街区 白糸台東部公園 白糸台六丁目34番地 第１地域 昭和５６年度 1,184.61

86 都市公園 緑道 押立緑道 押立町一丁目4番地～三丁目10番地 第２地域 昭和５６年度 4,643.24

87 都市公園 街区 四谷南通幼児公園 四谷三丁目49番地 第８地域 昭和５７年度 360.38

88 都市公園 街区 押立町西公園 押立町三丁目9番地 第２地域 昭和５７年度 1,874.51

89 都市公園 街区 関の原公園 若松町二丁目5番地 第２地域 昭和５７年度 1,983.20

90 都市公園 街区 天神町第２公園 天神町四丁目18番地 第３地域 昭和５７年度 1,096.78

91 都市公園 街区 南町公園 南町三丁目21番地 第７地域 昭和５７年度 3,620.89

92 都市公園 街区 新田川分梅公園 分梅町二丁目55番地 第７地域 昭和５７年度 2,122.30

93 都市公園 街区 西府町第２公園 西府町五丁目11番地 第６地域 昭和５７年度 2,154.89

94 都市公園 街区 栄町中央公園 栄町一丁目1番地 第３地域 昭和５７年度 3,599.79

95 都市公園 街区 万蔵庵公園 緑町三丁目27番地 第４地域 昭和５８年度 1,956.41

96 都市公園 街区 桶久保公園 府中町三丁目8番地 第４地域 昭和５８年度 1,799.08

97 都市公園 街区 晴見町第２公園 晴見町二丁目1番地 第３地域 昭和５８年度 1,134.71

98 都市公園 街区 清水が丘第３公園 清水が丘一丁目12番地 第２地域 昭和５８年度 1,030.36

99 都市公園 街区 本宿町第２公園 本宿町三丁目11番地 第６地域 昭和５８年度 1,443.05

100 都市公園 街区 あかしあの森公園 南町三丁目45番地 第７地域 昭和５８年度 4,966.79

101 都市公園 街区 南町第３公園 南町四丁目34番地 第７地域 昭和５８年度 1,776.25

102 都市公園 街区 南町南幼児公園 南町五丁目11番地 第７地域 昭和５８年度 345.97

103 都市公園 街区 住吉町第２幼児公園 住吉町五丁目22番地 第７地域 昭和５８年度 277.61

104 都市公園 街区 若松町幼児公園 若松町四丁目22番地 第１地域 昭和５８年度 429.83

105 都市公園 街区 栄町西児童公園 栄町三丁目11番地 第３地域 昭和５８年度 620.98

106 都市公園 街区 住吉町第３幼児公園 住吉町二丁目19番地 第７地域 昭和５９年度 272.51

107 都市公園 街区 八幡町幼児公園 八幡町三丁目17番地 第４地域 昭和５９年度 464.73

108 都市公園 街区 押立町緑地 押立町一丁目34番地 第２地域 昭和５９年度 2,798.10

109 都市公園 街区 美好町第２公園 美好町三丁目43番地 第６地域 昭和５９年度 2,269.33

110 都市公園 街区 住吉町第２公園 住吉町四丁目16番地 第７地域 昭和５９年度 1,478.32

111 都市公園 街区 住吉町第３公園 住吉町三丁目65番地 第７地域 昭和５９年度 1,318.51

112 都市公園 街区 馬場東公園 府中町一丁目22番地 第４地域 昭和５９年度 1,652.81

113 都市公園 街区 八幡宿公園 緑町一丁目5番地 第４地域 昭和５９年度 1,983.58

114 都市公園 緑道 四谷緑道 四谷四丁目地内 第８地域 昭和５９年度 3,022.57

115 都市公園 緑道 下河原緑道 寿町～宮西町～片町～本町～矢崎町～南町 第４・第７地域 昭和６０年度 22,484.29

116 都市公園 街区 本町児童公園 本町四丁目5番地 第７地域 昭和６０年度 976.09

117 都市公園 街区 武蔵台南公園 武蔵台一丁目19番地 第５地域 昭和６０年度 1,707.82

118 都市公園 街区 白糸台北公園 白糸台一丁目50番地 第１地域 昭和６０年度 1,613.12

119 都市公園 街区 一本木公園 天神町二丁目10番地 第３地域 昭和６０年度 1,040.00

120 都市公園 近隣 府中公園 府中町二丁目26番地 第４地域 昭和６０年度 22,501.53

121 都市公園 近隣 中河原公園 住吉町二丁目30番地/住吉町五丁目21番地 第７地域 昭和６０年度 10,083.02

122 都市公園 近隣 四谷第４公園 四谷六丁目54番地 第８地域 昭和６０年度 9,745.25

123 都市公園 近隣 平和の森公園 浅間町一丁目8番地 第３地域 昭和６１年度 10,000.16

124 都市公園 街区 新町東公園 新町二丁目25番地 第３地域 昭和６１年度 1,971.84

125 都市公園 街区 新町公園 新町二丁目57番地 第３地域 昭和６１年度 3,249.56

126 都市公園 街区 北府中公園 晴見町二丁目9番地 第３地域 昭和６１年度 4,774.82

127 都市公園 街区 紅葉丘中央公園 紅葉丘一丁目28番地 第１地域 昭和６１年度 3,007.78

128 都市公園 街区 稲荷木公園 幸町二丁目13番地 第３地域 昭和６１年度 3,804.09

129 都市公園 街区 本町第２児童公園 本町二丁目31番地 第４地域 昭和６１年度 500.00

130 都市公園 街区 中島公園 南町四丁目43番地 第７地域 昭和６１年度 882.27

131 都市公園 緑道 府中段丘本宿緑道 本宿町一丁目33番地 第６地域 昭和６１年度 377.41

132 都市公園 街区 若松町第２幼児公園 若松町三丁目25番地 第１地域 昭和６１年度 349.64

133 都市公園 街区 白糸台中央公園 白糸台二丁目67番地 第１地域 昭和６１年度 2,369.76

134 都市公園 街区 小野宮公園 住吉町四丁目24番地 第７地域 昭和６２年度 1,991.32
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表３－２－１３－４ 公園緑地等一覧（公園調書順）（３／６） 

  

No 公園区分 公園種別 名称 所在地 地域区分 開設年度 面積（㎡）

135 都市公園 街区 御嶽森公園 住吉町四丁目6番地 第７地域 昭和６２年度 1,257.54

136 都市公園 街区 西原町東公園 西原町二丁目26番地 第５地域 昭和６２年度 1,243.31

137 都市公園 街区 鶴巻公園 是政二丁目16番地 第２地域 昭和６２年度 1,231.48

138 都市公園 街区 新町西公園 新町一丁目35番地 第３地域 昭和６２年度 1,282.09

139 都市公園 街区 多摩川是政公園 是政五丁目19番地 第２地域 昭和６２年度 1,300.02

140 都市公園 街区 紅葉丘北公園 紅葉丘二丁目24番地 第１地域 昭和６３年度 1,691.84

141 都市公園 街区 常久公園 若松町一丁目32番地 第２地域 昭和６３年度 946.25

142 都市公園 街区 片町第４公園 片町一丁目2番地 第６地域 昭和６３年度 573.22

143 都市公園 街区 朝日町第２公園 朝日町二丁目16番地 第１地域 昭和６３年度 1,110.93

144 都市公園 緑道 是政緑道 是政二丁目35番地 第２地域 昭和６３年度 671.81

145 都市公園 街区 富士見公園 西原町三丁目4番地 第５地域 昭和６３年度 2,316.04

146 都市公園 街区 新町北公園 新町三丁目26番地 第３地域 平成元年度 1,884.58

147 都市公園 街区 西森公園 若松町一丁目25番地 第２地域 平成元年度 463.85

148 都市公園 緑道 野溝緑道 若松町三/四丁目地内 第１地域 平成元年度 1,105.23

149 都市公園 緑道 三御殿堀緑道 押立町一丁目14番地 第２地域 平成２年度 1,205.75

150 都市公園 街区 日新町第２公園 日新町五丁目41番地 第８地域 平成２年度 2,123.02

151 都市公園 街区 北番場裏公園 宮西町三丁目11番地 第４地域 平成２年度 1,008.23

152 都市公園 街区 小柳前田公園 小柳町二丁目20番地 第２地域 平成２年度 752.63

153 都市公園 街区 美好町児童公園 美好町二丁目17番地 第６地域 平成３年度 685.28

154 都市公園 街区 芝間公園 南町二丁目43番地 第７地域 平成３年度 1,736.55

155 都市公園 街区 見返り坂公園 北山町四丁目5番地 第５地域 平成４年度 1,706.62

156 都市公園 街区 あかまつ林 栄町二丁目6番地 第３地域 平成４年度 1,374.76

157 都市公園 街区 溝合公園 小柳町二丁目50番地 第２地域 平成４年度 578.79

158 都市公園 街区 花の公園 西府町一丁目29番地 第６地域 平成４年度 462.11

159 都市公園 風致 片町公園 片町三丁目25番地 第６地域 平成４年度 1,201.61

160 都市公園 街区 さんかく公園 武蔵台二丁目21番地 第５地域 平成４年度 450.00

161 都市公園 近隣 すずかけ公園 日鋼町1番地 第６地域 平成４年度 9,101.04

162 都市公園 街区 分梅町幼児公園 分梅町一丁目5番地 第６地域 平成４年度 469.74

163 都市公園 街区 おおい山公園 多磨町二丁目52番地 第１地域 平成４年度 377.61

164 都市公園 街区 多磨町かりん公園 多磨町二丁目5番地 第１地域 平成４年度 285.35

165 都市公園 街区 鶴代公園 小柳町三丁目16番地 第２地域 平成４年度 656.89

166 都市公園 街区 天神町南公園 天神町一丁目3番地 第３地域 平成５年度 517.74

167 都市公園 街区 せせらぎ公園 北山町四丁目2番地 第５地域 平成５年度 2,081.37

168 都市公園 街区 梅林公園 四谷三丁目66番地 第８地域 平成５年度 690.89

169 都市公園 街区 宮前公園 住吉町三丁目21番地 第７地域 平成５年度 706.55

170 都市公園 街区 番場公園 宮西町四丁目14番地 第４地域 平成５年度 1,316.81

171 都市公園 街区 小柳町西公園 小柳町五丁目2番地 第２地域 平成５年度 614.56

172 都市公園 街区 多摩川南町公園 南町四丁目40番地 第７地域 平成５年度 2,050.00

173 都市公園 街区 南町東幼児公園 南町六丁目5番地 第７地域 平成６年度 390.67

174 都市公園 街区 分梅橋公園 分梅町四丁目4番地 第７地域 平成６年度 849.44

175 都市公園 緑道 むさし台緑道 武蔵台三丁目19番地 第５地域 平成６年度 1,980.00

176 都市公園 緑道 市川緑道 日新町一丁目13番地 第８地域 平成６年度 3,795.93

177 都市公園 街区 押立町幼児公園 押立町一丁目13番地 第２地域 平成６年度 360.00

178 都市公園 緑道 矢崎緑道 矢崎町一丁目39番地 第７地域 平成７年度 331.89

179 都市公園 街区 明ヶ代公園 若松町三丁目18番地 第１地域 平成７年度 431.08

180 都市公園 街区 神明台公園 白糸台三丁目16番地 第１地域 平成７年度 490.62

181 都市公園 街区 鶴巻西公園 是政二丁目7番地 第２地域 平成８年度 295.29

182 都市公園 街区 是政川原公園 是政五丁目6番地 第２地域 平成８年度 336.01

183 都市公園 街区 村中公園 是政三丁目8番地 第２地域 平成８年度 1,709.60

184 都市公園 街区 武蔵台遺跡公園 武蔵台二丁目29番地 第５地域 平成８年度 639.22

185 都市公園 緑道 やなぎはら緑道 小柳町六丁目23番地 第２地域 平成８年度 690.74

186 都市公園 街区 新宿公園 宮町一丁目27番地 第４地域 平成８年度 690.88

187 都市公園 緑地 四谷南通緑地 四谷五丁目10番地 第８地域 平成８年度 1,967.22

188 都市公園 緑地 南町緑地 南町三丁目47番地 第７地域 平成９年度 565.17

189 都市公園 街区 明星前公園 栄町二丁目1番地 第３地域 平成９年度 403.15

190 都市公園 街区 宮東公園 宮町三丁目9番地 第４地域 平成１０年度 316.67

191 都市公園 街区 若松町稲荷台公園 若松町五丁目17番地 第１地域 平成１０年度 625.21

192 都市公園 街区 新町児童公園 新町二丁目44番地 第３地域 平成１０年度 1,282.60

193 都市公園 街区 馬場先公園 府中町一丁目38番地 第４地域 平成１０年度 294.59

194 都市公園 街区 蛇窪台公園 浅間町四丁目5番地 第３地域 平成１１年度 540.00

195 都市公園 緑地 府中崖線白糸台緑地 白糸台六丁目47番地 第２地域 平成１１年度 342.61

196 都市公園 街区 多磨町北公園 多磨町二丁目54番地 第１地域 平成１２年度 771.75

197 都市公園 街区 押立中堀公園 押立町五丁目2番地 第２地域 平成１２年度 1,109.24

198 都市公園 街区 向田公園 住吉町三丁目85番地 第７地域 平成１２年度 1,000.11

199 都市公園 街区 南町交番前公園 南町四丁目40番地 第７地域 平成１３年度 800.00

200 都市公園 街区 四谷第５公園 四谷一丁目16番地 第８地域 平成１３年度 707.27

201 都市公園 近隣 四谷さくら公園 四谷五丁目44番地 第８地域 平成１３年度 16,529.23

202 都市公園 街区 浅間町三丁目公園 浅間町三丁目18番地 第３地域 平成１３年度 1,798.96

203 都市公園 街区 押立宮の前公園 押立町五丁目7番地 第２地域 平成１３年度 1,495.07
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表３－２－１３－５ 公園緑地等一覧（公園調書順）（４／６） 

  

No 公園区分 公園種別 名称 所在地 地域区分 開設年度 面積（㎡）

204 都市公園 街区 分梅第５公園 分梅町五丁目2番地 第７地域 平成１３年度 835.33

205 都市公園 街区 明ヶ代東公園 若松町三丁目40番地 第１地域 平成１３年度 1,048.72

206 都市公園 街区 小田分前田公園 小柳町二丁目19番地 第２地域 平成１３年度 811.85

207 都市公園 街区 清水が丘北公園 清水が丘三丁目15番地 第２地域 平成１３年度 808.26

208 都市公園 街区 北の原公園 朝日町一丁目29番地 第１地域 平成１３年度 1,442.68

209 都市公園 街区 清水坂公園 美好町三丁目23番地 第６地域 昭和６３年度 419.40

210 都市公園 広場公園 平和通り広場公園 緑町三丁目33番地 第４地域 平成３年度 209.22

211 都市公園 広場公園 まゆのかけ橋広場公園 寿町三丁目7番地 第４地域 平成６年度 405.46

212 都市公園 広場公園 下河原線広場公園 寿町三丁目3番地 第４地域 平成７年度 424.95

213 都市公園 広場公園 桜通り広場公園 寿町一丁目12番地 第４地域 平成８年度 280.89

214 都市公園 街区 西府ふれあい公園 西府町三丁目3番地 第６地域 平成１５年度 1,041.57

215 都市公園 緑地 四谷北通緑地 四谷四丁目30番地 第８地域 平成１５年度 2,297.10

216 都市公園 緑地 白明坂緑地 武蔵台二丁目10番地 第５地域 平成１５年度 1,374.40

217 都市公園 緑地 府中崖線西府町緑地 西府町一丁目43番地 第６地域 平成１５年度 7,618.09

218 都市公園 緑地 府中崖線本宿町緑地 本宿町一丁目32番地 第６地域 平成１５年度 983.53

219 都市公園 緑地 府中崖線分梅町緑地 分梅町一丁目23番地 第６地域 平成１５年度 107.64

220 都市公園 緑地 府中崖線清水が丘緑地 清水が丘二丁目53番地 第２地域 平成１５年度 441.00

221 都市公園 緑地 府中崖線小柳町緑地 小柳町一丁目29番地 第２地域 平成１５年度 1,142.04

222 都市公園 緑地 府中崖線白糸台第２緑地 白糸台五丁目45番地 第２地域 平成１５年度 293.33

223 都市公園 街区 上染屋八幡台公園 白糸台一丁目38番地 第１地域 平成１５年度 348.20

224 都市公園 緑地 四谷下堰緑地 四谷五丁目15番地 第８地域 平成１６年度 7,875.77

225 都市公園 街区 多磨町東公園 多磨町一丁目29番地 第１地域 平成１６年度 1,018.85

226 都市公園 緑道 寿町緑道 寿町三丁目1番地 第４地域 平成１７年度 468.72

227 都市公園 街区 兼平公園 晴見町三丁目19番地 第３地域 平成１７年度 927.06

228 都市公園 緑地 四谷自然樹林 四谷四丁目25番地 第８地域 平成１７年度 1,361.86

229 都市公園 街区 清水が丘三丁目公園 清水が丘三丁目11番地 第２地域 平成１８年度 761.26

230 都市公園 近隣 矢崎町防災公園 矢崎町一丁目16番地 第７地域 平成１８年度 7,116.65

231 都市公園 街区 西府橋北公園 西府町四丁目2番地 第６地域 平成１８年度 1,740.57

232 都市公園 街区 紅葉丘第２公園 紅葉丘三丁目17番地 第１地域 平成１８年度 710.67

233 都市公園 街区 紅葉丘東公園 紅葉丘三丁目17番地 第１地域 平成１８年度 958.12

234 都市公園 街区 浅間町北公園 浅間町三丁目2番地 第３地域 平成２０年度 425.86

235 都市公園 街区 御殿下公園 本町二丁目16番地 第４地域 平成２０年度 300.01

236 都市公園 街区 西原町中央公園 西原町3丁目17番地 第５地域 平成２０年度 1,211.19

237 都市公園 街区 押立東耕地公園 押立町二丁目38番地 第２地域 平成２０年度 909.34

238 都市公園 街区 学園通り新宿山谷公園 天神町三丁目12番地 第３地域 平成２１年度 1,033.21

239 都市公園 街区 みなみっぱら公園 西府町一丁目49番地 第６地域 平成２１年度 1,450.00

240 都市公園 街区 御嶽塚公園 西府町一丁目60番地 第６地域 平成２１年度 2,683.68

241 都市公園 歴史 武蔵府中熊野神社古墳公園 西府町二丁目9番地 第６地域 平成２１年度 2,684.61

242 都市公園 街区 大道北公園 西原町四丁目35番地 第５地域 平成２１年度 299.93

243 都市公園 街区 朝日町けやき公園 朝日町一丁目24番地 第１地域 平成２２年度 972.57

244 都市公園 街区 四季の杜公園 朝日町一丁目30番地 第１地域 平成２２年度 457.91

245 都市公園 緑道 朝日町緑道 朝日町三丁目16番地 第１地域 平成１６年度 1,279.22

246 都市公園 緑地 清水が丘地域緑地 清水が丘二丁目37番地 第２地域 平成２３年度 848.41

247 都市公園 街区 紅葉丘第２地域公園 紅葉丘三丁目26番地 第１地域 平成２３年度 3,125.00

248 都市公園 緑地 白糸台地域緑地 白糸台五丁目22番地 第１地域 平成２３年度 1,843.64

249 都市公園 街区 八幡町地域公園 八幡町二丁目33番地 第４地域 平成２３年度 1,940.00

250 都市公園 街区 住吉町地域公園 住吉町一丁目11番地 第７地域 平成２３年度 565.00

251 都市公園 街区 住吉町第２地域公園 住吉町三丁目19番地 第７地域 平成２３年度 1,176.00

252 都市公園 街区 四谷地域公園 四谷二丁目44番地 第８地域 平成２３年度 1,219.00

253 都市公園 街区 四谷第２地域公園 四谷三丁目14番地 第８地域 平成２３年度 1,018.50

254 都市公園 街区 四谷第３地域公園 四谷四丁目30番地 第８地域 平成２３年度 614.00

255 都市公園 街区 南町かえで通り公園 南町一丁目36番地 第７地域 平成２３年度 3,070.04

256 都市公園 街区 南町第２地域公園 南町六丁目36番地 第７地域 平成２３年度 587.38

257 都市公園 街区 本宿町地域公園 本宿町一丁目4番地 第６地域 平成２３年度 594.14

258 都市公園 緑地 本宿町地域緑地 本宿町一丁目34番地 第６地域 平成２３年度 330.44

259 都市公園 街区 本宿町第２地域公園 本宿町三丁目30番地 第６地域 平成２３年度 912.34

260 都市公園 街区 西府町地域公園 西府町一丁目47番地 第６地域 平成２３年度 1,629.00

261 都市公園 街区 西府町第２地域公園 西府町五丁目15番地 第６地域 平成２３年度 330.00

262 都市公園 緑道 片町緑道 片町二丁目25番地 第６地域 平成２５年度 910.57

263 都市公園 街区 清水が丘東公園 清水ヶ丘三丁目24番地 第２地域 平成２５年度 791.56

264 都市公園 街区 雑田堀親水公園 矢崎町三丁目14番地 第７地域 平成２５年度 843.81

265 都市公園 緑地 四谷南通第２緑地 四谷四丁目16番地 第８地域 平成２６年度 1,423.59

266 都市公園 街区 新田公園 日新町四丁目58番地 第８地域 平成２７年度 2,550.49

267 都市公園 街区 西原町四丁目公園 西原町四丁目22番地 第５地域 平成２９年度 1,374.13

268 都市公園 街区 分梅第６公園 分梅町四丁目16番地 第７地域 令和元年度 753.30

269 都市公園 街区 白糸台一丁目広場公園 白糸台一丁目42番地 第１地域 令和２年度 622.35

270 都市公園 街区 新町二丁目公園 新町二丁目14番地 第３地域 令和３年度 300.00

271 都市公園 街区 西府町農業公園 西府町四丁目6番地 第６地域 令和３年度 3,553.56

272 都市公園 街区 栄町二丁目公園 栄町二丁目13番地 第３地域 令和３年度 300.00
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表３－２－１３－６ 公園緑地等一覧（公園調書順）（５／６） 

  

No 公園区分 公園種別 名称 所在地 地域区分 開設年度 面積（㎡）

273 広場 - 住吉町第三広場 住吉町三丁目71番地 第７地域 昭和４３年度 304.00

274 広場 - 若松町広場 若松町二丁目23番地 第２地域 昭和４４年度 1,884.00

275 広場 - 住吉町第四広場 住吉町五丁目11番地 第７地域 昭和５３年度 195.79

276 広場 - 多磨町第二広場 多磨町二丁目33番地 第１地域 昭和５４年度 4,461.81

277 広場 - 分梅町第三広場 分梅町一丁目23番地 第６地域 平成１４年度 342.65

278 広場 - 白糸台第三広場 白糸台四丁目48番地 第１地域 平成１４年度 92.00

279 広場 - 栄町広場 栄町一丁目15番地 第３地域 昭和４６年度 126.24

280 広場 - 住吉町第五広場 住吉町五丁目21番地 第７地域 昭和４７年度 234.45

281 広場 - 新町広場 新町一丁目5番地 第３地域 昭和４９年度 161.58

282 広場 - 西府町広場 西府町四丁目14番地 第６地域 昭和４９年度 123.44

283 広場 - 分梅町広場 分梅町一丁目8番地 第６地域 昭和５５年度 160.72

284 広場 - 天神町広場 天神町四丁目3番地 第３地域 平成８年度 147.29

285 広場 - なかのせき広場 若松町五丁目6番地 第１地域 平成９年度 195.15

286 広場 - かわごえどう広場 武蔵台二丁目29番地 第５地域 平成１１年度 234.06

287 広場 - 西府町第二広場 西府町三丁目30番地 第６地域 平成１２年度 272.37

288 広場 - 上ノ関広場 若松町四丁目14番地 第１地域 平成１５年度 298.35

289 広場 - 浅間山北広場 浅間町四丁目13番地 第３地域 平成１６年度 241.01

290 広場 - 是政東広場 是政二丁目29番地 第２地域 平成１８年度 219.88

291 広場 - 是政四丁目広場 是政四丁目8番地 第２地域 平成１８年度 241.11

292 広場 - 六所口広場 本町一丁目10番地 第４地域 平成９年度 614.53

293 広場 - 浅間町広場 浅間町三丁目18番地 第３地域 平成１３年度 134.30

294 広場 - 千貫塚広場 若松町二丁目21番地 第２地域 平成２２年度 220.04

295 広場 - 市営第一武蔵台住宅内広場 武蔵台一丁目5番地 第５地域 平成９年度 358.10

296 広場 - 市営第二矢崎町住宅内（北）広場 矢崎町二丁目16番地 第７地域 平成２年度 198.41

297 広場 - 市営第二矢崎町住宅内（南）広場 矢崎町二丁目16番地 第７地域 平成３年度 368.11

298 広場 - 市営第三本町住宅内広場 本町四丁目7番地 第７地域 平成４年度 447.02

299 広場 - 市営第四栄町住宅内広場 栄町三丁目13番地 第３地域 平成５年度 417.31

300 広場 - 市営第五是政住宅内広場 是政五丁目15番地 第２地域 平成６年度 250.45

301 広場 - 市営第六若松町住宅内広場 若松町四丁目35番地 第１地域 昭和３４年度 743.24

302 広場 - 市営第七西府町住宅内広場 西府町三丁目10番地 第６地域 昭和３５年度 221.07

303 広場 - 市営第十南町住宅内広場 南町三丁目30番地 第７地域 平成７年度 167.43

304 広場 - 市営第十一美好町住宅内広場 美好町二丁目51番地 第６地域 昭和４０年度 375.31

305 広場 - 市営第十三四谷住宅内広場 四谷三丁目43番地 第８地域 平成１４年度 245.30

306 広場 - 市営第二十是政住宅内広場 是政三丁目15番地 第２地域 昭和６３年度 63.50

307 広場 - やまぼうし広場 若松町三丁目33番地 第１地域 平成２３年度 197.28

308 広場 - 白糸台こもれび広場 白糸台三丁目31番地 第１地域 平成２７年度 215.04

309 広場 - はなみずき広場 是政一丁目48番地 第２地域 平成２８年度 242.07

310 広場 - 日吉町広場 日吉町6番地 第４地域 令和３年度 980.67

311 広場 - 多磨町広場 多磨町二丁目10番地 第１地域 令和３年度 1,610.79

312 広場 - 宮町広場 宮町一丁目32番地 第４地域 令和３年度 65.06

313 広場 - 宮町第二広場 宮町一丁目33番地 第４地域 令和３年度 63.28

314 広場 - 宮町三丁目広場 宮町三丁目6番地 第４地域 令和３年度 1,950.00

315 広場 - 八幡町中央広場 八幡町一丁目5番地 第４地域 令和３年度 109.77

316 広場 - 是政広場 是政三丁目59番地 第２地域 令和３年度 1,759.00

317 広場 - 万作の木公園 栄町三丁目17番地 第３地域 令和３年度 946.09

318 広場 - 美好町広場 美好町二丁目18番地 第６地域 令和３年度 1,249.98

319 スポットパーク - スポットパークにしばたけ１ 朝日町二丁目16番地 第１地域 昭和６０年度 81.65

320 スポットパーク - スポットパークにしばたけ２ 朝日町二丁目16番地 第１地域 昭和６０年度 102.05

321 スポットパーク - スポットパークたけのだい１ 小柳町一丁目1番地 第２地域 昭和６３年度 53.16

322 スポットパーク - スポットパークあまくぼ 東芝町1番地 第６地域 昭和６３年度 292.90

323 スポットパーク - スポットパークやなぎはら 小柳町五丁目29番地 第２地域 昭和６３年度 18.10

324 スポットパーク - スポットパークさんぼんぎ 緑町一丁目40番地 第４地域 平成元年度 97.30

325 スポットパーク - スポットパークなかのせき１ 若松町四丁目43番地 第１地域 平成元年度 434.20

326 スポットパーク - スポットパークほりごめ１ 本宿町三丁目27番地 第６地域 平成元年度 91.59

327 スポットパーク - スポットパークなかがわら 四谷四丁目54番地 第８地域 平成元年度 53.43

328 スポットパーク - スポットパークわりま 西原町二丁目20番地 第５地域 平成２年度 138.45

329 スポットパーク - スポットパークおののみや１ 住吉町三丁目19番地 第７地域 平成２年度 283.42

330 スポットパーク - スポットパークすわ 押立町二丁目4番地 第２地域 平成２年度 543.23

331 スポットパーク - スポットパークいっぽんぎ２ 天神町二丁目11番地 第３地域 平成２年度 98.30

332 スポットパーク - スポットパークはちまん 白糸台二丁目13番地 第１地域 平成３年度 69.24

333 スポットパーク - スポットパークぬくいまえ２ 栄町一丁目13番地 第３地域 平成３年度 255.65

334 スポットパーク - スポットパークぬくいまえ１ 新町一丁目72番地 第３地域 平成３年度 246.60

335 スポットパーク - スポットパークにしはら 西府町四丁目15番地 第６地域 平成４年度 30.62

336 スポットパーク - スポットパークにしこうち 是政六丁目12番地 第７地域 平成４年度 41.18

337 スポットパーク - スポットパークこくぶんじまえ 栄町三丁目19番地 第３地域 平成４年度 130.09

338 スポットパーク - スポットパークしんめいだい２ 白糸台三丁目40番地 第１地域 平成４年度 154.59

339 スポットパーク - スポットパークにしばたけ３ 多磨町二丁目42番地 第１地域 平成４年度 69.13

340 スポットパーク - スポットパークわらびじま 日新町二丁目31番地 第８地域 平成５年度 88.37

341 スポットパーク - スポットパークみなみどおり３ 四谷四丁目18番地 第８地域 平成５年度 71.36
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表３－２－１３－７ 公園緑地等一覧（公園調書順）（６／６） 

  

No 公園区分 公園種別 名称 所在地 地域区分 開設年度 面積（㎡）

342 スポットパーク - スポットパークなかじま 南町四丁目40番地 第７地域 平成５年度 292.98

343 スポットパーク - スポットパーク寿 寿町三丁目8番地 第４地域 平成６年度 50.64

344 スポットパーク - スポットパーク芝間稲荷 南町一丁目45番地 第７地域 平成８年度 123.85

345 スポットパーク - スポットパークはちまんだい 白糸台一丁目2番地 第１地域 平成９年度 177.40

346 スポットパーク - スポットパークみやのまえ 押立町五丁目8番地 第２地域 平成１０年度 269.31

347 スポットパーク - スポットパークにしふ 西府町三丁目30番地 第６地域 平成１２年度 75.78

348 スポットパーク - スポットパークせんげんちょう１ 浅間町三丁目18番地 第３地域 平成１３年度 100.00

349 スポットパーク - スポットパークせんげんちょう２ 浅間町三丁目18番地 第３地域 平成１３年度 97.46

350 スポットパーク - スポットパークみやひがし 宮町二丁目25番地 第４地域 平成１４年度 162.80

351 スポットパーク - スポットパークほりごめ２ 本宿町三丁目15番地 第６地域 平成１８年度 53.64

352 スポットパーク - スポットパークいなりぎ 幸町二丁目16番地 第３地域 平成２１年度 170.02

353 スポットパーク - スポットパークしんめいだい１ 白糸台三丁目25番地 第１地域 令和３年度 175.64

354 スポットパーク - スポットパークみなみはら１ 本宿町一丁目9番地 第６地域 令和３年度 185.30

355 スポットパーク - スポットパークなかのせき２ 若松町四丁目46番地 第１地域 令和３年度 155.00

356 スポットパーク - スポットパークしもがわら 南町五丁目37番地 第７地域 令和３年度 108.64

357 スポットパーク - スポットパークみなみはら２ 西府町一丁目19番地 第６地域 令和３年度 66.49

358 スポットパーク - スポットパークつるまき 是政一丁目17番地 第２地域 令和３年度 127.98

359 スポットパーク - スポットパークつるしろ１ 小柳町三丁目16番地 第２地域 令和３年度 40.74

360 スポットパーク - スポットパークいっぽんぎ１ 天神町二丁目9番地 第３地域 令和３年度 113.92

361 スポットパーク - スポットパークいちかわ 本町四丁目30番地 第７地域 令和３年度 73.00

362 スポットパーク - スポットパークあけしろ 若松町三丁目16番地 第１地域 令和３年度 117.56

363 スポットパーク - スポットパークたけのだい２ 清水が丘三丁目34番地 第２地域 令和３年度 87.14

364 スポットパーク - スポットパークせんがんづか 若松町三丁目23番地 第１地域 令和３年度 78.34

365 スポットパーク - スポットパークみなみどおり１ 四谷三丁目55番地 第８地域 令和３年度 297.31

366 スポットパーク - スポットパークみなみどおり２ 四谷三丁目55番地 第８地域 令和３年度 226.56

367 スポットパーク - スポットパークやざき 矢崎町一丁目47番地 第２地域 令和３年度 580.38

368 スポットパーク - スポットパークだいどうきた 西原町四丁目3番地 第５地域 令和３年度 41.89

369 スポットパーク - スポットパークつるしろ２ 小柳町三丁目21番地 第２地域 令和３年度 30.00

370 スポットパーク - スポットパークおののみや２ 住吉町一丁目25番地 第７地域 令和３年度 44.70

371 府中多摩川かぜのみち - 府中多摩川かぜのみち 四谷～住吉町～南町～是政～小柳町～押立町
第２・第７・第８

地域
昭和４７年度 35,047.80

372 市立公園以外の管理地 - 四谷公共植栽地１ 四谷3-55-33 第８地域 昭和４５年度 220.33

373 市立公園以外の管理地 - 四谷公共植栽地２ 四谷3-55-49 第８地域 昭和４５年度 272.81

374 市立公園以外の管理地 - 四谷公共植栽地３ 四谷3-68-11 第８地域 昭和４５年度 459.93

375 市立公園以外の管理地 - 四谷公共植栽地４ 四谷3-68-13 第８地域 昭和４５年度 73.74

376 市立公園以外の管理地 - 四谷公共植栽地５ 四谷3-55-45 第８地域 昭和４５年度 46.22

377 市立公園以外の管理地 - 四谷公共植栽地６ 四谷3-55-108 第８地域 昭和４５年度 136.02

378 市立公園以外の管理地 - 栄町１丁目公共植栽地 栄町1-20-31 第３地域 昭和４７年度 99.19

379 市立公園以外の管理地 - 日新町３丁目公共植栽地 日新町3-1 第８地域 平成元年度 59.00

380 市立公園以外の管理地 - 四谷２丁目公共植栽地 四谷2-64 第８地域 平成４年度 64.29

381 市立公園以外の管理地 - 西府町４丁目公共植栽地 西府町4-12-51 第６地域 平成４年度 142.74

382 市立公園以外の管理地 - 住吉町３丁目公共植栽地 住吉町3-84先 第７地域 昭和５９年度 420.00

383 市立公園以外の管理地 - 分梅町２丁目公共植栽地 分梅町2-48 第７地域 平成３年度 132.21

384 市立公園以外の管理地 - 分梅町２丁目北公共植栽地 分梅町2-48-13 第７地域 平成３年度 53.00

385 市立公園以外の管理地 - 小柳町６丁目公共植栽地 小柳町6-19 第２地域 平成５年度 37.97

386 市立公園以外の管理地 - 宮町１丁目公共植栽地 宮町1-10 第４地域 平成８年度 111.03

387 市立公園以外の管理地 - 小柳町５丁目公共植栽地 小柳町5-1-50外1筆 第２地域 平成１５年度 150.02

388 市立公園以外の管理地 - 西原町４丁目公共植栽地 西原町4-8-11 第５地域 平成４年度 52.35

389 市立公園以外の管理地 - 西府町３丁目公共植栽地 西府町3-3-35 第６地域 平成１９年度 165.49

390 市立公園以外の管理地 - 朝日町１丁目公共植栽地 朝日町1-24-18外7筆 第１地域 平成２２年度 236.34

391 市立公園以外の管理地 - 宮西町１丁目公共植栽地 宮西町1-20-13 第４地域 不明 24.50

392 市立公園以外の管理地 - 日新町５丁目（一里塚） 日新町5-73-8 第８地域 不明 37.22

393 市立公園以外の管理地 - 分梅町３丁目 分梅町 第７地域 不明 7.69

394 市立公園以外の管理地 - 小柳散歩道 小柳町4-6～4-35 第２地域 昭和５１年度 4,177.00

395 市立公園以外の管理地 - 三ケ村遊歩道 是政2丁目、是政3丁目、是政5丁目、是政6丁目 第２地域 昭和５３年度 8,058.00

396 市立公園以外の管理地 - 第一都市遊歩道 本町～日吉町～宮町～八幡町～清水が丘 第２・第４地域 昭和５５年度 13,362.00

397 市立公園以外の管理地 - 第二都市遊歩道 日新町～本宿町～分梅町～片町～本町～矢崎町
第４・第６・第
７・第８地域

昭和５５年度 17,982.20

398 市立公園以外の管理地 - 第三都市遊歩道 住吉町～南町 第７地域 昭和５７年度 15,184.00

399 市立公園以外の管理地 - 四谷４・５丁目遊歩道 四谷4-12～5-2 第８地域 昭和５９年度 1,516.00

400 市立公園以外の管理地 - むさしだいこみち 武蔵台2-27 第５地域 昭和６３年度 425.94

401 市立公園以外の管理地 - 中河原散歩道 住吉町1-68 第７地域 平成３年度 235.00

402 市立公園以外の管理地 - よつやさんぽみち（四谷小学校北側） 四谷3-2740内 第８地域 平成７年度 1,243.89

403 市立公園以外の管理地 - 日新町５丁目遊歩道 日新町5-41先 第８地域 平成１３年度 739.78

404 市立公園以外の管理地 - 立川段丘府中崖線 本宿地区 本宿町1-33-8 第８地域 昭和４６年度 45.93

405 市立公園以外の管理地 - 立川段丘府中崖線 白糸台地区 白糸台6-48-17 第２地域 昭和６０年度 240.63

406 市立公園以外の管理地 - 若松苗圃 若松町5-1-3外 第１地域 昭和５０年度 4,134.60

407 市立公園以外の管理地 - 四谷４丁目苗圃 四谷4-44外 第８地域 平成元年度 1,268.15

408 市立公園以外の管理地 - 是政公衆トイレ 是政4-30-14 第２地域 昭和５５年度 66.66

409 市立公園以外の管理地 - 是政１丁目公共空地 是政1-2-19 第２地域 不明 82.88

3-2-13 

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
（公
園
緑
地
等
） 



  94 

3.2.13.2  位置 

 

図３－２－１３－２ 区分別位置図 
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3.2.13.3  整備状況 

（1） 年度別開設箇所数 

市が管理する公園緑地等は、昭和４５年度以降に多く開設され、昭和５３年度には、

２２か所と最も多く開設しています。令和４年度現在４０５か所あるうち平成４年度

以前に開設された公園緑地等は２４０か所、全体の５９．３％にあたります。今後は

施設の老朽化に伴い、補修更新費の増大が想定されています。 

 

表３－２－１３－８ 年度別開設箇所数 

開設年度 箇所数 開設年度 箇所数 開設年度 箇所数 

昭和３０年度以前 1 か所 昭和５３年度 22 か所 平成１３年度 14 か所 

昭和３１年度 0 か所 昭和５４年度 11 か所 平成１４年度 11 か所 

昭和３２年度 0 か所 昭和５５年度 13 か所 平成１５年度 5 か所 

昭和３３年度 1 か所 昭和５６年度 8 か所 平成１６年度 2 か所 

昭和３４年度 2 か所 昭和５７年度 12 か所 平成１７年度 6 か所 

昭和３５年度 1 か所 昭和５８年度 9 か所 平成１８年度 5 か所 

昭和３６年度 2 か所 昭和５９年度 9 か所 平成１９年度 4 か所 

昭和３７年度 1 か所 昭和６０年度 12 か所 平成２０年度 0 か所 

昭和３８年度 0 か所 昭和６１年度 8 か所 平成２１年度 10 か所 

昭和３９年度 1 か所 昭和６２年度 9 か所 平成２２年度 17 か所 

昭和４０年度 2 か所 昭和６３年度 10 か所 平成２３年度 0 か所 

昭和４１年度 0 か所 平成元年度 11 か所 平成２４年度 1 か所 

昭和４２年度 4 か所 平 成 ２年 度 7 か所 平成２５年度 3 か所 

昭和４３年度 4 か所 平 成 ３年 度 16 か所 平成２６年度 2 か所 

昭和４４年度 2 か所 平 成 ４年 度 16 か所 平成２７年度 1 か所 

昭和４５年度 12 か所 平 成 ５年 度 9 か所 平成２８年度 1 か所 

昭和４６年度 6 か所 平 成 ６年 度 6 か所 平成２９年度 1 か所 

昭和４７年度 10 か所 平 成 ７年 度 9 か所 平成３０年度 0 か所 

昭和４８年度 5 か所 平 成 ８年 度 10 か所 令和元年度 2 か所 

昭和４９年度 8 か所 平 成 ９年 度 5 か所 令 和 ２年 度 21 か所 

昭和５０年度 4 か所 平成１０年度 3 か所 令 和 ３年 度 9 か所 

昭和５１年度 2 か所 平成１１年度 2 か所 令 和 ４年 度 0 か所 

昭和５２年度 1 か所 平成１２年度 7 か所   

 

 

図３－２－１３－３ 開設箇所数の推移  
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（2） 年度別開設面積 

開設面積では、昭和４３年度が３８８，２７０．０６㎡と最も多く、「郷土の森公園」

や「武蔵台公園」等の面積が大きい公園緑地等が開設されています。 

 

表３－２－１３－９ 年度別開設面積 

開設年度 面積 開設年度 面積 開設年度 面積 

昭和３０年度以前 52,235.10m2 昭和５３年度 35,338.28m2 平成１３年度 9,992.36m2 

昭和３１年度 0.00m2 昭和５４年度 57,622.07m2 平成１４年度 15,759.85m2 

昭和３２年度 0.00m2 昭和５５年度 48,754.61m2 平成１５年度 9,894.22m2 

昭和３３年度 743.24m2 昭和５６年度 16,812.74m2 平成１６年度 1,487.57m2 

昭和３４年度 2,476.86m2 昭和５７年度 30,965.04m2 平成１７年度 11,961.04m2 

昭和３５年度 5,785.15m2 昭和５８年度 15,260.46m2 平成１８年度 2,295.27m2 

昭和３６年度 0.00m2 昭和５９年度 62,341.87m2 平成１９年度 2,846.40m2 

昭和３７年度 932.24m2 昭和６０年度 38,360.10m2 平成２０年度 0.00m2 

昭和３８年度 0.00m2 昭和６１年度 10,102.55m2 平成２１年度 10,208.31m2 

昭和３９年度 375.31m2 昭和６２年度 6,451.22m2 平成２２年度 20,000.17m2 

昭和４０年度 1,305.42m2 昭和６３年度 8,685.20m2 平成２３年度 0.00m2 

昭和４１年度 0.00m2 平成元年度 6,457.16m2 平成２４年度 910.57m2 

昭和４２年度 1,612.07m2 平 成 ２年 度 3,266.13m2 平成２５年度 3,058.96m2 

昭和４３年度 388,270.06m2 平 成 ３年 度 7,464.71m2 平成２６年度 2,765.53m2 

昭和４４年度 4,640.44m2 平 成 ４年 度 17,045.25m2 平成２７年度 242.07m2 

昭和４５年度 277,239.45m2 平 成 ５年 度 4,942.17m2 平成２８年度 0.00m2 

昭和４６年度 25,680.55m2 平 成 ６年 度 7,060.20m2 平成２９年度 1,374.13m2 

昭和４７年度 40,774.60m2 平 成 ７年 度 5,058.52m2 平成３０年度 0.00m2 

昭和４８年度 5,614.79m2 平 成 ８年 度 6,217.44m2 令和元年度 1,375.65m2 

昭和４９年度 13,649.04m2 平 成 ９年 度 2,688.94m2 令 和 ２年 度 7,384.82m2 

昭和５０年度 53,191.08m2 平成１０年度 1,068.65m2 令 和 ３年 度 8,053.97m2 

昭和５１年度 4,672.93m2 平成１１年度 418.39m2 令 和 ４年 度 0.00m2 

昭和５２年度 51,151.52m2 平成１２年度 21,189.97m2   

 

 

図３－２－１３－４ 開設面積の推移 

※数量や面積は『公園調書』より公園緑地等の施設ごとで集約された数字を用いています。なお、開設

後に撤去された公園緑地等の面積と開設年度が不明の４か所（「宮西町１丁目公共植栽地」、「日新町

５丁目（一里塚）」、「分梅町３丁目」、「是政１丁目公共空地」）を除いています。  
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（3） 公園緑地等別開設面積 

施設別の面積では、第７地域に立地する「郷土の森公園」が３３８，６５４．５７

㎡と最も広く、市内全ての公園緑地等の面積の２３．３％を占めています。また、面

積が上位の１０施設で、市内の公園緑地等の面積の６２．２％を占めています。 

 

表３－２－１３－１０ 公園緑地等一覧（面積順・上位１０施設） 

順位 名称 地域区分 開設年度 面積 割合 

1 郷土の森公園 第７地域 昭和４３年度 338,654.57m2 23.3% 

2 多摩川緑地 第２地域・第７地域 昭和４５年度 259,549.20m2 17.9% 

3 寿中央公園 第４地域 昭和３０年度 52,235.10m2 3.6% 

4 小柳公園 第２地域 昭和５２年度 51,151.52m2 3.5% 

5 武蔵台公園 第５地域 昭和４３年度 46,835.08m2 3.2% 

6 新田川緑道 第７地域・第８地域 昭和５０年度 43,813.61m2 3.0% 

7 府中多摩川かぜのみち 
第２地域・第７地域 

第８地域 
昭和４７年度 35,047.80m2 2.4% 

8 二ケ村緑道 第２地域・第７地域 昭和５４年度 30,378.27m2 2.1% 

9 西府緑地 第７地域・第８地域 昭和４６年度 23,832.11m2 1.6% 

10 府中公園 第４地域 昭和５９年度 22,501.53m2 1.5% 

11 位以下 549,685.91m2 37.8% 

合計 1,453,684.70m2 100.0% 

 

 

図３－２－１３－５ 年度別公園緑地等開設面積 
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図３－２－１３－６ 設置年代別位置図 
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図３－２－１３－７ 面積別位置図（スポットパーク、市立公園以外の管理地を除く） 
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3.2.13.4  公園施設の整備状況 

（1） 公園施設の数量 

市が管理する公園緑地等のうち、都市公園に設置されている遊戯施設の数量は、次

のとおりです。 

数量は、市が作成した『府中市公園施設長寿命化計画』（令和５年）にて都市公園の

遊戯施設を対象に調査を実施し、公園施設の分類は、『公園施設長寿命化計画策定指針

（案）【改定版】』（国土交通省都市局，平成３０年）に基づいて整理しています。 

 

表３－２－１３－１１ 都市公園における遊戯施設別数量 

施設名 設置都市公園数 施設数 

踏み板式ぶらんこ 90 か所 92 基 

すべり台 103 か所 105 基 

ジャングルジム 12 か所 12 基 

鉄棒 81 か所 88 基 

シーソー 17 か所 17 基 

複合遊具 34 か所 35 基 

健康器具系施設 29 か所 64 基 

フィールドアスレチック遊具 9 か所 12 基 

ラダー 15 か所 18 基 

スプリング遊具 103 か所 187 基 

砂場 140 か所 142 基 

石の山・人工的な築山 5 か所 5 基 

象形遊具 12 か所 32 基 

その他 19 か所 22 基 

合計 - 831 基 

 

公園緑地課が管理する便益施設の数量は、次のとおりです。 

 

表３－２－１３－１２ 公園緑地課が管理する便益施設別数量 

施設名 設置場所 施設数 

便所 100 か所 100 基 

水飲み場 225 か所 230 基 

時計 73 か所 73 基 

合計 - 403 基 

※複数の地域にわたり立地している公園の施設数も含んでいます。 
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【処分制限期間】 

『国土交通省所管補助金等交付規則』（総理府・建設省令第九号，平成１２年）に基

づく、施設の処分制限期間です。この処分制限期間は、財産としての価値を算出する

期限として規定されています。 

 

表３－２－１３－１３ 公園施設の処分制限期間一覧 

施設区分 財産名 構造規格等 処分制限期間 

遊戯施設 構築物 

主として金属製のもの 15 年 

主として木製のもの 7 年 

その他のもの 10 年 

便益施設 便所 

鉄骨鉄筋コンクリート造または鉄筋コンクリート造 50 年 

れんが造、石造またはブロック造 41 年 

金属造（骨格材の肉厚が 4ｍｍ以上のもの） 38 年 

金属造 

（骨格材の肉厚が 3ｍｍ以上４ｍｍ以下のもの） 
30 年 

金属造（骨格材の肉厚が３ｍｍ以下のもの） 22 年 

木造または合成樹脂 24 年 

木骨モルタル造 22 年 

※出典：『国土交通省所管補助金等交付規則』（総理府・建設省令第九号，平成１２年） 
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（2） 遊戯施設の整備状況 

都市公園に設置・管理されている遊戯施設の年度別の設置数量の推移は、次のとお

りです。 

 

表３－２－１３－１４ 年度別設置数量 

設置年度 施設数 設置年度 施設数 設置年度 施設数 

昭和３０年度以前 0 基 昭和５３年度 44 基 平成１３年度 34 基 

昭和３１年度 0 基 昭和５４年度 31 基 平成１４年度 7 基 

昭和３２年度 0 基 昭和５５年度 22 基 平成１５年度 5 基 

昭和３３年度 0 基 昭和５６年度 16 基 平成１６年度 2 基 

昭和３４年度 0 基 昭和５７年度 18 基 平成１７年度 13 基 

昭和３５年度 0 基 昭和５８年度 24 基 平成１８年度 4 基 

昭和３６年度 0 基 昭和５９年度 14 基 平成１９年度 15 基 

昭和３７年度 1 基 昭和６０年度 25 基 平成２０年度 3 基 

昭和３８年度 0 基 昭和６１年度 28 基 平成２１年度 10 基 

昭和３９年度 0 基 昭和６２年度 5 基 平成２２年度 3 基 

昭和４０年度 11 基 昭和６３年度 4 基 平成２３年度 2 基 

昭和４１年度 0 基 平成元年度 9 基 平成２４年度 12 基 

昭和４２年度 5 基 平 成 ２年 度 3 基 平成２５年度 7 基 

昭和４３年度 9 基 平 成 ３年 度 14 基 平成２６年度 4 基 

昭和４４年度 9 基 平 成 ４年 度 11 基 平成２７年度 32 基 

昭和４５年度 12 基 平 成 ５年 度 5 基 平成２８年度 3 基 

昭和４６年度 18 基 平 成 ６年 度 6 基 平成２９年度 5 基 

昭和４７年度 8 基 平 成 ７年 度 13 基 平成３０年度 11 基 

昭和４８年度 16 基 平 成 ８年 度 5 基 令和元年度 74 基 

昭和４９年度 22 基 平 成 ９年 度 6 基 令 和 ２年 度 41 基 

昭和５０年度 3 基 平成１０年度 8 基 令 和 ３年 度 44 基 

昭和５１年度 10 基 平成１１年度 5 基 令 和 ４年 度 36 基 

昭和５２年度 2 基 平成１２年度 22 基   

 

 

図３－２－１３－８ 設置数量の推移 
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3.2.13.5  地域区分別数量 

地域ごとの公園緑地等の開設状況は次のとおりです。開設箇所数では「小柳公園」や

「押立公園」が立地する第２地域、面積では「郷土の森公園」が立地する第７地域が多

くなっています。 

※「多摩川緑地」、「西府緑地」、「新田川緑道」、「二ケ村緑道」、「下河原緑道」、「府中多摩川かぜのみち」、

「第一都市遊歩道」、「第二都市遊歩道」の８つの公園緑地等は、複数の地域にわたり立地しているため、

各地域の集計には含めず複数地域として集計しています。 

 

表３－２－１３－１５ 地域区分別数量 

地域区分 都市公園 広場 
スポット 

パーク 

府中多摩川 

かぜのみち 

市立公園以外の

管理地 
合計 

全域 272 か所 46 か所 52 か所 1 か所 38 か所 409 か所 

第１地域 33 か所 8 か所 11 か所 0 か所 2 か所 54 か所 

第２地域 51 か所 8 か所 9 か所 0 か所 7 か所 75 か所 

第３地域 36 か所 7 か所 8 か所 0 か所 1 か所 52 か所 

第４地域 28 か所 6 か所 3 か所 0 か所 2 か所 39 か所 

第５地域 18 か所 2 か所 2 か所 0 か所 2 か所 24 か所 

第６地域 34 か所 7 か所 7 か所 0 か所 2 か所 50 か所 

第７地域 44 か所 7 か所 7 か所 0 か所 6 か所 64 か所 

第８地域 23 か所 1 か所 5 か所 0 か所 14 か所 43 か所 

複数地域 5 か所 0 か所 0 か所 1 か所 2 か所 8 か所 

 

 

図３－２－１３－９ 地域区分別累計開設箇所数の推移 

※開設年度不明の４か所を除く 
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表３－２－１３－１６ 地域区分別面積 

地域区分 都市公園 広場 
スポット 

パーク 

府中多摩川 

かぜのみち 

市立公園以外

の管理地 
合計 

全域 1,315,154.02m2 24,149.05m2 7,569.08m2 35,047.80m2 71,764.75m2 1,453,684.70m2 

第１地域 36,918.82m2 7,813.66m2 1,614.80m2 0.00m2 4,370.94m2 50,718.22m2 

第２地域 118,735.56m2 4,880.05m2 1,750.04m2 0.00m2 12,813.16m2 138,178.81m2 

第３地域 60,311.89m2 2,173.82m2 1,212.04m2 0.00m2 99.19m2 63,796.94m2 

第４地域 100,627.64m2 3,783.31m2 310.74m2 0.00m2 135.53m2 104,857.22m2 

第５地域 71,466.60m2 592.16m2 180.34m2 0.00m2 478.29m2 72,717.39m2 

第６地域 63,592.68m2 2,745.54m2 796.32m2 0.00m2 308.23m2 67,442.77m2 

第７地域 418,559.30m2 1,915.21m2 967.77m2 0.00m2 16,031.90m2 437,474.18m2 

第８地域 64,884.05m2 245.30m2 737.03m2 0.00m2 6,183.31m2 72,049.69m2 

複数地域 380,057.48m2 0.00m2 0.00m2 35,047.80m2 31,344.20m2 446,449.48m2 

 

 

図３－２－１３－１０ 地域区分別累計開設面積の推移 

※開設年度不明の４か所を除く 
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表３－２－１３－１７ 地域区分別・開設年度別面積（m2） 

 

  

開設年度 全域 第１地域 第２地域 第３地域 第４地域 第５地域 第６地域 第７地域 第８地域 複数地域

昭和３０年度 52,235.10 0.00 0.00 0.00 52,235.10 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

昭和３１年度 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

昭和３２年度 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

昭和３３年度 743.24 743.24 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

昭和３４年度 2,476.86 0.00 0.00 2,255.79 0.00 0.00 221.07 0.00 0.00 0.00

昭和３５年度 5,785.15 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 5,785.15 0.00 0.00 0.00

昭和３６年度 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

昭和３７年度 932.24 0.00 932.24 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

昭和３８年度 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

昭和３９年度 375.31 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 375.31 0.00 0.00 0.00

昭和４０年度 1,305.42 0.00 0.00 1,305.42 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

昭和４１年度 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

昭和４２年度 1,612.07 535.28 448.30 0.00 0.00 324.49 0.00 304.00 0.00 0.00

昭和４３年度 388,270.06 991.74 0.00 1,788.67 0.00 46,835.08 0.00 338,654.57 0.00 0.00

昭和４４年度 4,640.44 0.00 1,884.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2,756.44 0.00 0.00

昭和４５年度 277,239.45 939.98 1,258.36 0.00 0.00 0.00 0.00 14,282.86 1,209.05 259,549.20

昭和４６年度 25,680.55 0.00 287.36 1,180.57 0.00 0.00 334.58 0.00 45.93 23,832.11

昭和４７年度 40,774.60 0.00 1,541.07 99.19 0.00 1,506.53 0.00 654.20 1,925.81 35,047.80

昭和４８年度 5,614.79 0.00 0.00 1,051.84 3,143.26 1,419.69 0.00 0.00 0.00 0.00

昭和４９年度 13,649.04 0.00 0.00 2,954.84 0.00 0.00 6,877.29 847.76 2,969.15 0.00

昭和５０年度 53,191.08 5,211.93 4,165.54 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 43,813.61

昭和５１年度 4,672.93 0.00 4,177.00 0.00 0.00 0.00 495.93 0.00 0.00 0.00

昭和５２年度 51,151.52 0.00 51,151.52 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

昭和５３年度 35,338.28 8,164.01 13,347.61 1,540.25 1,707.16 2,931.46 4,496.35 802.89 2,348.55 0.00

昭和５４年度 57,622.07 0.00 17,767.87 2,112.55 1,890.54 0.00 0.00 5,472.84 0.00 30,378.27

昭和５５年度 48,754.61 1,184.61 6,706.54 3,047.04 3,137.01 2,065.32 160.72 770.70 338.47 31,344.20

昭和５６年度 16,812.74 0.00 3,857.71 4,696.57 0.00 0.00 2,154.89 5,743.19 360.38 0.00

昭和５７年度 30,965.04 429.83 1,030.36 1,755.69 3,755.49 0.00 1,443.05 22,550.62 0.00 0.00

昭和５８年度 15,260.46 0.00 2,798.10 0.00 4,101.12 0.00 2,269.33 3,069.34 3,022.57 0.00

昭和５９年度 62,341.87 1,613.12 0.00 1,040.00 22,501.53 1,707.82 0.00 11,479.11 1,516.00 22,484.29

昭和６０年度 38,360.10 3,191.48 240.63 23,800.47 500.00 0.00 0.00 882.27 9,745.25 0.00

昭和６１年度 10,102.55 2,719.40 1,231.48 1,282.09 0.00 1,243.31 377.41 3,248.86 0.00 0.00

昭和６２年度 6,451.22 2,802.77 2,362.93 0.00 0.00 0.00 1,285.52 0.00 0.00 0.00

昭和６３年度 8,685.20 1,539.43 1,153.76 1,884.58 97.30 2,741.98 0.00 0.00 1,268.15 0.00

平成元年度 6,457.16 0.00 2,501.61 0.00 1,008.23 138.45 91.59 481.83 2,235.45 0.00

平成２年度 3,266.13 69.24 0.00 353.95 0.00 0.00 685.28 2,157.66 0.00 0.00

平成３年度 7,464.71 154.59 578.79 1,751.45 209.22 2,156.62 1,694.34 855.41 64.29 0.00

平成４年度 17,045.25 732.09 656.89 935.05 1,316.81 2,133.72 9,713.52 706.55 850.62 0.00

平成５年度 4,942.17 0.00 902.98 0.00 456.10 0.00 0.00 3,583.09 0.00 0.00

平成６年度 7,060.20 0.00 360.00 0.00 424.95 1,980.00 0.00 499.32 3,795.93 0.00

平成７年度 5,058.52 921.70 2,340.90 147.29 280.89 0.00 0.00 123.85 1,243.89 0.00

平成８年度 6,217.44 177.40 690.74 403.15 1,416.44 997.32 0.00 565.17 1,967.22 0.00

平成９年度 2,688.94 820.36 269.31 1,282.60 316.67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平成１０年度 1,068.65 0.00 0.00 540.00 294.59 234.06 0.00 0.00 0.00 0.00

平成１１年度 418.39 0.00 342.61 0.00 0.00 0.00 75.78 0.00 0.00 0.00

平成１２年度 21,189.97 771.75 1,109.24 0.00 0.00 0.00 272.37 1,800.11 17,236.50 0.00

平成１３年度 9,992.36 2,583.40 3,115.18 2,130.72 0.00 0.00 342.65 835.33 985.08 0.00

平成１４年度 15,759.85 298.35 1,876.37 0.00 162.80 1,374.40 9,750.83 0.00 2,297.10 0.00

平成１５年度 9,894.22 1,627.42 150.02 241.01 0.00 0.00 0.00 0.00 7,875.77 0.00

平成１６年度 1,487.57 1,018.85 0.00 0.00 468.72 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平成１７年度 11,961.04 0.00 761.26 927.06 0.00 0.00 1,794.21 7,116.65 1,361.86 0.00

平成１８年度 2,295.27 1,668.79 460.99 0.00 0.00 0.00 165.49 0.00 0.00 0.00

平成１９年度 2,846.40 0.00 909.34 425.86 300.01 1,211.19 0.00 0.00 0.00 0.00

平成２０年度 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平成２１年度 10,208.31 1,666.82 220.04 1,203.23 0.00 299.93 6,818.29 0.00 0.00 0.00

平成２２年度 20,000.17 5,165.92 848.41 0.00 1,940.00 0.00 3,795.92 5,398.42 2,851.50 0.00

平成２３年度 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平成２４年度 910.57 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 910.57 0.00 0.00 0.00

平成２５年度 3,058.96 0.00 791.56 0.00 0.00 0.00 0.00 843.81 1,423.59 0.00

平成２６年度 2,765.53 215.04 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2,550.49 0.00

平成２７年度 242.07 0.00 242.07 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平成２８年度 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平成２９年度 1,374.13 0.00 0.00 0.00 0.00 1,374.13 0.00 0.00 0.00 0.00

平成３０年度 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

令和元年度 1,375.65 622.35 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 753.30 0.00 0.00

令和２年度 7,384.82 526.54 866.24 413.92 980.67 41.89 3,805.35 226.34 523.87 0.00

令和３年度 8,053.97 1,610.79 1,759.00 1,246.09 2,188.11 0.00 1,249.98 0.00 0.00 0.00

令和４年度 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

合計 1,453,532.41 50,718.22 138,095.93 63,796.94 104,832.72 72,717.39 67,442.77 437,466.49 72,012.47 446,449.48
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（1） 第１地域 

1） 公園緑地等位置 

第１地域は、「浅間山公園」や「武蔵野の森公園」の一部など大規模な都立公園が

立地しますが、他の地域と比較して市が管理する公園緑地等の面積が最も小さい地

域です。 

 

 

図３－２－１３－１１ 第１地域の公園緑地等位置図 
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2） 人口・面積 

表３－２－１３－１８ 第１地域の人口 

 年 人口 地域間比較 

総人口 
令和４年 40,041 人 ２位/８地域 

令和２２年予測 41,433 人 ２位/８地域 

年少人口 令和４年 5,138 人 ２位/８地域 

高齢人口 令和４年 8,254 人 ３位/８地域 

※令和４年は住民基本台帳より、令和２２年予測は令和２年度国勢調査より予測しています。 

 

表３－２－１３－１９ 第１地域の公園緑地等の面積及び人口あたりの面積 

項目 数量 地域間比較 

地域面積 5,393,692.93m2 ２位/８地域 

公園緑地等面積 50,718.22m2 ８位/８地域 

総人口あたりの公園緑地等面積 1.27m2/人 ８位/８地域 

年少人口あたりの公園緑地等面積 9.87m2/人 ８位/８地域 

高齢人口あたりの公園緑地等面積 6.14m2/人 ８位/８地域 

市管理公園緑地等面積が占める割合 0.9% ８位/８地域 

 

3） 公園施設 

表３－２－１３－２０ 第１地域の都市公園に設置された遊戯施設数量 

施設名 施設数 

踏み板式ぶらんこ 14 基 

すべり台 11 基 

ジャングルジム 1 基 

鉄棒 9 基 

シーソー 0 基 

複合遊具 4 基 

健康器具系施設 7 基 

フィールドアスレチック遊具 1 基 

ラダー 4 基 

スプリング遊具 24 基 

砂場 15 基 

石の山・人工的な築山 2 基 

象形遊具 0 基 

その他 1 基 

合計 93 基 

 

表３－２－１３－２１ 第１地域で公園緑地課が管理する便益施設数量 

施設名 施設数 

水飲み場 28 基 

時計 4 基 
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（2） 第２地域 

1） 公園緑地等位置 

第２地域は、「小柳公園」や「押立公園」等の市が管理する規模が大きな公園緑地

等が立地しており、他の地域と比較して総人口あたりの公園緑地等面積が最も大き

い地域です。 

 

 

図３－２－１３－１２ 第２地域の公園緑地等位置図 
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2） 人口・面積 

表３－２－１３－２２ 第２地域の人口 

 年 人口 地域間比較 

総人口 
令和４年 45,995 人 １位/８地域 

令和２２年予測 44,177 人 １位/８地域 

年少人口 令和４年 5,415 人 １位/８地域 

高齢人口 令和４年 8,254 人 １位/８地域 

※Ｐ１０７の注釈に記載のとおりです。 

 

表３－２－１３－２３ 第２地域の公園緑地等の面積及び人口あたりの面積 

項目 数量 地域間比較 

地域面積 5,938,570.27m2 １位/８地域 

公園緑地等面積 138,178.81m2 ２位/８地域 

総人口あたりの公園緑地等面積 3.00m2/人 ４位/８地域 

年少人口あたりの公園緑地等面積 25.52m2/人 ４位/８地域 

高齢人口あたりの公園緑地等面積 12.71m2/人 ５位/８地域 

市管理公園緑地等面積が占める割合 2.3% ６位/８地域 

 

3） 公園施設 

表３－２－１３－２４ 第２地域の都市公園に設置された遊戯施設数量 

施設名 施設数 

踏み板式ぶらんこ 15 基 

すべり台 25 基 

ジャングルジム 2 基 

鉄棒 18 基 

シーソー 8 基 

複合遊具 5 基 

健康器具系施設 4 基 

フィールドアスレチック遊具 1 基 

ラダー 1 基 

スプリング遊具 44 基 

砂場 27 基 

石の山・人工的な築山 1 基 

象形遊具 3 基 

その他 3 基 

合計 157 基 

 

表３－２－１３－２５ 第２地域で公園緑地課が管理する便益施設数量 

施設名 施設数 

水飲み場 40 基 

時計 16 基 
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（3） 第３地域 

1） 公園緑地等位置 

第３地域は、規模が大きい公園緑地等として、都が管理する「府中の森公園」や

市が管理する「平和の森公園」が立地していますが、他の地域と比較して公園緑地

等の面積が小さい地域です。 

 

 

図３－２－１３－１３ 第３地域の公園緑地等位置図 
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2） 人口・面積 

表３－２－１３－２６ 第３地域の人口 

 年 人口 地域間比較 

総人口 
令和４年 39,166 人 ４位/８地域 

令和２２年予測 39,213 人 ３位/８地域 

年少人口 令和４年 4,766 人 ４位/８地域 

高齢人口 令和４年 10,246 人 ２位/８地域 

※Ｐ１０７の注釈に記載のとおりです。 

 

表３－２－１３－２７ 第３地域の公園緑地等の面積及び人口あたりの面積 

項目 数量 地域間比較 

地域面積 3,992,537.96m2 ４位/８地域 

公園緑地等面積 63,797.94m2 ７位/８地域 

総人口あたりの公園緑地等面積 1.63m2/人 ７位/８地域 

年少人口あたりの公園緑地等面積 13.39m2/人 ７位/８地域 

高齢人口あたりの公園緑地等面積 6.23m2/人 ７位/８地域 

市管理公園緑地等面積が占める割合 1.6% ７位/８地域 

 

3） 公園施設 

表３－２－１３－２８ 第３地域の都市公園に設置された遊戯施設数量 

施設名 施設数 

踏み板式ぶらんこ 15 基 

すべり台 16 基 

ジャングルジム 0 基 

鉄棒 10 基 

シーソー 3 基 

複合遊具 5 基 

健康器具系施設 5 基 

フィールドアスレチック遊具 0 基 

ラダー 5 基 

スプリング遊具 28 基 

砂場 23 基 

石の山・人工的な築山 1 基 

象形遊具 8 基 

その他 1 基 

合計 120 基 

 

表３－２－１３－２９ 第３地域で公園緑地課が管理する便益施設数量 

施設名 施設数 

水飲み場 35 基 

時計 14 基 
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（4） 第４地域 

1） 公園緑地等位置 

第４地域は、市の中心部に位置し、最も面積が小さい地域ですが、市民球場・陸

上競技場を含有する「寿中央公園」などが立地し、他の地域と比較して公園緑地等

が占める面積が大きい地域です。 

 

 

図３－２－１３－１４ 第４地域の公園緑地等位置図 
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2） 人口・面積 

表３－２－１３－３０ 第４地域の人口 

 年 人口 地域間比較 

総人口 
令和４年 39,604 人 ３位/８地域 

令和２２年予測 37,095 人 ４位/８地域 

年少人口 令和４年 5,028 人 ３位/８地域 

高齢人口 令和４年 7,331 人 ５位/８地域 

※Ｐ１０７の注釈に記載のとおりです。 

 

表３－２－１３－３１ 第４地域の公園緑地等の面積及び人口あたりの面積 

項目 数量 地域間比較 

地域面積 2,300,686.76m2 ８位/８地域 

公園緑地等面積 104,857.22m2 ３位/８地域 

総人口あたりの公園緑地等面積 2.65m2/人 ５位/８地域 

年少人口あたりの公園緑地等面積 20.85m2/人 ５位/８地域 

高齢人口あたりの公園緑地等面積 14.30m2/人 ４位/８地域 

市管理公園緑地等面積が占める割合 4.6% ２位/８地域 

 

3） 公園施設 

表３－２－１３－３２ 第４地域の都市公園に設置された遊戯施設数量 

施設名 施設数 

踏み板式ぶらんこ 8 基 

すべり台 13 基 

ジャングルジム 1 基 

鉄棒 11 基 

シーソー 1 基 

複合遊具 2 基 

健康器具系施設 7 基 

フィールドアスレチック遊具 2 基 

ラダー 2 基 

スプリング遊具 18 基 

砂場 16 基 

石の山・人工的な築山 0 基 

象形遊具 0 基 

その他 3 基 

合計 84 基 

 

表３－２－１３－３３ 第４地域で公園緑地課が管理する便益施設数量 

施設名 施設数 

水飲み場 22 基 

時計 11 基 

  

3-2-13 

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
（公
園
緑
地
等
） 



  114 

（5） 第５地域 

1） 公園緑地等位置 

第５地域は、市の北西部に位置し、規模が大きな「武蔵台公園」が立地していま

す。同地域は、他の地域と比較して総人口あたりの公園緑地等の面積が平均的な地

域です。 

 

 

図３－２－１３－１５ 第５地域の公園緑地等位置図 
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2） 人口・面積 

表３－２－１３－３４ 第５地域の人口 

 年 人口 地域間比較 

総人口 
令和４年 16,405 人 ８位/８地域 

令和２２年予測 15,147 人 ８位/８地域 

年少人口 令和４年 1,838 人 ８位/８地域 

高齢人口 令和４年 4,202 人 ７位/８地域 

※Ｐ１０７の注釈に記載のとおりです。 

 

表３－２－１３－３５ 第５地域の公園緑地等の面積及び人口あたりの面積 

項目 数量 地域間比較 

地域面積 2,390,919.52m2 ７位/８地域 

公園緑地等面積 72,717.39m2 ４位/８地域 

総人口あたりの公園緑地等面積 4.43m2/人 ２位/８地域 

年少人口あたりの公園緑地等面積 39.55m2/人 ２位/８地域 

高齢人口あたりの公園緑地等面積 17.31m2/人 ３位/８地域 

市管理公園緑地等面積が占める割合 3.0% ３位/８地域 

 

3） 公園施設 

表３－２－１３－３６ 第５地域の都市公園に設置された遊戯施設数量 

施設名 施設数 

踏み板式ぶらんこ 9 基 

すべり台 7 基 

ジャングルジム 2 基 

鉄棒 6 基 

シーソー 1 基 

複合遊具 5 基 

健康器具系施設 9 基 

フィールドアスレチック遊具 3 基 

ラダー 1 基 

スプリング遊具 20 基 

砂場 8 基 

石の山・人工的な築山 0 基 

象形遊具 5 基 

その他 2 基 

合計 78 基 

 

表３－２－１３－３７ 第５地域で公園緑地課が管理する便益施設数量 

施設名 施設数 

水飲み場 16 基 

時計 5 基 
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（6） 第６地域 

1） 公園緑地等位置 

第６地域は、面積の広い公園緑地等は見られないですが、南側に「府中崖線西府

緑道」、東側に「中河原緑道」があり、他の地域と比較して公園緑地等の面積が占め

る割合が平均的な地域です。 

 

 

図３－２－１３－１６ 第６地域の公園緑地等位置図 
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2） 人口・面積 

表３－２－１３－３８ 第６地域の人口 

 年 人口 地域間比較 

総人口 
令和４年 29,047 人 ６位/８地域 

令和２２年予測 29,102 人 ６位/８地域 

年少人口 令和４年 3,659 人 ６位/８地域 

高齢人口 令和４年 6,184 人 ６位/８地域 

※Ｐ１０７の注釈に記載のとおりです。 

 

表３－２－１３－３９ 第６地域の公園緑地等の面積及び人口あたりの面積 

項目 数量 地域間比較 

地域面積 2,447,990.62m2 ６位/８地域 

公園緑地等面積 67,442.77m2 ６位/８地域 

総人口あたりの公園緑地等面積 2.32m2/人 ６位/８地域 

年少人口あたりの公園緑地等面積 18.43m2/人 ６位/８地域 

高齢人口あたりの公園緑地等面積 10.91m2/人 ６位/８地域 

市管理公園緑地等面積が占める割合 2.8% ４位/８地域 

 

3） 公園施設 

表３－２－１３－４０ 第６地域の都市公園に設置された遊戯施設数量 

施設名 施設数 

踏み板式ぶらんこ 11 基 

すべり台 10 基 

ジャングルジム 1 基 

鉄棒 7 基 

シーソー 0 基 

複合遊具 4 基 

健康器具系施設 2 基 

フィールドアスレチック遊具 1 基 

ラダー 2 基 

スプリング遊具 14 基 

砂場 16 基 

石の山・人工的な築山 0 基 

象形遊具 7 基 

その他 1 基 

合計 76 基 

 

表３－２－１３－４１ 第６地域で公園緑地課が管理する便益施設数量 

施設名 施設数 

水飲み場 27 基 

時計 8 基 
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（7） 第７地域 

1） 公園緑地等位置 

第７地域は、南東部に「郷土の森公園」が立地するほか、地域内に「中河原緑道」

や「新田川緑道」などがあり、他の地域と比較して公園緑地等面積が最も大きい地

域です。 

 

 

図３－２－１３－１７ 第７地域の公園緑地等位置図 

  

3-2-13 

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
（公
園
緑
地
等
） 



  119 

2） 人口・面積 

表３－２－１３－４２ 第７地域の人口 

 年 人口（人） 地域間比較 

総人口 
令和４年 32,848 人 ５位/８地域 

令和２２年予測 30,950 人 ５位/８地域 

年少人口 令和４年 4,204 人 ５位/８地域 

高齢人口 令和４年 7,580 人 ４位/８地域 

※Ｐ１０７の注釈に記載のとおりです。 

 

表３－２－１３－４３ 第７地域の公園緑地等の面積及び人口あたりの面積 

項目 数量 地域間比較 

地域面積 4,136,574.79m2 ３位/８地域 

公園緑地等面積 437,474.18m2 １位/８地域 

総人口あたりの公園緑地等面積 13.32m2/人 １位/８地域 

年少人口あたりの公園緑地等面積 104.06m2/人 １位/８地域 

高齢人口あたりの公園緑地等面積 57.71m2/人 １位/８地域 

市管理公園緑地等面積が占める割合 10.6% １位/８地域 

 

3） 公園施設 

表３－２－１３－４４ 第７地域の都市公園に設置された遊戯施設数量 

施設名 施設数 

踏み板式ぶらんこ 14 基 

すべり台 17 基 

ジャングルジム 4 基 

鉄棒 18 基 

シーソー 3 基 

複合遊具 6 基 

健康器具系施設 11 基 

フィールドアスレチック遊具 3 基 

ラダー 2 基 

スプリング遊具 23 基 

砂場 25 基 

石の山・人工的な築山 1 基 

象形遊具 8 基 

その他 6 基 

合計 141 基 

 

表３－２－１３－４５ 第７地域で公園緑地課が管理する便益施設数量 

施設名 施設数 

水飲み場 41 基 

時計 7 基 
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（8） 第８地域 

1） 公園緑地等位置 

第８地域は、「府中多摩川かぜのみち」や「新田川緑道」などが東西を通るほか、

「四谷さくら公園」など規模が大きな公園緑地等が立地し、総人口あたりの公園緑

地等の面積が比較的大きい地域です。 

 

 

図３－２－１３－１８ 第８地域の公園緑地等位置図 
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2） 人口・面積 

表３－２－１３－４６ 第８地域の人口 

 年 人口 地域間比較 

総人口 
令和４年 16,818 人 ７位/８地域 

令和２２年予測 15,987 人 ７位/８地域 

年少人口 令和４年 2,509 人 ７位/８地域 

高齢人口 令和４年 3,431 人 ８位/８地域 

※Ｐ１０７の注釈に記載のとおりです。 

 

表３－２－１３－４７ 第８地域の公園緑地等の面積及び人口あたりの面積 

項目 数量 地域間比較 

地域面積 2,706,310.93m2 ５位/８地域 

公園緑地等面積 72,049.69m2 ５位/８地域 

総人口あたりの公園緑地等面積 4.28m2/人 ３位/８地域 

年少人口あたりの公園緑地等面積 28.72m2/人 ３位/８地域 

高齢人口あたりの公園緑地等面積 21.00m2/人 ２位/８地域 

市管理公園緑地等面積が占める割合 2.7% ５位/８地域 

 

3） 公園施設 

表３－２－１３－４８ 第８地域の都市公園に設置された遊戯施設数量 

施設名 施設数 

踏み板式ぶらんこ 5 基 

すべり台 5 基 

ジャングルジム 1 基 

鉄棒 6 基 

シーソー 1 基 

複合遊具 3 基 

健康器具系施設 15 基 

フィールドアスレチック遊具 0 基 

ラダー 1 基 

スプリング遊具 13 基 

砂場 10 基 

石の山・人工的な築山 0 基 

象形遊具 1 基 

その他 3 基 

合計 64 基 

 

表３－２－１３－４９ 第８地域で公園緑地課が管理する便益施設数量 

施設名 施設数 

水飲み場 15 基 

時計 6 基 

 

3-2-13 

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
（公
園
緑
地
等
） 



  122 

3.2.14  法定外公共物 

法定外公共物の全体数量及び状況は、次のとおりです。 

 

3.2.14.1  全体数量 

令和４年度時点における、市の法定外公共物は、里道※（赤道）が８５，２６２㎡、水

路が１６７，７９８㎡、市有通路が５１，０２０㎡です。本数量は平成１４年度に国か

ら譲与された際の見込み数量から算出しています。 

※里道とは、道路法が適用されていない法定外公共物であり、古くから道路として利用されていた土地の

ことです。また、赤道とも言います。 

 

3.2.14.2  整備状況 

（1） 対象 

法定外公共物の次の行為について許認可を行っています。また、草刈や不法投棄の

処理等の管理を行っています。 

 

 工作物の新築、改築、除却等の工事 

 流水水面または敷地を占用、及び使用 

 流水を利用するため、これを停滞させ、または引用すること 

 流水の方向、幅員若しくは深浅または敷地の現況に影響を及ぼす行為 

 土地の掘削、盛土または切土その他土地の形状を変更する行為 

 以上に挙げるもののほか、法定外公共物に関して工事を行い、または法定外公

共物を本来の目的以外に使用すること 

 

（2） 処分状況 

平成２９年度から令和４年度までの処分状況については、次のとおりです。 

 

表３－２－１４－１ 処分状況 

年度 
里道（赤道） 水路 

払下面積 交換面積 払下面積 交換面積 

平成２９年度 82.07m2 34.62m2 114.85m2 120.11m2 

平成３０年度 207.50m2 6.60m2 210.28m2 0m2 

令和元年度 185.87m2 135.28m2 303.64m2 300.17m2 

令和２年度 32.96m2 0m2 54.72m2 0m2 

令和３年度 232.01m2 2.43m2 0m2 204.98m2 

令和４年度 429.12m2 45.30m2 309.45m2 40.02m2 

平均 194.92m2 37.37m2 165.49m2 110.88m2 
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図３－２－１４－１ 水路位置図 
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3.2.15  下水道 

下水道は、『府中市下水道マスタープラン２０２０』（令和２年）により、下水道施設の

現状の把握と、老朽化対策などの維持管理の方針を定め、下水道事業の中長期的な財政見

通しを行っています。 

なお、『本白書』では、上記資料に基づいて整理します。 

 

3.2.15.1  全体数量 

（1） 下水道 

市の公共下水道事業は、「北多摩一号処理区」と「野川処理区」の２つの処理区に分

けられています。「北多摩一号処理区」の排水は、北多摩一号水再生センターに導かれ、

「野川処理区」の排水は、大田区の森ヶ崎水再生センターへ流入しています。 

市の下水道は、昭和３９年度の事業認可の取得以降、下水道整備区域の拡大を進め、

昭和５９年度には、下水道計画区域全域の汚水管整備が完了しています。 

 

表３－２－１５－１ 下水道全体計画区域 

処理区名 
全体計画区域面積 

備考 
合流 分流 合計 

北多摩一号 1,982.40ha 523.33ha 2,505.73ha 
全域事業計画取得済み 

野川 144.72ha 74.75ha 219.47ha 

合計 2,127.12ha 598.08ha 2,725.20ha - 
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図３－２－１５－１ 下水道処理区の概要 

 

 

 

図３－２－１５－２ 下水道の合流区分と分流区分 

  

分流区域 

合流区域 
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（2） 都市下水路 

市の下水道計画は、１時間５０ｍｍの降雨を対象に、総延長約１２ｋｍの雨水排水

施設を整備しています。市の都市下水路はかつての用水路を活用して整備しており、

市の中央部から南部地域の雨水を多摩川に直接放流する排水施設です。 

 

 

 

 

図３－２－１５－３ 都市下水路の案内図 

  

第一都市下水路 

第二都市下水路 

第三都市下水路 

第四都市下水路 
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3.2.15.2  整備状況 

（1） 管きょ老朽化 

市の下水道管きょ施設は、昭和５９年度に普及率１００％を達成しています。以降、

市では道路新設に伴う管きょの整備を実施しています。 

事業を開始した昭和３９年度に施工した管きょは、平成２６年度に布設後５０年を

経過し、令和３～１４年度にかけて市の管きょの約５０％が、一斉に標準耐用年数を

迎えます。 

 

 

図３－２－１５－４ 施工年度別整備延長と割合 

 

（2） 管きょの耐震性 

布設年度が古い箇所では、マンホールと管きょの接続部分の可とう化※が行われて

いません。また、経年劣化の進行に伴う耐震性の低下を考慮し、車両通行の確保、下

水道の流下機能の確保を図る必要があります。 

※可とう化とは、マンホールと管きょの継手部にゴム製などの部材を設置することで、外力による伸縮

や振動を吸収し、たわみなどの変形を起こすような自在性を持たせることです。 

 

 

図３－２－１５－５ 中越地震における液状化による被害例 

  

 液状化によるマンホールの浮上 埋戻し砂の液状化による道路の沈下 
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（3） 合流式下水道 

市では、「北多摩一号処理区」の約７９％、「野川処理区」の約６６％、市域全体で

は約７８％で合流式下水道を採用しています。 

合流式下水道では、大雨の時に大量の雨水が流れ込むと、管きょや処理場の処理能

力を超えた未処理下水が河川等の公共用水域に放流されます。その結果、公共用水域

の水質汚濁、悪臭の発生、きょう雑物（油やごみ等）流出による景観の悪化、公衆衛

生上の観点などから、近年大きな社会問題となっています。 

 

 

図３－２－１５－６ 合流式下水道の概要 

 

（4） 都市下水路の老朽化 

市の都市下水路は、昭和４７年度に第一都市下水路が完成して以降、昭和５０年度

に第三都市下水路、昭和５３年度に第二都市下水路、平成２年度に第四都市下水路が

完成しています。 

しかし、施工年度が最も新しい第四都市下水路も３０年を経過しており、老朽化が

進んでいます。昨今の大雨に対する排水機能確保のためにも、適切な維持管理を行っ

ていく必要があります。 

  

雨天時では、下水(家庭排水＋雨水)が管きょ

の流下能力や処理場の処理能力以上を上回る

と、その一部が雨水吐き室の分水堰を越流して

河川等の公共用水域へ放流されます。 

晴天時の下水（家庭排水）は河川等の公共用

水へ放流されることなく、全量が処理場へ向か

います。 
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3.2.15.3  管理状況 

（1） 管きょの維持管理 

市の下水道管きょは、年間約３～４億円を投じて維持管理を行っています。 

 

 

図３－２－１５－７ 維持管理業務の様子 

 

1） 巡回・点検 

主要施設では、定期的に巡回や点検を実施しており、詰まり等の緊急時には、高

圧洗浄車を用いた清掃やＴＶカメラ車を用いた調査を行っています。 

 

2） 調査 

平成２３～３０年度の過去８年間の調査実績は、年平均は約４１ｋｍ（約７，４

００万円）で、総計は約３３０ｋｍ（約５億８，９００万円）です。これまではマ

ンホールからの目視調査でしたが、平成２３年度以降は、ＴＶカメラや潜行目視に

より管きょ内の調査を行っています。 

 

 

図３－２－１５－８ 年次別管きょ調査延長実績 
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3） 清掃 

管内の汚泥深調査の結果に基づき、土砂堆積箇所等の清掃を行っています。平成

２３～３０年度の８年間で、年平均６，０００箇所の汚泥深調査、年平均１２ｋｍ

の清掃を実施し、事業費は総計約６億１，０００万円となっています。 

 

 

図３－２－１５－９ 年次別管きょ清掃延長実績 

 

 

図３－２－１５－１０ 年次別汚泥深調査延長実績 

 

4） 補修 

点検や調査により見つかった異常箇所は、緊急の維持工事で補修しています。 
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（2） ポンプ場の維持管理 

市の下水道処理区内の大半は自然流下方式です。しかし、北多摩一号処理区東部第

２処理分区（押立町、白糸台の一部）は低地部であり、自然流下による汚水の排出が

できません。そのため、流域下水道多摩一号幹線に送水するための押立ポンプ場が設

置されています。ポンプ場は機能を停止させることができない非常に重要な施設であ

り、保守管理を専門の業者に委託して運転しています。 

 

 

図３－２－１５－１１ 押立ポンプ場 

 

（3） その他の維持管理状況 

1） 水質管理 

水質管理のための定期的な水質検査を実施しています。また、合流式下水道の改

善対策による効果把握を目的とし、雨天時に雨水吐から公共用水域に放流される下

水の水質検査を行っています。 

 

2） 水質規制・監視 

工場・事業所等からの悪質下水流入を防止するため、下水道法及び下水道条例に

基づき、注意書による指導や違反者への改善要請を行っています。 

特定事業場に対しては、定期的に水質検査を行っています。 

 

3） 排水設備 

一般家庭や事業所から下水が適正に排水されるよう、市民や事業者が所有する排

水設備について、適正な管理をお願いしています。 
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3.3  インフラ管理の現状 

市のインフラ管理に関する業務内容と件数は、次のとおりです。市では、インフラの日常

の維持管理から、道路や公園緑地等の補修工事などの作業を行っています。 

 

表３－３－１ インフラ管理に関する市の業務内容と数量 

施設部門 主な業務内容 
取り扱い数量／年（令和４年度） 

数量 主な内容 

道路 

橋りょう 

立体横断施設等 

大型構造物 

法定外公共物 

パトロール 
現地確認 675 回  

包括定期巡回 353 回 ３地区合計 

道路一般許可申請 447 件 
自費工事施工願、道路一時使用

願、沿道掘削願 

道路占用許可申請 1,286 件 
ガス、東電、一般、上下水道 

ＮＴＴ、道路占用 

道路台帳 

平面図 

補正測量 

道路台帳図 

補正作成 

39,280m2 

28 枚 
 

道路台帳調書補正 
1,880m 

37 路線 
 

公共用地 

境界確定 

測量 

申請 92 件 受理件数（取下げ除く） 

公共用地境界確定 

測量 

179m 

1,793m2 
 

法定外公共物用地 

境界確定 

120m 

97m2 
 

道路等維持に関わる対応件数 

（巡回中発見件数含む） 
3,423 件 

舗装、誘導ブロック、原因者指導 

側溝・街渠補修、桝浚渫・防臭、桝

蓋交換、防護柵・車止め、看板類設

置・補修、道路反射鏡補修、冠水処

理、積雪対策、清掃・清掃ごみ回

収、車・バイク・自転車回収 

不法投棄物処理、その他 

道路事業用地管理 7件 除草、管理柵（単契） 

工事 

道路新設整備 1件 測量、設計 

道路拡幅改修整備 
2件 測量、設計（単契） 

0 件 工事 

道路改良整備 

2件 設計 

19 件 測量・設計（単契） 

15 件 改良工事 

28 件 改良工事（単契） 

0 件 その他工事 

1件 その他、診断・調査・測量 

用水路維持工事 14 件 除草、浚渫、Ｕ字溝設置等 
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施設部門 主な業務内容 
取り扱い数量／年（令和４年度） 

数量 主な内容 

道路 

橋りょう 

立体横断施設等 

大型構造物 

法定外公共物 

工事 
みちづくり 

バリアフリー化整備 
1件 設計 

電線類地中化事業 1件 測量、設計、工事 

けやき並木周辺整備 
2件 測量、設計 

4件 測量、設計（単契） 

都市計画道路事業用地管理 11 件 除草、管理柵、整地工（単契） 

都市計画道路整備事業 6件 測量、設計（単契） 

道路附属物 

標識 - 
上記、道路等維持に関わる対応件

数に含む 

街路灯 

交通安全灯修理 
14 件 球交換 

36 件 その他修理 

交通安全灯工事 
4基 設置 

0 基 塗装 

防犯灯修理 
27 件 球交換 

58 件 その他修理 

防犯灯工事 

13 基 新設 

5 基 建て替え 

1 基 撤去 

2 基 その他工事 

道路 

反射鏡 

点検清掃 1,055 基 
３，１６７基を３年に１回点検清掃の

ため、平均値 

修理 - 上記、道路維持修繕に含む 

新設 7 基 設置 

街路樹 

除草 166,983m2 
植樹帯、芝生地、草刈 

(５５，６６１㎡の面積を年３回) 

剪定 
2,765 本 

中高木(８，２９７本を最低３年に１回

剪定のため、平均値) 

63 本 ケヤキ並木(毎年剪定) 

伐採 124 本 大径木の間引き 

街路樹等維持に係わ

る対応件数(巡回中発

見件数含む) 

1,245 件 
剪定(ヤゴ取り含む)、除草、添木の

設置・補修、伐採(折れ枝回収含む) 

公園緑地等 

公園整備工事 11 件 
トイレ改修工事・フェンス改修工事

等 

公園等使用申請 1,025 件 自治会活動、保育園、撮影等 

公園等占用申請 54 件 
電柱・電線・埋設管等、隣接足場工

事等 

樹木管理業務 - 
枯損木伐採、剪定、生垣・中低木刈

込、除草等 
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施設部門 主な業務内容 
取り扱い数量／年（令和４年度） 

数量 主な内容 

公園緑地等 

池流れ清掃 3か所 
府中公園、西府緑地 

多摩川親水公園 

水路清掃 3か所 
ニケ村緑道、市川緑道 

第二都市遊歩道 

砂場殺菌 165 か所 
異物除去・消毒、砂補充 

検体分析 

パトロール 3,424km 
緑道等維持管理にて、毎日・毎週・

月一にて実施 

清掃業務 219 か所 シルバー清掃 

自治会清掃 120 か所 自治会委託 

ボランティア清掃 50 団体 
まちなかきらら 

（インフラ管理ボランティア活動） 

下水道 

下水道管清掃 14,678.1m 土砂・モルタル・木根等除去 

既設下水道管調査 
13,657.0m テレビカメラ調査 

262 か所 取付管テレビカメラ調査 

合流式下水道 

雨天時放流水質調査 
3か所 雨水吐口ＢＯＤ測定 

下水道台帳システム整備 1件  

維持工事 

62 か所 蓋取替え等 

26 件 下水道施設維持補修工事 

1件 
押立ポンプ場非常用発電機及び排

煙除去装置補修工事 

36.37m 公共下水道管撤去工事 

下水道工事 

下水道施設老朽化対策工事 

下水道施設耐震化工事 

6件  
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3.4  インフラ管理ボランティア制度(府中まちなかきらら)の推移 

市が清掃用具などの補助を行い、市民や企業に市内の道路や公園の清掃活動を無償ボラン

ティアとして協力していただいている府中まちなかきららの登録団体数は、平成２９年度の

開始以来、年々増加しています。 

なお、登録の種類は２つあり、長期登録は１年以上の継続をすることに加え、１か月に２

日以上活動することが条件となっています。一方、短期登録は希望する活動期間が１～７日

間であることが条件です。市では、今後も道路・公園のインフラ管理ボランティア制度を推

進していきます。 

平成２９年度以降の登録団体数の推移は、次のとおりです。 

 

表３－４－１ 府中まちなかきらら登録団体数 

年度 長期登録 短期登録 

平成２９年度 30 団体 31 団体 

平成３０年度 38 団体 37 団体 

令 和 元 年 度 38 団体 55 団体 

令 和 ２年 度 37 団体 42 団体 

令 和 ３年 度 53 団体 30 団体 

令 和 ４年 度 64 団体 18 団体 

 

表３－４－２ 府中まちなかきらら登録団体数（分類別） 

年度 
道路 公園 

長期 短期 長期 短期 

平成２９年度 9 団体 15 団体 21 団体 16 団体 

平成３０年度 11 団体 15 団体 27 団体 22 団体 

令 和 元 年 度 12 団体 19 団体 26 団体 36 団体 

令 和 ２年 度 11 団体 6 団体 26 団体 36 団体 

令 和 ３年 度 12 団体 6 団体 41 団体 24 団体 

令 和 ４年 度 13 団体 4 団体 51 団体 14 団体 
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3.5  インフラに係る決算の推移 

3.5.1  管理費用位置付け 

市のインフラに係る費用の分類は、次のとおりです。 

歳出については、維持管理費・補修更新費・諸経費は所管課※の予算、人件費は庁内全体

の人事部署の予算となっていますが、並列で整理しています。 

歳入は事業に直接充当する補助金等を除き、市全体の予算に入ります。また、地方譲与

税はインフラ管理に限らず使用されます。よって、それらすべてが管理費用に充当される

わけではありません。 

※平成２９年度～令和元年度は管理課・土木課・公園緑地課、令和２年度～令和４年度は道路課（管理課と

土木課が統合）・公園緑地課のことを指します。 

 

表３－５－１－１ インフラに係る費用の分類 

分類 内容 費目 

歳

出 

維持 

管理費 
日常を維持するための保守等に係る経費 

関連する協議会等の負担金測

量や調査等委託費、清掃・ごみ

処理委託費、施設点検経費、光

熱水費、システム等使用料（運

営費）、事務費用 

補修 

更新費 

機能を維持するための補修や施設の更新

費・新設に係る経費 

補修・改良・整備費 

設計委託費、新設費など 

諸経費 
維持管理費・補修更新費以外の、所管部署

における事業や事務の執行上必要な経費 
旅費、需用費、通信費など 

人件費 職員の給与や退職手当などに係る経費 
人件費、退職手当 

間接部門費 

歳

入 

市歳入 

使用料や占用料などのインフラを管理するこ

とで得る収入や補助金などのインフラを管理

するための収入 

使用料、占用料、負担金 

補助金など 

地方 

譲与税 

地方税制度により、国税が道路延長や面積

などの客観的な基準で地方公共団体に配分

されることで得る収入 

自動車重量譲与税 

地方揮発油譲与税 
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3.5.2  維持管理費及び補修更新費の推移 

3.5.2.1  インフラ経費の推移 

市全体の決算に対するインフラ経費は次のとおりです。市全体の決算に対してインフ

ラに係る経費は、約５％から約１５％の割合で推移し、１７年間の平均は約８％です。 

 

 

図３－５－２－１ インフラ経費の推移 

 

3.5.2.2  道路・橋りょう・その他道路施設に係る経費の推移 

平成元年度以降の各年度決算書に基づき、道路・橋りょう・その他道路施設に係る経

費を整理しました。決算費目は、「維持管理費」と「補修更新費」と「諸経費」に大別さ

れます。これらの推移は、平成３年度（２８．６８億円）をピークに減少傾向にありま

したが、近年では増加しています。 

 

 
図３－５－２－２ 道路・橋りょう・その他道路施設の維持管理、補修更新に係る経費額全体の推移 

※平成２９年度以降、維持管理に係る経費を維持管理費、補修更新に係る経費を補修更新費、その

他を諸経費として集計しています。 
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3.5.2.3  公園緑地等に係る経費の推移 

平成元年度以降の各年度決算書に基づき、公園緑地等に係る維持管理、補修更新の経

費の推移を整理しました。 

平成元年度～３０年度にかけて平均６．６４億円で推移していましたが、近年は増加

がみられ、令和以降は平均１２．７５億円となっています。 

なお、平成１７年度は矢崎町防災公園が開設されたため、「公園新設費」が多くなって

います。 

 

表３－５－２－１ 公園緑地等に係る経費の説明 

費目 経費の内容 

公園新設費 新たに公園を新設する経費 

公園改築費 公園を補修、更新する経費 

公園管理費 公園の清掃、樹木の剪定などの経費 

 

 

図３－５－２－３ 公園緑地等の維持管理、補修更新経費の推移 
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3.5.3  維持管理に係る経費 

平成２９年度から令和４年度における、インフラ施設の清掃や光熱水費、点検など日常

のメンテナンス等の維持管理に係る経費を目的別に整理しました。 

 

（1） 道路・橋りょう・その他道路施設 

道路・橋りょう・その他道路施設の維持管理に係る経費は、近年大幅な増加が見ら

れます。また、「府中市道路等包括管理事業」に係る費用が維持管理費に計上され、運

用規模拡大に比例して経費が増加しています。 

 

 

図３－５－３－１ 道路・橋りょう・その他道路施設の維持管理費の推移 

 

（2） 公園緑地等 

公園緑地等の維持管理に係る経費は、平成元年度以降横ばいで推移していましたが、

近年増加傾向にあります。 

 

 
図３－５－３－２ 公園緑地等の維持管理費（公園管理費）の推移 
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※出典：『府中市道路等包括管理事業運用方針【改定版】』（令和５年） 

  

 

■道路等包括管理事業とは 

舗装の補修や街路樹剪定などの異なる業務を一括して複数年度契約で事業者に委託し、合わせ

て事務処理方法の見直し及び効率化を行うとともに、性能発注※の手法を取り入れることで民間事

業者のノウハウを活用し、市民サービスの向上及び管理経費増大の抑制を図ることを目的とする事

業です。 

※性能発注とは、発注者が求める性能を満たすことを目的とし、受注者が自ら手法を提案して行う委託方式

です。この方法の場合、サービス水準を順守するための具体的な手法やプロセス等については、事業者

の自由裁量に任せられるため、事業者のノウハウを活かした創意工夫が発揮できます。 

 

 

図３－５－３－３ 道路等包括管理事業のイメージ 

 

■府中市道路等包括管理事業（全域１期）概要 

対象区域 府中市全域（３地区に区分） 

期間 令和３年４月から令和６年３月まで 

対象業務 

 

（総価契約）統括マネジメント、巡回、清掃、植栽管理、害獣・害虫対応、道路

反射鏡・案内標識・街区表示板管理、補修・修繕、事故対応、災害対応、コー

ルセンター、要望相談対応、占用物件管理、法定外公共物管理 

（単価契約）補修・更新、樹木剪定等 

 

 

図３－５－３－４ 対象区域 

府中市道路等包括管理事業 
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3.5.3.1  車道 

簡易的な舗装の補修や清掃など車道の維持管理に係る経費を整理しました。 

平成２９年度から令和２年度にかけて増加傾向にありましたが、令和３年度以降、道

路等包括管理事業の対象範囲が全域に拡大したことで、経費が大幅に減少しています。 

 

 

図３－５－３－５ 車道の維持管理に係る経費の推移 

 

3.5.3.2  歩道・植樹ます 

歩道・植樹ますの維持管理に係る経費を整理しました。 

けやき並木通りの植樹帯改修工事を実施した平成２９年度と平成３０年度が突出して

多くなっています。令和元年度以降、減少傾向にあります。 

 

 

図３－５－３－６ 歩道・植樹ますの維持管理に係る経費の推移 
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3.5.3.3  標識（案内標識・警戒標識・その他標識） 

標識の維持管理に係る経費を整理しました。 

平成２９年度から令和２年度においては、標識の維持管費を必要とする事例は発生し

ていません。また、令和３年度以降は道路等包括管理事業による維持管理を行っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.5.3.4 街路灯 

街路灯の球交換や光熱費などの維持管理に係る経費を整理しました。 

維持管理費は、光熱費が大半を占めています。令和元年度に大幅に減少していますが、

光熱費の増額に加え、令和３年度と令和４年度に交通安全灯の点検が実施され、増加傾

向となっています。 

 

 

図３－５－３－７ 街路灯の維持管理に係る経費の推移 
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3.5.3.5  道路反射鏡 

道路反射鏡の清掃や角度調整などの維持管理に係る経費を整理しました。 

経費は平成２９年度から令和２年度にかけて概ね減少傾向にあります。令和３年度以

降は、道路等包括管理事業内で市全域の道路反射鏡を管理しているため、経費が計上さ

れていません。 

 

 

図３－５－３－８ 道路反射鏡の維持管理に係る経費の推移 

 

3.5.3.6  街路樹 

街路樹の剪定や除草などの維持管理に係る経費を整理しました。 

定期的な高木の剪定などを実施し、経費は概ね減少傾向にあります。令和３年度以降

は、道路等包括管理事業内で市全域の街路樹を管理しているため、経費が計上されてい

ません。 

 

 

図３－５－３－９ 街路樹の維持管理に係る経費の推移  
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3.5.3.7  橋りょう 

橋りょうの法定点検に係る経費を整理しました。 

定期点検を実施したため、令和３年度は経費が大幅に増加しています。 

 

 

図３－５－３－１０ 橋りょうの維持管理に係る経費の推移 

 

 

3.5.3.8  立体横断施設等 

立体横断施設等の保守管理などの維持管理に係る経費を整理しました。 

エレベーター等の保守管理や警備に係る台数や件数が異なるため、年度ごとに経費の

差があります。 

 

 

図３－５－３－１１ 立体横断施設等の維持管理に係る経費の推移 
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3.5.3.9  大型構造物 

大型構造物の保守管理などの維持管理に係る経費を整理しました。 

令和元年度以前は、主に西府駅自由通路とポンプ室の管理に係る経費が横ばいで推移

していましたが、多磨駅自由通路が開設された令和２年度以降は増加しています。 

 

 

図３－５－３－１２ 大型構造物の維持管理に係る経費の推移 

 

3.5.3.10  公園緑地等 

公園緑地等の清掃や樹木の剪定などの維持管理に係る経費を整理しました。 

インフラマネジメントシステムの導入や樹木調査を実施した令和元年度の経費が多く

なっていますが、概ね増加傾向にあります。 

 

 

図３－５－３－１３ 公園緑地等の維持管理に係る経費の推移 

  

5.7

5.7

4.8

3.6

3.6

4.2

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0

R4

R3

R2

R1

H30

H29

879.3

822.3

794.9

956.2

733.5

608.9

0.0 200.0 400.0 600.0 800.0 1000.0 1200.0

R4

R3

R2

R1

H30

H29

（年度） 

（百万円） 

（年度） 

（百万円） 

3-5 

イ
ン
フ
ラ
に
係
る
決
算
の
推
移 



  146 

3.5.3.11  法定外公共物 

法定外公共物の清掃や除草などの維持管理に係る経費を整理しました。 

維持管理に加え、法定外公共物活用検討業務を実施した平成３０年度、令和２年度は

前年度に比べて大幅に経費が増加しています。また、廃道路敷現況調査を実施した令和

３年度は、突出して経費が多くなっています。 

 

 

図３－５－３－１４ 法定外公共物の維持管理に係る経費の推移 

 

3.5.3.12  道路施設・公園緑地等以外の維持管理費 

関連協議会等の負担金、システム等使用料など、道路施設・公園緑地等以外の維持管

理に係る経費を整理しました。 

利用するシステムの増加により、経費が概ね増加傾向にあります。 

 

 

図３－５－３－１５ 道路施設・公園緑地等以外の維持管理に係る経費の推移 
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3.5.3.13  道路等包括管理事業に係る経費 

道路等包括管理事業に係る経費を予算書に基づいた項目ごとに整理しました。 

全項目において、北西地区で試行運用を開始した平成３０年度から経費が計上され、

事業の対象範囲が全域に拡大した令和３年度に経費が大幅に増加しています。 

 

 

図３－５－３－１６ 道路等包括管理事業（道路維持・工事）に係る経費の推移 

 

 

 

図３－５－３－１７ 道路等包括管理事業（道路維持・清掃）の維持管理に係る経費の推移 
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図３－５－３－１８ 道路等包括管理事業（街路樹）の維持管理に係る経費の推移 

 

 

 

図３－５－３－１９ 道路等包括管理事業（交通安全施設）の維持管理に係る経費の推移 
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図３－５－３－２０ 道路等包括管理事業（法定外公共物）の維持管理に係る経費の推移 

 

 

3.5.3.14  道路等包括管理事業（道路施設以外） 

道路施設以外の道路等包括管理事業に係る経費を整理しました。 

包括的民間委託実施支援業務や事業評価等の委託費やシステムの借上等、事業を運営

するための費用が計上されています。 

令和２年度と令和３年度に経費が突出していますが、国からの先導的官民連携支援事

業補助金を利用したため、この業務に伴う市独自の支出額は発生しておりません。 

 

令和２年度 道路等包括管理事業効率化方策検討委託 決算額 １４．７百万円 

令和３年度 道路等包括管理事業高次効率化・拡充化検討委託 決算額 １３．８百

万円 

 

 

図３－５－３－２１ 道路等包括管理事業（道路施設以外）の維持管理に係る経費の推移 
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3.5.4  補修更新に係る経費 

（1） 道路・橋りょう・その他道路施設の補修更新に係る経費の推移 

平成元年度以降の各年度決算書に基づき、道路・橋りょう・その他のインフラの補

修更新に係るインフラ経費を整理しました。 

平成初期に比べて減少していますが、過去６年間は概ね増加傾向にあります。 

 

 

図３－５－４－１ 道路・橋りょう・その他インフラの補修更新費の推移 

 

（2） 公園緑地等に係る経費の推移 

平成元年度以降の各年度決算書に基づき、公園緑地等に係る補修更新の経費の推移

を整理しました。 

平成以降、経費は増加と減少を繰り返し、年度により大きな差があります。近年で

は、公園新設費は減少傾向、公園改築費が増加傾向にあります。 

 

 

図３－５－４－２ 公園緑地等の補修更新費（公園新設費・公園改築費）の推移 
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3.5.4.1  車道 

車道の舗装改良工事などの補修更新に係る経費を整理しました。 

大規模な電線共同溝整備工事を実施した平成２９年度が突出して経費が多くなってお

り、平成２９年度と令和２年度を区切りに段階的に減少しています。 

 

 

図３－５－４－３ 車道の補修更新に係る経費の推移 

 

3.5.4.2  歩道・植樹ます 

歩道・植樹ますのバリアフリー化工事などの補修更新に係る経費を整理しました。 

バリアフリー化整備工事が行われた平成３０年度から令和２年度は経費が突出してい

ます。 

 

 

図３－５－４－４ 歩道・植樹ますの補修更新に係る経費の推移 
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3.5.4.3  標識（案内標識・警戒標識・その他標識） 

標識の新設などの補修更新に係る経費を整理しました。 

平成２９年度から令和４年度においては、標識の補修更新費を必要とする事例は発生

していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.5.4.4  街路灯 

街路灯の新設、建替えなどの補修更新に係る経費を整理しました。 

平成３０年度より防犯灯・交通安全灯のＬＥＤ化が行われ、経費が大幅に増加してい

ます。さらに、令和２年度は競馬場通り整備事業を実施したため、経費が突出していま

す。 

 

 

図３－５－４－５ 街路灯の補修更新に係る経費の推移 
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3.5.4.5  道路反射鏡 

道路反射鏡の新設、建替えなどの補修更新に係る経費を整理しました。 

主に道路反射鏡設置工事費が計上され、過去６年間では概ね減少傾向にあります。 

 

 

図３－５－４－６ 道路反射鏡の補修更新に係る経費の推移 

 

3.5.4.6  街路樹 

街路樹の伐採などの補修更新に係る経費を整理しました。 

主に大径木の伐採、中低木植替の経費を計上しています。件数が多い年度は、経費が

多くなっているため、年度ごとに差が生まれています。 

 

 

図３－５－４－７ 街路樹の補修更新に係る経費の推移 
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3.5.4.7  橋りょう 

橋りょうの設置などの補修更新に係る経費を整理しました。 

年度による差があり、補修工事等の件数が多かった令和３年度の経費が突出していま

す。 

 

 

図３－５－４－８ 橋りょうの補修更新に係る経費の推移 

 

3.5.4.8  立体横断施設等 

立体横断施設等の保守などの補修更新に係る経費を整理しました。 

立体横断施設等が新設された平成２９年度と令和３年度の経費が突出しています。 

 

 

図３－５－４－９ 立体横断施設等の補修更新に係る経費の推移 
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3.5.4.9  大型構造物 

大型構造物の設置工事などの補修更新に係る経費を整理しました。 

平成２９年度から令和４年度においては、大型構造物の補修更新費を必要とする事例

は発生していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.5.4.10  公園緑地等 

公園緑地等の新設、改修工事などの補修更新に係る経費を整理しました。 

平成３０年度に建設事業委託料が増加したため、その影響により大幅に増加していま

す。その後、令和元年度を区切りに減少傾向にありましたが、維持補修工事費の増額に

伴い、令和４年度は著しく増加しています。 

 

 

図３－５－４－１０ 公園緑地等の補修更新に係る経費の推移 
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3.5.4.11  法定外公共物 

法定外公共物の改修工事などの補修更新に係る経費を整理しました。 

令和２年度から令和４年度にかけて実施した水路改修工事費や用排水路維持工事費が

計上されています。 

 

 

図３－５－４－１１ 法定外公共物の補修更新に係る経費の推移 

 

3.5.4.12  道路施設・公園緑地等以外の補修更新費 

道路施設・公園緑地等以外の補修更新に係る経費を整理しました。 

窓口セルフサービスシステムの改良業務や案内表示構造物取替工事を実施した令和元

年度、令和４年度のみ経費が計上されています。 

 

 

図３－５－４－１２ 道路施設・公園緑地等以外の補修更新に係る経費の推移 
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3.5.5  諸経費 

維持管理費、補修更新費以外のインフラ管理に係る経費は、次のとおりです。 

概ね横ばいで推移していますが、近年では複写機やシステム等の使用料が計上され、経

費は増加傾向にあります。 

 

 

図３－５－５－１ インフラ管理に係る諸経費の推移 

 

3.5.6  人件費 

インフラ管理に係る歳出として、所管課※の人件費に係る経費は、次のとおりです。 

※Ｐ１３６の注釈に記載のとおりです。 

 

表３－５－６－１ 人件費実績（所管課） 

令和４年度実績 

人件費 305,077 千円 

委託費 2,761,021 千円 

物件費 158,465 千円 

退職手当等 36,419 千円 

間接部門費 140,405 千円 

 

【算出方法】 

 

※出典：『一般会計等行政コスト計算書』（令和６年）、『広報ふちゅう』（令和５年）、『府中市職員の給与・

定員管理等の状況』（令和５年） 
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3.5.7  歳入の推移 

3.5.7.1  市歳入 

所管課※のインフラ管理に係る歳入は次のとおりです。 

過去６年間の平均は５．４４億円です。占用料は平均３．６７億円となっており、半

数以上を占めています。占用料と使用料は概ね横ばいで推移していますが、補助金やそ

の他歳入の増減により、総額に差が生じています。 

※Ｐ１３６の注釈に記載のとおりです。 

 

 

図３－５－７－１ インフラ管理に係る歳入の推移 

 

3.5.7.2  地方譲与税 

市の地方譲与税の内訳は次のとおりです。 

自動車重量譲与税と地方揮発油譲与税が該当しますが、その使途に制限はなく、一部

がインフラ管理に充当されます。なお、過去６年間では、概ね横ばいで推移しています。 

 

 

図３－５－７－２ 地方譲与税内訳の推移 
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3.5.8  下水道に係る経費 

3.5.8.1  支出 

下水道は、公営企業会計により独立して事業が行われています。支出には、維持管理

費のほか、補修更新費として老朽化対策や地震対策などの建設費と起債償還費（公債費）

が計上されています。収入は、主に、下水道使用料と一般会計繰入金のほか、起債が含

まれています。 

 

（1） 下水道事業費の総支出の状況 

下水道事業費の累計は、平成３０年度時点で約２，３５４億円となります。 

昭和５６年度をピークに減少傾向となり、下水道の普及率が１００％となった昭和

５９年度以降は、事業費が４０億円程度で推移しています。平成３０年度の決算額は、

約３４億円となっています。 

 

 

図３－５－８－１ 下水道事業費の推移 

※出典『府中市下水道マスタープラン２０２０』（令和２年） 

※『本白書』では、グラフ中の「建設費」と「公債費」は「補修更新費」として整理してい

ます。 
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（2） 建設改良費の推移 

下水道施設の建設改良費は、事業着手から現在までに約８４１億円が投じられてお

り、約７６０ｋｍの管きょが敷設されています。昭和５５年ごろをピークに、整備が

概ね完了した昭和６０年ごろから建設改良費は激減していますが、近年は、老朽化対

策事業により増加傾向にあります。 

 

 

図３－５－８－２ 建設改良費の推移 

※出典『府中市下水道マスタープラン２０２０』（令和２年） 

 

（3） 維持管理費の推移 

管きょやポンプ場などの下水道施設の維持管理費は、年間約２０～２３億円で推移

し、全体的には横ばいの傾向にあります。そのうちの全体の約６５％である約１３～

１５億円が流域下水道の下水処理に係る維持管理負担金です。 

 

 

図３－５－８－３ 維持管理費の推移 

※出典『府中市下水道マスタープラン２０２０』（令和２年）  
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（4） 企業債償還費の推移 

企業債償還費は、平成２年度の約２１億円をピークに建設費の減少に伴い、年々減

少する傾向にあります。平成３０年度末の企業債償還費は約３億円になっています。 

 

 

図３－５－８－４ 企業債償還費の推移 

※出典『府中市下水道マスタープラン２０２０』（令和２年） 
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3.5.8.2  収入 

下水道課の収入は、下水道使用料収入と雨水処理経費としての一般会計からの繰入金

のほか起債などが財源になります。 

 

 

図３－５－８－５ インフラ管理に係る収入の推移（下水道） 
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3.5.9  歳出・歳入の比較 

インフラに係る歳出と歳入は以下のとおりです。 

所管課※の歳出は、概ね増加傾向にありましたが、令和元年度以降緩やかに減少していま

す。歳入は、補助金が多い平成３０年度以降概ね減少傾向にあります。 

また、下水道課の支出は、２～３年ごとに増減を繰り返しています。収入は、その他が

多い平成２９年度が突出していますが、概ね横ばいで推移しています。 

※Ｐ１３６の注釈に記載のとおりです。 

 

 
図３－５－９－１ 過去６年間の歳出・歳入の内訳（所管課） 

 

 

 
図３－５－９－２ 過去６年間の支出・収入の内訳（下水道課） 
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第 4 章  将来の管理に係る経費の予測について 

インフラの管理に係る「維持管理費」、「補修更新費」、「人件費」について、今後３０年間（令

和５年度～令和３４年度）の将来予測を算出します。 

ただし、下水道は他のインフラと分けて方針を考える必要があります。下水道は一般会計で

はなく、令和２年度より公営企業会計となり、個別事業として状況や資金運営の明確化を行っ

ており、下水道使用料や起債などを財源に運営しています。そのため、『本白書』では、道路施

設・公園緑地等と下水道の経費を分けて記載します。なお、下水道の将来予測は『府中市下水

道マスタープラン２０２０』（令和２年）により見通しを立てています。 

 

4.1  将来予測の条件 

経費を予測するにあたって、インフラの現状の管理水準を維持するための、日常的な管理

や工事、補修を行うことを前提とします。実態の分析結果から「維持管理費」、「補修更新費」、

「人件費」の将来予測の条件を、それぞれ表４－１－１、表４－１－２、表４－１－３のと

おり設定します。なお、原則として各年度による増減を平準化するため、平成２９年度から

令和４年度までの経費の年間平均に基づき、「維持管理費」、「補修更新費」を算出します。ま

た、同様の考えから、表４－１－４のとおり設定し、「歳入」を算出します。 
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表４－１－１ 「維持管理」に係る将来予測の条件 

施設項目 種別 予測の条件（実態の分析結果より） 

道路 
車道 

５年ごとに実施する路面性状調査の経費を見込んだ、過去６
年間における経費の年間平均を計上する。 
過去６年間の平均の面積増加分（＋７．５ｋ㎡／年）を計上す
る。 

歩道・植樹ます 過去６年間における経費の年間平均を計上する。 

道路 
附属物 

標識 
(案内標識 
警戒標識 
その他標識) 

５年ごとに定期点検の経費を計上する。 

街路灯 
過去６年間における経費の年間平均を計上する。 
過去６年平均の年間増加分（＋２３４基／年）を計上する。 

道路反射鏡 
過去６年間における経費の年間平均を計上する。 
過去６年平均の年間延長増加分（＋１０基／年）を計上する。 

街路樹 令和５年度予算を計上する。 

橋りょう ５年ごとに実施する定期点検の経費等を計上する。 

立体横断施設等 
過去６年間における経費の年間平均を計上する。 
５年ごとに橋梁・ペデストリアンデッキの定期点検等の経費を
計上する。 

大型構造物 
過去６年間における経費の年間平均を計上する。 
５年ごとに定期点検の経費を計上する。 

公園緑地等 

令和５年度予算を計上する。 

過去６年間の平均の面積増加分（＋３，３６３㎡／年）を計上

する。 

法定外公共物 過去６年間における経費の年間平均を計上する。 

道路等包括管理事業 全域２期が開始する令和６年度の予算を計上する。 

下水道 

『府中市下水道マスタープラン２０２０』（令和２年）を基に、令

和２年度から令和３１年度までの３０年間で見通した、維持管

理費を転記している。 

※下水道事業では、日常的な清掃、部分的な補修などの経費を「維持管理費」としています。 
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表４－１－２ 「補修更新」に係る将来予測の条件 

施設項目 種別 予測の条件（実態の分析結果より） 

道路 
車道 

予防保全型管理（打換え更新→オーバーレイ補修）によるシミ
ュレーションより算出する。 
過去６年間の平均の面積増加分（＋７．５ｋ㎡／年）を計上す
る。 

歩道・植樹ます 過去６年間における経費の年間平均を計上する。 

道路 
附属物 

標識 
(案内標識 
警戒標識 
その他標識) 

３年ごとに補修更新工事の経費を計上する。 

街路灯 
防犯灯と交通安全灯の球交換を３０年間で２回実施すること

を想定した経費を計上する。 

道路反射鏡 過去６年間における経費の年間平均を計上する。 

街路樹 過去６年間における経費の年間平均を計上する。 

橋りょう 
『府中市橋梁長寿命化修繕計画』（令和４年）より算出した経
費を計上する。 

立体横断施設等 
『府中駅ペデストリアンデッキ維持管理計画』（令和２年）より
算出した経費を計上する。 
エレベーター新設費を計上する。 

大型構造物 
擁壁・カルバート修繕費を計上する。 
冠水表示板の更新費等を計上する。 

公園緑地等 

遊戯施設は、『府中市公園施設長寿命化計画』（令和５年）の

設定予算を計上する。 

便益施設は、１施設あたりの想定経費と箇所数より算出す

る。 

法定外公共物 過去６年間における経費の年間平均を計上する。 

下水道 

『府中市下水道マスタープラン２０２０』（令和２年）を基に、令

和２年度から令和３１年度までの３０年間で見通した、建設改

良費と企業債償還費を転記している。 
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表４－１－３ 「人件費」に係る将来予測の条件 

種別 予測の条件（実態の分析結果より） 

人件費 令和４年度の人件費を計上する。 

 

表４－１－４ 「歳入」に係る将来予測の条件 

種別 予測の条件（実態の分析結果より） 

占用料 
過去６年間における歳入額の年間平均を計上する。 

道路延長増加に伴う増額分を計上する。 

使用料 過去６年間における歳入額の平均額を計上する。 

補助金 
過去６年間における歳入額の年間平均より、歳出に対する補助金

の割合を算出し、今後の予測経費に適用する。 

自動車重量譲与税 
過去６年間における歳入額の年間平均を計上する。 

道路延長増加に伴う増額分を計上する。 

地方揮発油譲与税 
過去６年間における歳入額の年間平均を計上する。 

道路延長増加に伴う増額分を計上する。 

負担金 過去６年間における歳入額の年間平均を計上する。 

事業収入 過去６年間における歳入額の年間平均を計上する。 

手数料 過去６年間における歳入額の年間平均を計上する。 

その他 過去６年間における歳入額の年間平均を計上する。 

下水道 

『府中市下水道マスタープラン２０２０』（令和２年）を基に、令和２年

度から令和３１年度までの３０年間で見通した、収益的収入と資本

的収入を転記している。 
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4.2  インフラ経費の将来予測 

4.2.1  将来予測の内訳（維持管理費） 

4.2.1.1  車道 

維持管理に関する経費は、今後３０年間で５５．２６億円、年間あたり１．８４億円

になると見込んでいます。 

道路・広場等の清掃や５年に１回実施する路面性状調査の経費など、過去６年間にお

ける経費（１．７７億円／年）を今後も計上していくことを想定しています。さらに、

今後想定される道路面積増加分（７．５ｋｍ２／年）に伴う経費（４９万円／年）を加味

して算出しています。 

 

4.2.1.2  歩道・植樹ます 

維持管理に関する経費は、今後３０年間で２．８９億円、年間あたり０．１０億円に

なると見込んでいます。 

歩道の警備や除草作業、植込の清掃など、過去６年間における経費（９６５万円／年）

を今後も計上していくことを想定しています。 

 

4.2.1.3  標識 

維持管理に関する経費は、今後３０年間で０．３９億円、年間あたり０．０１億円に

なると見込んでいます。 

今後想定される大型道路標識の点検費（６４８万円／５年）を計上しています。 

 

4.2.1.4  街路灯 

維持管理に関する経費は、今後３０年間で３０．５１億円、年間あたり１．０２億円

になると見込んでいます。 

街路灯の修理費や光熱費など、過去６年間における経費（８，４８６万円／年）を今

後も計上していくことを想定しています。 

また、道路延長増加に伴う維持管理費の増加（１０９万円／年）を加味して算出して

います。 

 

4.2.1.5  道路反射鏡 

維持管理に関する経費は、今後３０年間で０．６５億円、年間あたり０．０２億円に

なると見込んでいます。 

清掃や軽微な補修など、過去６年間における経費（２０８万円／年）を今後も計上し

ていくことを想定しています。また、道路延長増加に伴う維持管理費の増加（１万円／

年）を加味して算出しています。 
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4.2.1.6  街路樹 

維持管理に関する経費は、今後３０年間で１．２４億円、年間あたり０．０４億円に

なると見込んでいます。 

道路等包括管理事業で担う管理以外の街路樹に係る経費を想定している令和５年度の

予算（４１５万円／年）より算出しています。 

 

4.2.1.7  橋りょう 

維持管理に関する経費は、今後３０年間で４．１３億円、年間あたり０．１４億円に

なると見込んでいます。 

５年に１回実施する橋りょう点検の経費等（６，８８４万円／５年）を計上していま

す。 

 

4.2.1.8  立体横断施設等 

維持管理に関する経費は、今後３０年間で１０．２１億円、年間あたり０．３４億円

になると見込んでいます。 

エスカレーターやエレベーターの定期点検や警備、清掃費など、過去６年間における

経費（３，０６９万円／年）を今後も計上していくことを想定しています。また、５年

に１回実施する府中駅前のペデストリアンデッキの点検に係る経費（１，５００万円／

５年）と府中駅ペデストリアンデッキ維持管理計画費（３５０万円／１０年）を加味し

て算出しています。 

 

4.2.1.9  大型構造物 

維持管理に関する経費は、今後３０年間で１．８４億円、年間あたり０．０６億円に

なると見込んでいます。 

ポンプ室の点検・清掃や西府駅・多磨駅自由通路の維持管理など、過去６年間におけ

る経費（４６０万円／年）を今後も計上していくことを想定しています。さらに、５年

に１回実施する擁壁・ボックスカルバートの定期点検の経費（７７４万円／５年）を加

味して算出しています。 

 

4.2.1.10  公園緑地等 

維持管理に関する経費は、今後３０年間で２８８．５７億円、年間あたり９．６２億

円になると見込んでいます。 

清掃・ごみ回収費、植栽管理費、光熱水費等について令和５年度の予算（９．３３億

円／年）より算出しています。また、過去６年間に増加した公園緑地等の面積（３，３

６３ｍ２／年）を今後も増加するものと想定し、それに伴う維持管理費の増加（１８６万

円／年）を加味して算出しています。 
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4.2.1.11  法定外公共物 

維持管理に関する経費は、今後３０年間で１１．３８億円、年間あたり０．３８億円

になると見込んでいます。 

境界確定に伴う測量や清掃等について、過去６年間における経費（３，７９４万円／

年）を今後も計上していくことを想定しています。 

 

4.2.1.12  道路等包括管理事業 

維持管理に関する経費は、今後３０年間で２０５．９７億円、年間あたり６．８７億

円になると見込んでいます。 

道路等包括管理事業が全域２期に移行する令和６年度の予算（６．８７億円／年）を

今後も計上していくことを想定し、算出しています。 

 

4.2.1.13  下水道 

令和２年度から令和３１年度までの維持管理費の総額は６５３．３６億円、年間あた

り２１．７８億円になると見込んでいます。 

日常的な維持補修のほか、流域下水道の下水処理に係る維持管理負担金を想定してい

ます。なお、維持管理費の総額は次のとおり算出しています。 

 

表４－２－１－１ 維持管理費の予測 

項目・期間 
短期 

（令和２～６年度） 

中期 

（令和７～１１年度） 

長期 

（令和１２～３１年度） 

合計 

（令和２～３１年度） 

維持管理費 4,428 百万円 4,605 百万円 18,420百万円 27,453百万円 

維持管理負担金 6,580 百万円 6,320 百万円 24,983百万円 37,883百万円 

合計 11,008百万円 10,925百万円 43,403百万円 65,336百万円 

※市の下水道施設の維持管理に要する経費です。 

 

 

図４－２－１－１ 維持管理費予測の推移 

※出典：『府中市下水道マスタープラン２０２０』（令和２年） 
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4.2.1.14  維持管理費の将来予測 

維持管理費の将来予測は、次のとおりです。 

維持管理費は、日常的な清掃や部分的な補修などの保守、定期点検等に係る経費です。

そのため、管理量や労務費単価の上昇、緊急な対応により増加する可能性もあります。 

 

表４－２－１－２ 維持管理費の将来予測 

施設項目 

３０年間の 
予測経費 

（令和５年度～ 
令和３４年度） 

３０年間を 
平均化する場合
の予測経費 

実績額 
（平成２９年度～ 
令和４年度） 

３０年間を 
平均化する場合の

予測経費と 
実績額の差額 

Ⅰ Ⅱ＝Ⅰ÷３０ Ⅲ Ⅳ＝Ⅱ－Ⅲ 

① 

道
路 

車道 55.26 億円 1.84 億円/年 1.77 億円/年 
0.07 億円/年 

（実績額比 4.0％） 

歩道・植樹ます 2.89 億円 0.10 億円/年 0.10 億円/年 0 億円/年 

道
路
附
属
物 

標識 0.39 億円 0.01 億円/年 （該当実績無し） 0.01 億円/年 

街路灯 30.51 億円 1.02 億円/年 0.85 億円/年 
0.17 億円/年 

（実績額比 20.0％） 

道路反射鏡 0.65 億円 0.02 億円/年 0.02 億円/年 0 億円/年 

街路樹 1.24 億円 0.04 億円/年 1.09 億円/年 
-1.05 億円/年 

（実績額比-96.3％） 

橋りょう 4.13 億円 0.14 億円/年 0.13 億円/年 
0.01 億円/年 

（実績額比 7.7％） 

立体横断施設等 10.21 億円 0.34 億円/年 0.33 億円/年 
0.01 億円/年 

（実績額比 3.0％） 

大型構造物 1.84 億円 0.06 億円/年 0.05 億円/年 
0.01 億円/年 

（実績額比 20.0％） 

公園緑地等 288.57 億円 9.62 億円/年 7.99 億円/年 
1.63 億円/年 

（実績額比 20.4％） 

法定外公共物 11.38 億円 0.38 億円/年 0.38 億円/年 0 億円/年 

② 
道路等 

包括管理事業 
205.97 億円 6.87 億円/年 5.17 億円/年 

1.70 億円/年 
（実績額比 32.9％） 

道路施設・公園緑地等 
（①） 

407.07 億円 13.57 億円/年 12.71 億円/年 
0.86 億円/年 

（実績額比 6.8％） 

合計額 
（①＋②） 

613.04 億円 20.43 億円/年 17.88 億円/年 
2.55 億円/年 

（実績額比 14.3％） 

 

下水道 653.36 億円 21.78 億円/年 21.93 億円/年 
-0.15 億円/年 

（実績額比-0.7％） 

※項目ごとに集計し、端数処理を行っているため、合計に記載している数値と内訳の合計値が一致しな

い場合があります。 

※１：下水道における支出を含みます。 
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4.2.2  将来予測の内訳（補修更新費） 

4.2.2.1  車道 

（1） 劣化予測式の想定 

国・都道府県・政令指定都市等の多くの団体で採用されている『舗装調査・試験法

便覧』（社団法人日本道路協会，平成１９年）に基づき、平成２３年度と平成２８年度

に実施された路面性状調査の結果を分析することにより、劣化予測式を作成しました。 

 

1） 幹線市道の劣化予測式 

幹線市道の劣化予測式は、以下のとおりです。 

 

表４－２－２－１ 幹線市道の劣化予測式 

項目 予測式 工事後の値 

ひび割れ率（％） Ｃi+5＝1.1292Ｃi+1.8058 0％ 

わだち掘れ量（mm） Ｒi+5＝1.0476Ｒi+1.6500 4mm 

 

Ｃi  ：現在（最新測定値）のひび割れ率 Ｃi+5 ：５年後のひび割れ率 

Ｒi  ：現在（最新測定値）のわだち掘れ量 Ｒi+5 ：５年後のわだち掘れ量 

初期値 ：補修工事後のひび割れ率、わだち掘れ量 i ：経過年数 

 

 

図４－２－２－１ 幹線市道の劣化予測式（ひび割れ率・わだち掘れ量） 
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2） 一般市道の劣化予測式 

一般市道の劣化予測式は、以下のとおりです。 

 

表４－２－２－２ 一般市道の劣化予測式 

項目 予測式 初期値 

ひび割れ率（％） Ｃi+5＝1.0557Ｃi+1.9935 0％ 

わだち掘れ量（mm） Ｒi+5＝1.0058Ｒi+1.6709 0mm 

 

Ｃi  ：現在（最新測定値）のひび割れ率 Ｃi+5 ：５年後のひび割れ率 

Ｒi  ：現在（最新測定値）のわだち掘れ量 Ｒi+5 ：５年後のわだち掘れ量 

初期値 ：補修工事後のひび割れ率、わだち掘れ量 i ：経過年数 

 

 
図４－２－２－２ 一般市道の劣化予測式（ひび割れ率・わだち掘れ量） 
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（2） 将来予測の設定 

1） 管理水準 

今後の舗装における安全性の確保と機能を維持するため、適切な時期に措置を実

施する管理水準を設定します。 

『府中市道路舗装長寿命化修繕計画』（令和２年度）における舗装の管理水準に基

づき、「ＭＣＩ値が４．０を超え５.０以下（修繕が望ましい）」では維持管理、「Ｍ

ＣＩ値４.０以下（修繕が必要、早急に修繕が必要）」では補修更新を実施します。 

 

表４－２－２－３ ＭＣＩ値の管理水準 

評価ランク 評価の範囲 判定結果 措置内容 

水準Ⅰ 0.0 ≦ ＭＣＩ値 ≦ 3.0 早急に修繕が必要 補修更新 

水準Ⅱ 3.0 ＜ ＭＣＩ値 ≦ 4.0 修繕が必要 補修更新 

水準Ⅲ 4.0 ＜ ＭＣＩ値 ≦ 5.0 修繕が望ましい 維持管理 

水準Ⅳ 5.0 ＜ ＭＣＩ値 望ましい管理水準 健全 
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2） 補修サイクル 

長期的な維持管理を実施するため、補修サイクルを設定します。 

維持管理の措置内容は、損傷が軽微な段階で表層を回復するオーバーレイ補修を

実施します。補修更新の措置内容は、損傷が激しい状態で表層から路盤までを回復

する打換え更新を実施します。 

ただし、維持管理は、表層の回復のみのため、路盤までの回復を定期的に行う必

要があり、維持管理と補修更新は繰返し実施する必要があります。 

 

表４－２－２－４ ＭＣＩ値の閾値における措置方法 

MCI 値の閾値 措置内容 工法 補修対象 

ＭＣＩ値≦3.0 補修更新 打換え更新 表層から路盤 

ＭＣＩ値≦4.1 維持管理 オーバーレイ補修 表層のみ 

 

維持管理方法として、損傷が激しくなってから措置を実施する事後保全型管理と、

損傷が軽微な状態で措置を実施する予防保全型管理があります。 

 

表４－２－２－５ 補修サイクル 

維持管理方法 補修サイクル 

事後保全型管理 「打換え更新」の繰返し 

予防保全型管理 「打換え更新」→「オーバーレイ補修」の繰返し※ 

※現在の路盤の損傷状態を一律とするため、打換え更新から実施します。 

 

事後保全型管理と予防保全型管理を比較した結果は、次のとおりです。 

 

 

図４－２－２－３ 事後保全型管理と予防保全型管理の比較 

 

事後保全型管理は、ＭＣＩ値３.０の段階で補修更新を実施することに対し、予防

保全型管理は、ＭＣＩ値４．１の段階でオーバーレイ補修を実施しているため、高

い水準で劣化程度を保つことができます。  

経年数
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（3） 将来予測の比較 

1） 幹線市道の事後保全型管理 

幹線市道の事後保全型管理を劣化予測式によって将来予測しました。 

１サイクルは２０年間であり、合計経費は５８．０８億円、年間あたり２．９０

億円になると見込んでいます。また、１サイクルの平均ＭＣＩ値は、５．４となり

ます。 

 

 

図４－２－２－４ １サイクルにおける事後保全型管理の経費（幹線市道） 

 

 

図４－２－２－５ １サイクルにおける事後保全型管理の劣化程度（幹線市道） 
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2） 幹線市道の予防保全型管理 

幹線市道の予防保全型管理を劣化予測式によって将来予測しました。 

１サイクルは３６年間であり、合計経費は９６．８０億円、年間あたり２．６９

億円になると見込んでいます。また、１サイクルの平均ＭＣＩ値は、５．７となり

ます。 

 

 

図４－２－２－６ １サイクルにおける予防保全型管理の経費（幹線市道） 

 

 

図４－２－２－７ １サイクルにおける予防保全型管理の劣化程度（幹線市道） 
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3） 一般市道の事後保全型管理 

一般市道の事後保全型管理を劣化予測式によって将来予測しました。 

１サイクルは３３年間であり、合計経費は１１６．８８億円、年間あたり３．５

４億円になると見込んでいます。また、１サイクルの平均ＭＣＩ値は、５．１とな

ります。 

 

 

図４－２－２－８ １サイクルにおける事後保全型管理の経費（一般市道） 

 

 

図４－２－２－９ １サイクルにおける事後保全型管理の劣化程度（一般市道） 
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4） 一般市道の予防保全型管理 

一般市道の予防保全型管理を劣化予測式によって将来予測しました。 

１サイクルは５７年間であり、合計経費は１９４．８０億円、年間あたり３．４

２億円になると見込んでいます。また、１サイクルの平均ＭＣＩ値は、５．４とな

ります。 

 

 

図４－２－２－１０ １サイクルにおける予防保全型管理の経費（一般市道） 

 

 

図４－２－２－１１ １サイクルにおける予防保全型管理の劣化程度（一般市道） 
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5） 比較結果 

幹線市道及び一般市道の事後保全型管理と予防保全型管理における将来予測比

較は、次のとおりです。 

 

表４－２－２－６ 幹線市道の将来予測比較 

比較項目 事後保全型管理 予防保全型管理 

１サイクル年数 20 年 36 年 

合計経費 58.08 億円 96.80 億円 

年間あたり経費 2.90 億円 2.69 億円 

１サイクルの平均ＭＣＩ値 5.4 5.7 

 

表４－２－２－７ 一般市道の将来予測比較 

比較項目 事後保全型管理 予防保全型管理 

１サイクル年数 33 年 57 年 

合計経費 116.88 億円 194.80 億円 

年間あたり経費 3.54 億円 3.42 億円 

１サイクルの平均ＭＣＩ値 5.1 5.4 

 

幹線市道の予防保全型管理は、事後保全型管理と比較して、年間あたり０．２１

億円の経費が減少し、１サイクルの平均ＭＣＩ値は０．３高くなります。 

また、一般市道の予防保全型管理は、事後保全型管理と比較して、年間あたり０．

１２億円の経費が減少し、１サイクルの平均ＭＣＩ値は０．３高くなります。 

幹線市道と一般市道ともに、年間あたり経費が減少し、１サイクルの平均ＭＣＩ

値が高くなることから、３０年間の将来予測は予防保全型管理で算出します。 

 

 

図４－２－２－１２ 幹線市道における事後保全型管理と予防保全型管理の比較  
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（4） ３０年間における将来予測 

1） 幹線市道 

幹線市道の予防保全型管理による３０年間の経費予測を行ったところ、合計経費

は８５．３９億円、年間あたり２．８５億円、３０年間の平均ＭＣＩ値は５．６に

なると見込んでいます。 

 

 

図４－２－２－１３ 車道舗装の予防保全型管理に係る経費（幹線市道） 

 

 

図４－２－２－１４ 予防保全型管理による舗装劣化程度（幹線市道） 
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2） 一般市道 

幹線市道の予防保全型管理による３０年間の経費予測を行ったところ、合計経費

は１２０．０１億円、年間あたり４．００億円、３０年間の平均ＭＣＩ値は５．１

になると見込んでいます。 

 

 

図４－２－２－１５ 車道舗装の予防保全型管理に係る経費（一般幹線） 

 

 

図４－２－２－１６ 予防保全型管理による舗装劣化程度（一般市道） 
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3） 結果 

３０年間における経費予測及び劣化予測は次のとおりです。 

 

表４－２－２－８ 経費予測 

道路分類 
３０年間の予測経費 

（令和５年度～令和３４年度） 
年間あたりの予測経費 

幹線市道 85.39 億円 2.85 億円/年 

一般市道 120.01 億円 4.00 億円/年 

増加分 8.71 億円 0.29 億円/年 

合計 214.11 億円 7.14 億円/年 

 

補修更新に関する経費は、今後３０年間で２１４．１１億円、年間あたり７．１

４億円になると見込んでいます。 

今後想定される道路面積増加分（平均７．５ｋ㎡／年）に伴う経費（２，９０５

万円／年）を加味して算出しています。 

 

表４－２－２－９ 劣化予測 

道路分類 
令和３年度時点の 

平均ＭＣＩ値 

３０年間の 

平均ＭＣＩ値 

（令和５年度～令和３４年度） 

平均ＭＣＩ値の差 

幹線市道 6.0 5.6 -0.4 

一般市道 5.6 5.1 -0.5 

 

平均ＭＣＩ値は、令和３年度時点の幹線市道は６．０、一般市道は５．６に対し、

３０年間の平均ＭＣＩ値における幹線市道は５．６、一般市道は５．１となります。

そのため、平均ＭＣＩ値の差は、幹線市道が－０．４、一般市道は－０．５となり

ますが、適切な時期に補修を実施するため、管理水準を満たした維持管理となりま

す。 
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4.2.2.2  歩道・植樹ます 

補修更新に関する経費は、今後３０年間で１６．３９億円、年間あたり０．５５億円

になると見込んでいます。 

歩道の改修工事費など、過去６年間における経費（５，４６３万円／年）を今後も計

上していくことを想定しています。 

 

4.2.2.3  標識 

補修更新に関する経費は、今後３０年間で０．７９億円、年間あたり０．０３億円に

なると見込んでいます。 

３年ごとに実施する案内表示構造物取替工事の経費（７８７万円／３年）を加味して、

算出しています。 

 

4.2.2.4  街路灯 

補修更新に関する経費は、今後３０年間で１１．９０億円、年間あたり０．４０億円

になると見込んでいます。 

防犯灯と交通安全灯の球交換を３０年間で２回実施する場合の経費（防犯灯：１万円

／基、交通安全灯：６万円／基）を加味して、算出しています。 

 

4.2.2.5  道路反射鏡 

補修更新に関する経費は、今後３０年間で０．６５億円、年間あたり０．０２億円に

なると見込んでいます。 

設置工事など、過去６年間における経費（２１７万円／年）を今後も計上していくこ

とを想定しています。 

 

4.2.2.6  街路樹 

補修更新に関する経費は、今後３０年間で７．２１億円、年間あたり０．２４億円に

なると見込んでいます。 

大径木の伐採及び街路樹の更新など、過去６年間における経費（２，４０３万円／年）

を今後も計上していくことを想定しています。 

 

4.2.2.7  橋りょう 

補修更新に関する経費は、今後３０年間で７５．６２億円、年間あたり２．５２億円

になると見込んでいます。 

『府中市橋梁長寿命化修繕計画』（令和４年）より算出した補修更新費（２．５２億円

／年）を計上しています。 
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4.2.2.8  立体横断施設等 

補修更新に関する経費は、今後３０年間で５３．３０億円、年間あたり１．７８億円

になると見込んでいます。 

今後想定されるエレベーターの新設費（１．０５億円／年）や『府中駅ペデストリア

ンデッキ維持管理計画』（令和２年）より算出した補修更新費（７，２３５万円／年）を

加味して算出しています。 

 

4.2.2.9  大型構造物 

補修更新に関する経費は、今後３０年間で１４．３０億円、年間あたり０．４８億円

になると見込んでいます。 

今後想定される擁壁・カルバートの補修費（４，６１７万円／年）、冠水表示板の更新

費（１４９万円／年）を加味して、算出しています。 

 

4.2.2.10  公園緑地等 

補修更新に関する経費は、今後３０年間で４９．７９億円、年間あたり１．６６億円

になると見込んでいます。 

『府中市公園施設長寿命化計画』（令和５年）より算出した遊戯施設の補修更新費設定

予算（８，０００万円／年）に、過去６年間における便益施設の補修更新費（８，５９

６万円／年）を加味して、算出しています。 

 

4.2.2.11  法定外公共物 

補修更新に関する経費は、今後３０年間で６．５８億円、年間あたり０．２２億円を

見込んでいます。 

水路の改修工事など、過去６年間における経費（２，１９４万円／年）を今後も計上

していくことを想定しています。 
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4.2.2.12  下水道 

下水道事業で予想する経費のうち、補修更新費として整理する「建設改良費」と「企

業債償還費」の予測を示します。 

 

（1） 建設改良費の予測 

令和２年度から令和３１年度までの建設改良費の総額は、５９６．４３億円となり、

そのうち老朽化対策は４７９．９９億円で、約８０％を占めます。 

 

表４－２－２－１０ 建設改良費予測 

項目 
短期 

（令和２～６年度） 

中期 

（令和７～１１年度） 

長期 

（令和１２～３１年度） 

合計 

（令和２～３１年度） 

老朽化施設の 

改築更新 
1,158 百万円 6,444 百万円 40,397百万円 47,999百万円 

地震対策 70 百万円 316 百万円 1,151 百万円 1,537 百万円 

雨水対策 858 百万円 509 百万円 1,022 百万円 2,389 百万円 

広域的な視野に 

よる汚水処理 
749 百万円 749 百万円 6,160 百万円 7,658 百万円 

事務費等 10 百万円 10 百万円 40 百万円 60 百万円 

合計 2,845 百万円 8,028 百万円 48,770百万円 59,643百万円 

 

 

図４－２－２－１７ 建設改良費予測の推移 

※出典『府中市下水道マスタープラン２０２０』（令和２年） 
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（2） 企業債償還費の予測 

令和２年度から令和３１年度までの企業債償還費の総額は１９６．０３億円となり

ます。令和９年度から老朽化対策が本格化するため、償還費が増加する見込みです。 

 

表４－２－２－１１ 企業債償還費の予測 

項目 
短期 

（令和２～６年度） 

中期 

（令和７～１１年度） 

長期 

（令和１２～３１年度） 

合計 

（令和２～３１年度） 

元金 1,435 百万円 1,413 百万円 9,339 百万円 12,187百万円 

利子 317 百万円 409 百万円 6,690 百万円 7,416 百万円 

合計 1,752 百万円 1,822 百万円 16,029百万円 19,603百万円 

 

 

図４－２－２－１８ 企業債償還費予測の推移 

※出典『府中市下水道マスタープラン２０２０』（令和２年） 
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4.2.2.13  補修更新費の将来予測 

補修更新費の将来予測は次のとおりです。 

なお、補修更新費は、機能を維持するための補修や施設更新費等に係る経費です。街

路灯と公園緑地等は、実績額が超過することが予想されます。 

 

表４－２－２－１２ 補修更新費の将来予測 

施設項目 

３０年間の 
予測経費 

（令和５年度～ 
令和３４年度） 

３０年間を 
平均化する場合
の予測経費 

実績額 
（平成２９年度～ 
令和４年度） 

３０年間を 
平均化する場合の

予測経費と 
実績額の差額 

Ⅰ Ⅱ＝Ⅰ÷３０ Ⅲ Ⅳ＝Ⅱ－Ⅲ 

道
路 

車道 214.11 億円 7.14 億円/年 6.81 億円/年 
0.33 億円/年 

（実績額比 4.8％） 

歩道・植樹ます 16.39 億円 0.55 億円/年 0.55 億円/年 0 億円/年 

道
路
附
属
物 

標識 0.79 億円 0.03 億円/年 （該当実績無し） 0.03 億円/年 

街路灯 11.90 億円 0.40 億円/年 0.98 億円/年 
-0.58 億円/年 

（実績額比-59.2％） 

道路反射鏡 0.65 億円 0.02 億円/年 0.02 億円/年 0 億円/年 

街路樹 7.21 億円 0.24 億円/年 0.24 億円/年 0 億円/年 

橋りょう 75.62 億円 2.52 億円/年 1.54 億円/年 
0.98 億円/年 

（実績額比 63.6％） 

立体横断施設等 53.30 億円 1.78 億円/年 0.40 億円/年 
1.38 億円/年 

（実績額比 345.0％） 

大型構造物 14.30 億円 0.48 億円/年 （該当実績無し） 0.48 億円/年 

公園緑地等 49.79 億円 1.66 億円/年 3.49 億円/年 
-1.83 億円/年 

（実績額比-52.4％） 

法定外公共物 6.58 億円 0.22 億円/年 0.22 億円/年 0 億円/年 

合計額 450.64 億円 15.02 億円/年 14.25 億円/年 
0.77 億円/年 

(実績額比5.4％) 

 

下水道 792.46 億円 26.42 億円/年 7.85 億円/年 
18.57 億円/年 

(実績額比236.6％) 

※項目ごとに集計し、端数処理を行っているため、合計に記載している数値と内訳の合計値が一致しな

い場合があります。 

※１：下水道における支出を含みます。 
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4.2.3  将来予測の内訳（人件費） 

人件費の将来予測は、所管課※における人件費の令和４年度の実績額である４．８１億円

／年を今後も計上することを想定し、算出しています。 

なお、ここでの人件費には、給与のほか退職手当、市の組織を運営するために必要な間

接経費を含みます。 

※平成２９年度～令和元年度は管理課・土木課・公園緑地課、令和２年度～令和４年度は道路課（管理課と

土木課が統合）・公園緑地課のことを指します。 

 

4.2.3.1  人件費の将来予測 

人件費の将来予測は次のとおりです。 

 

表４－２－３－１ 人件費（所管課）の将来予測 

種別 

３０年間の 
予測経費 

（令和５年度～ 
令和３４年度） 

３０年間を平均化する 
場合の予測経費 

実績額 
（令和４年度） 

人件費 91.52 億円 3.05 億円/年 3.05 億円/年 

退職手当等 10.93 億円 0.36 億円/年 0.36 億円/年 

間接部門費 42.12 億円 1.40 億円/年 1.40 億円/年 

合計額 144.57 億円 4.82 億円/年 4.81 億円/年 

※項目ごとに集計し、端数処理を行っているため、合計に記載している数値と内訳の合計値が一致しな

い場合があります。 

  

4-2 

イ
ン
フ
ラ
経
費
の
将
来
予
測 



  192 

4.2.4  歳出の将来予測 

現状を維持する場合の、歳出（「維持管理費」＋「補修更新費」＋「道路等包括管理事業

費」＋「人件費」）の将来予測は、次のとおりです。 

なお、予測の結果、現状の機能を３０年間にわたり維持するためには、実績額では不足

することが予想されます。 

 

表４－２－４－１ インフラ経費の将来予測 

施設項目 

３０年間の 
予測経費 

（令和５年度～ 
令和３４年度） 

３０年間を 
平均化する場合
の予測経費 

実績額 
（平成２９年度～ 
令和４年度） 

３０年間を 
平均化する場合の

予測経費と 
実績額の差額 

Ⅰ Ⅱ＝Ⅰ÷３０ Ⅲ Ⅳ＝Ⅱ－Ⅲ 

① 

道
路 

車道 269.37 億円 8.98 億円/年 8.58 億円/年 
0.40 億円/年 

（実績額比 4.7％） 

歩道・植樹ます 19.28 億円 0.64 億円/年 0.65 億円/年 
-0.01 億円/年 

（実績額比-1.5％） 

道
路
附
属
物 

標識 1.18 億円 0.04 億円/年 （該当実績無し） 0.04 億円/年 

街路灯 42.41 億円 1.41 億円/年 1.83 億円/年 
-0.42 億円/年 

（実績額比-23.0％） 

道路反射鏡 1.30 億円 0.04 億円/年 0.04 億円/年 0 億円/年 

街路樹 8.45 億円 0.28 億円/年 1.33 億円/年 
-1.05 億円/年 

（実績額比-78.9％） 

橋りょう 79.75 億円 2.66 億円/年 1.67 億円/年 
0.99 億円/年 

（実績額比 59.3％） 

立体横断施設等 63.51 億円 2.12 億円/年 0.73 億円/年 
1.39 億円/年 

（実績額比 190.4％） 

大型構造物 16.14 億円 0.54 億円/年 0.05 億円/年 
0.49 億円/年 

（実績額比 980.0％） 

公園緑地等 338.36 億円 11.28 億円/年 11.48 億円/年 
-0.20 億円/年 

（実績額比-1.7％） 

法定外公共物 17.96 億円 0.60 億円/年 0.60 億円/年 0 億円/年 

② 
道路等 

包括管理事業 
205.97 億円 6.87 億円/年 5.17 億円/年 

1.70 億円/年 
（実績額比 32.9％） 

③ 人件費 144.57 億円 4.82 億円/年 4.81 億円/年 
0.01 億円/年 

（実績額比 0.2％） 

道路施設・公園緑地等 
（①） 

857.71 億円 28.59 億円/年 26.96 億円/年 
1.63 億円/年 

（実績額比 6.0％） 

道路施設・公園緑地等 
道路等包括管理事業 

（①＋②） 
1,063.68 億円 35.46 億円/年 32.13 億円/年 

3.33 億円/年 
（実績額比 10.4％） 

合計額 
（①＋②＋③） 

1,208.25 億円 40.28 億円/年 36.94 億円/年 
3.34 億円/年 

（実績額比 9.0％） 

 

④ 下水道 1,352.19 億円 50.08 億円/年 29.78 億円/年 
20.30 億円/年 

（実績額比 68.2％） 

下水道を含む合計額 
（①＋②＋③＋④） 

2,560.44 億円 90.36 億円/年 66.72 億円/年 
23.64 億円/年 

（実績額比 35.4％） 

※項目ごとに集計し、端数処理を行っているため、合計に記載している数値と内訳の合計値が一致しな

い場合があります。 

※１：下水道分は、他施設項目との合算を行うにあたり、『下水道マスタープラン２０２０』における短

期計画（令和２～６年度）の総額に５分の２を乗じた額と中期計画（令和７～１１年度）及び長

期計画（令和１２～３１年度）の総額を足した額を２７年間分（令和５～３１年度）として計上

しています。また、下水道における支出を含みます。  
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図４－２－４－１ インフラ経費の実績額と予測経費の比較（下水道を除く） 

 

 

 
図４－２－４－２ インフラ経費・支出の実績額と予測経費の比較（全体） 
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4.2.5  歳入の将来予測 

現状を維持する場合の、歳入の将来予測は、次のとおりです。 

なお、予測の結果、現状より道路延長が増加することから占用料や各種譲与税が増加す

ることが予想されます。 

 

表４－２－５－１ 歳入の将来予測 

種別 

３０年間の 
予測経費 

（令和５年度～ 
令和３４年度） 

３０年間を 
平均化する場合
の予測経費 

実績額 
（平成２９年度～ 
令和４年度） 

３０年間を 
平均化する場合の

予測経費と 
実績額の差額 

Ⅰ Ⅱ＝Ⅰ÷３０ Ⅲ Ⅳ＝Ⅱ－Ⅲ 

① 

占用料 112.34 億円 3.74 億円/年 3.67 億円/年 
0.07 億円/年 

（実績額比 1.9％） 

使用料(占用料以外) 6.16 億円 0.21 億円/年 0.21 億円/年 0 億円/年 

補助金 48.26 億円 1.61 億円/年 1.41 億円/年 
0.20 億円/年 

（実績額比 14.2％） 

自動車重量譲与税 86.37 億円 2.88 億円/年 2.79 億円/年 
0.09 億円/年 

（実績額比 3.2％） 

地方揮発油譲与税 32.42 億円 1.08 億円/年 1.05 億円/年 
0.03 億円/年 

（実績額比 2.9％） 

負担金 0.81 億円 0.03 億円/年 0.03 億円/年 0 億円/年 

事業収入 3.25 億円 0.11 億円/年 0.11 億円/年 0 億円/年 

手数料 0.34 億円 0.01 億円/年 0.01 億円/年 0 億円/年 

その他 0.10 億円 0.003 億円/年 0.003 億円/年 0 億円/年 

合計額 
（①） 

290.05 億円 9.67 億円/年 9.28 億円/年 
0.39 億円/年 

（実績額比 4.2％） 

 

② 下水道 1,613.59 億円 59.76 億円/年 37.43 億円/年 
22.33 億円/年 

（実績額比 59.7％） 

下水道を含む合計額 
（①＋②） 

1,903.64 億円 69.43 億円/年 46.71 億円/年 
22.72 億円/年 

（実績額比 48.6％） 

※項目ごとに集計し、端数処理を行っているため、合計に記載している数値と内訳の合計値が一致しな

い場合があります。 

※１：下水道分は、他施設項目との合算を行うにあたり、『下水道マスタープラン２０２０』における短

期計画（令和２～６年度）の総額に５分の２を乗じた額と中期計画（令和７～１１年度）及び長

期計画（令和１２～３１年度）の総額を足した額を２７年間分（令和５～３１年度）として計上

しています。また、下水道における収入を含みます。 
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図４－２－５－１ 歳入の実績額と予測経費の比較（下水道を除く） 

 

 

 
図４－２－５－２ 歳入・収入の実績額と予測経費の比較（全体） 
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4.2.6  歳出・歳入の将来予測の比較 

インフラ管理に係る歳出と歳入の将来予測は以下のとおりです。 

令和１４年度は橋りょうの補修更新費が増加することで、歳出と歳入ともに予測経費が

突出しています。 

 

 
図４－２－６－１ 歳出・歳入の将来予測（下水道を除く） 

※歳出：「本白書」内で想定している将来経費を計上しています。 

 

 

 

図４－２－６－２ 歳出・歳入の予測経費の比較（下水道を除く） 
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下水道の支出と収入の将来予測は以下のとおりです。 

令和２年度から令和３１年度までの収益的収入と資本的収入の総額は１，７７３．１５

億円となる見込みです。そのうち、収益的収入の４６％を下水道使用料、資本的収入の５

０％を企業債が占めています。 

 

表４－２－６－１ 収益的収入の予測 

項目 
短期 

（令和２～６年度） 

中期 

（令和７～１１年度） 

長期 

（令和１２～３１年度） 

合計 

（令和２～３１年度） 

下水道使用料 9,932 百万円 9,540 百万円 34,372百万円 53,844百万円 

他会計補助金 5,273 百万円 4,742 百万円 24,825百万円 34,840百万円 

長期前受金戻入 7,752 百万円 6,105 百万円 13,686百万円 27,543百万円 

収益的収入 22,957百万円 20,387 百万円 72,883百万円 116,227百万円 

 

表４－２－６－２ 資本的収入の予測 

項目 
短期 

（令和２～６年度） 

中期 

（令和７～１１年度） 

長期 

（令和１２～３１年度） 

合計 

（令和２～３１年度） 

国・都補助金 319 百万円 1,154 百万円 7,369 百万円 8,842 百万円 

企業債 1,090 百万円 3,284 百万円 26,077百万円 30,451百万円 

他会計補助金 
出資金 

2,227 百万円 2,758 百万円 5,310 百万円 10,295百万円 

基金繰入金 0百万円 1,500 百万円 10,000百万円 11,500百万円 

資本的収入 3,636 百万円 8,696 百万円 48,756百万円 61,088百万円 

 

 

 

図４－２－６－３ 支出・収入の予測経費の比較（下水道） 
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4.3  将来予測の概要 

4.3.1  歳出 

インフラ管理に係る歳出の実績額は３６．９４億円／年です。それに対して、予測経費

は、４０．２８億円／年です。比較すると、実績額の９．０％にあたる３．３４億円／年

の不足が生じます。 

また、下水道の支出を含めた全体の実績額は６６．７２億円／年です。それに対して、

予測経費は、９０．３６億円／年です。比較すると、実績額の３５．４％にあたる２３．

６４億円／年の不足が生じます。 

 

4.3.2  車道 

車道の実績額は８．５８億円／年です。それに対して、予測経費は８．９８億円／年で

す。比較すると、実績額の４．７％にあたる０．４０億円／年の不足が生じます。 

車道の管理に必要な経費が不足すると、路面に空いた穴を塞ぐことや舗装の補修更新が

十分に実施できなくなることなどが想定されます。 

 

4.3.3  歩道・植樹ます 

歩道・植樹ますの実績額は０．６５億円／年です。それに対して、予測経費は０.６４億

円／年です。比較すると、植栽管理等が道路等包括管理事業に含まれたことなどにより、

実績額の－１．５％にあたる０.０１億円／年の超過が生じます。 

 

4.3.4  標識 

案内標識等の維持管理は、道路等包括管理事業の事業内容に含まれているため、標識の

実績額はありません。それに対して、予測経費は０.０４億円／年です。比較すると、０.

０４億円／年の不足が生じます。 

標識の管理に必要な経費が不足すると、破損の補修や新設等ができなくなることなどが

想定されます。 

 

4.3.5  街路灯 

街路灯の実績額は１．８３億円／年です。それに対して、予測経費は１．４１億円／年

です。比較すると、実績額の－２３．０％にあたる０.４２億円／年の超過が生じます。 

 

4.3.6  道路反射鏡 

道路反射鏡の実績額は０.０４億円／年です。それに対して、予測経費は同額の０.０４

億円／年です。 

道路反射鏡の管理に必要な経費が不足すると、点検・清掃や破損の補修、新設ができな

くなることなどが想定されます。 
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4.3.7  街路樹 

街路樹の実績額は１．３３億円／年です。それに対して、予測経費は０．２８億円／年

です。比較すると、樹木剪定業務が道路等包括管理事業に含まれたことなどにより、実績

額の－７８．９％にあたる１.０５億円／年の超過が生じます。 

 

4.3.8  橋りょう 

橋りょうの実績額は１．６７億円／年です。それに対して、予測経費は２．６６億円／

年です。比較すると、実績額の５９．３％にあたる０.９９億円／年の不足が生じます。 

橋りょうの管理に必要な経費が不足すると、破損の補修や架け替えができなくなること

などが想定されます。 

 

4.3.9  立体横断施設等 

立体横断施設等の実績額は０.７３億円／年です。それに対して、予測経費は２．１２億

円／年です。比較すると、実績額の１９０．４％にあたる１．３９億円／年の不足が生じ

ます。 

立体横断施設等の管理に必要な経費が不足すると、エレベーター・エスカレーター・ペ

デストリアンデッキにおける破損の補修や大規模改修ができなくなることなどが想定され

ます。 

 

4.3.10  大型構造物 

大型構造物の実績額は０．０５億円／年です。それに対して、予測経費は０.５４億円／

年です。比較すると、実績額の９８０．０％にあたる０.４９億円／年の不足が生じます。 

大型構造物の管理に必要な経費が不足すると、擁壁・ボックスカルバート・自由通路な

どにおける破損の補修や大規模改修ができなくなることなどが想定されます。 

 

4.3.11  公園緑地等 

公園緑地等の実績額は１１．４８億円／年です。それに対して、予測経費は１１.２８億

円／年です。比較すると、実績額の－１．７％にあたる０．２０億円／年の超過が生じま

す。 

 

4.3.12  法定外公共物 

法定外公共物の実績額は０．６０億円／年です。それに対して、予測経費は同額の０.６

０億円／年です。 

法定外公共物の管理に必要な経費が不足すると、水路の補修更新工事ができなくなるこ

となどが想定されます。 
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4.3.13  道路等包括管理事業 

道路等包括管理事業の実績額は、令和３年度から市全域を対象として開始した全域１期

の予算額である５．１７億円/年です。それに対して、予測経費は６．８７億円／年です。

比較すると、実績額の３２．９％にあたる１．７０億円／年の不足が生じます。 

道路等包括管理事業の予測経費は、令和６年度から開始する全域２期の予算額を今後も

計上することを想定しており、実績額の基となった全域 1期とは事業内容が異なります。 

 

4.3.14  人件費 

人件費の実績額は４．８１億円/年です。それに対して、予測経費は４．８２億円／年で

す。 

人件費の予測経費は、実績額が今後も計上されることを想定しています。人件費には、

給与のほか退職手当、市の組織を運営するために必要な間接経費を含みます。 

 

4.3.15  下水道 

下水道の実績額は２９．７８億円／年です。それに対して、予測経費は５０．０８億円

／年です。比較すると、実績額の６８．２％にあたる２０．３０億円／年の経費の不足が

生じます。 

今後は老朽化対策費や建設改良費が増加する見込みを踏まえ、基金の積立てと運用を計

画的に行うなど、財源の確保に努める必要があります。 

 

4.3.16  歳入 

インフラ管理に係る歳入の実績額は９．２８億円／年です。それに対して、予測収入は

９．６７億円／年です。比較すると、実績額の４．２％にあたる０．３９億円／年の増加

を見込みます。この増加の要因は、インフラの総量の増加に伴う占用料・地方譲与税の増

加を見込んだことによるものです。 

また、下水道の収入を含めた全体の実績額は４６．７１億円／年です。それに対して、

予測収入は６９．４３億円／年です。比較すると、実績額の４８．６％にあたる２２．７

２億円／年の増加を見込みます。この増加の要因は、管きょの老朽化対策のための企業債

償還費などの増加を見込んだことによるものです。 
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4.4  『前白書』と『本白書』の経費比較 

『前白書』と『本白書』の全体経費における、年間予測経費及び実績額について比較し

ました。 

 

表４－４－１ 『前白書』と『本白書』の経費比較（全体） 

施設項目 

『前白書』 
３５年間を 

平均化する場合の 
予測経費 

（平成３０年度～ 
令和３４年度） 

『本白書』 

３０年間を 
平均化する場合の 

予測経費 
（令和５年度～ 
令和３４年度） 

『前白書』 
実績額 

（平成２４年度～ 
平成２８年度） 

『本白書』 
実績額 

（平成２９年度～ 
令和４年度） 

① 

道
路 

車道 9.67 億円/年 8.98 億円/年 7.78 億円/年 8.58 億円/年 

歩道 
植樹ます 

0.44 億円/年 0.64 億円/年 0.31 億円/年 0.65 億円/年 

道
路
附
属
物 

標識 0.05 億円/年 0.04 億円/年 0 億円/年 0 億円/年 

街路灯 2.08 億円/年 1.41 億円/年 2.06 億円/年 1.83 億円/年 

道路 
反射鏡 

0.07 億円/年 0.04 億円/年 0.07 億円/年 0.04 億円/年 

街路樹 2.45 億円/年 0.28 億円/年 2.43 億円/年 1.33 億円/年 

橋りょう 1.16 億円/年 2.66 億円/年 0.25 億円/年 1.67 億円/年 

立体横断施設等 0.37 億円/年 2.12 億円/年 0.22 億円/年 0.73 億円/年 

大型構造物 0.17 億円/年 0.54 億円/年 0.12 億円/年 0.05 億円/年 

公園緑地等 11.73 億円/年 11.28 億円/年 7.08 億円/年 11.48 億円/年 

法定外公共物 0.40 億円/年 0.60 億円/年 0.40 億円/年 0.60 億円/年 

② 
道路等包括 
管理事業 - 6.87 億円/年 - 5.17 億円/年 

③ 人件費 5.00 億円/年 4.82 億円/年 5.00 億円/年 4.81 億円/年 

合計額 
（①＋②＋③） 

33.59 億円/年 40.28 億円/年 25.72 億円/年 36.94 億円/年 

 

下水道 
(25 年間) 

60.10 億円/年 
(27 年間) 

50.08 億円/年 
(25 年間) 

34.80 億円/年 
(27 年間) 

29.78 億円/年 

※項目ごとに集計し、端数処理を行っているため、合計に記載している数値と内訳の合計値が一致しな

い場合があります。 

※１：下水道における支出を含みます。 

 

【『前白書』と『本白書』の予測経費のかい離における主な理由】 

 過年度に比べて増加している項目は、労務費単価の上昇や管理数量の増加が影響し

ています。 

 過年度に比べて減少している項目は、令和３年度より市全域で道路等包括管理事業

による管理が開始され、施設項目ごとの維持管理費が減少したことが影響していま

す。 

 街路灯はＥＳＣＯ事業でＬＥＤ化が行われたため、減少しています。 

 立体横断施設等は、過年度に比べて昇降機の更新頻度を多く計上したため、増加し

ています。 

 公園緑地等は算出方法及び対象施設数が異なるため、減少しています。 
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第 5 章  インフラマネジメントの関心 

5.1  インフラマネジメントの関心 

市が実施している『第５１回市政世論調査』（令和元年）で、インフラマネジメントについ

ての理解や関心をアンケート形式で聴取しました。 

本調査は、市政に対する意見・要望を聴取し、諸施策に対する市民の考えを把握すること

によって、今後の行政運営上の参考とすることを目的としています。 

調査の方法は、次のとおりです。 

 

表５－１－１ 調査の方法 

調査地域 市全域 

調査対象者 市民のうち満１８歳以上の男女個人 

標本数 １，５００人 

抽出方法 層化二段無作為抽出方法（地点を用いた二段抽出法） 

調査方法 郵送法（郵送配布、郵送回収） 

調査期間 令和元年５月１３日（月）～７月１２日（金） 

回収数 ９９２件（回収率：６６．１％） 

 

聴取した結果は、次のとおりです。 
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5.2  アンケート結果及び評価 

令和元年に発生した台風１５号などの自然災害や、令和６年に発生した能登半島地震など

の震災が頻発している中、近年、防災・減災に対するインフラのあり方や強靭化が注目され

ています。そのような状況において、市内のインフラ施設は、建設５０年以上を経過する割

合が増加し、老朽化が進んでいることから、市のインフラの現状について、安心・安全の観

点からも関心を持っている市民は８割近くを占め、５年が経過した『前白書』から更に意識

が変化していることが考えられます。 

しかし、市の取組についてアンケート回答者の８割以上が『前計画』の公表を知らないこ

とから、市民への情報提供や周知に課題があるものと考えられます。 

アンケートの回答内では、「管理情報を電子化することにより、作業時間の短縮及び効率化

を図る」や「インフラの異常や不具合などを受ける情報通信技術を活用した通信制度を導入

し、迅速化を図る」について、「実施すべき」、「どちらかといえば実施すべき」という意見が

９割以上であることから、デジタル技術を活用し、効率的な管理を実施していくなど、『前計

画』で考えられていた内容について、市民の理解も得やすい環境であると考えられます。 

また、「道路や公園の清掃など、できる範囲でインフラの維持管理に市民の協力を得る」に

ついて、「実施すべき」、「どちらかといえば実施すべき」という意見が８割以上であることか

ら、市民の協力のもとインフラを管理していくことに理解を得られていることも考えられま

す。 

インフラなどの施設の縮減に関する回答は、「大きくなりすぎた街路樹の間引きや利用頻

度の低い施設などの集約化や合同化を行う」について、「実施すべき」、「どちらかといえば実

施すべき」という意見が８割以上でした。 

一方、「市民生活に影響が出ない範囲において、インフラを減らす」について、「実施すべ

きではない」、「どちらかといえば実施すべきではない」という意見が４割近くを占めている

ことから、先に述べたような方策を実施する必要性について、市から説明をしなければ市民

の理解は得られないものと考えられます。 

このことから、市民に市の現状を理解してもらった中で、今後はインフラを共有の財産と

して愛着を持ち、デジタル技術の活用による効率化や、市民の協力のもとインフラの管理を

進め、安心・安全かつ適切な方策と説明が必要であると考えています。 
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第 6 章  参考資料（用語の解説） 

『本白書』の用語の解説は、次のとおりです。 

 

索引用語 用語解説 

あ行 

1 アンカーボルト 
構造部材や装置をコンクリートの土台に固定するための部品で

す。 

2 アンダーパス 
交差する鉄道や道路などの下を通過するため、周辺より低く造

られた道路のことです。 

3 一般市道 
市道のうち、幹線市道以外で、通り名称が付与されていない路

線のことです。 

4 インフラ 
インフラストラクチャーの略称です。道路、橋りょう、公園、下水

道などを指します。 

5 インフラマネジメント 
試算により経費が不足することが判明した中、コスト管理を含

めた最も適切な手法でインフラを維持管理することです。 

6 インフラマネジメントシステム 
市が管理するインフラの情報を電子データ化し、一元化するた

めのシステムのことです。 

7 うき 
壁や床などにおいて、モルタルやタイルなどが下地から剥離す

る現象または劣化のことを指します。 

8 打換え 

舗装補修工法の一種で、アスファルト舗装を支える砕石などの

路盤から置き換える工法のことです。工事規模は大きくなりま

すが、補修後の耐用年数は長くなります。 

9 縁石 車道と歩道を分けるためのブロックです。 

10 沿道 道路に沿ったところです。 

11 大型構造物 
市内の鉄道や道路部との交差箇所に存在するアンダーパスや

地下通路部に設置している構造物のことです。 

12 オーバーレイ 

舗装補修工法の一種で、アスファルト舗装部分を置き換える工

法のことです。工事規模は小さくて済みますが、耐用年数は打

換えに比べて短くなります。 

13 汚泥深調査 
管きょを適切に維持管理するため、管きょ内に堆積した汚泥の

堆積状況を把握するための調査のことです。 

か行 

14 街区単位 
市街地を構成する単位で、街路などによって囲まれた共通の空

間特性を帯びる一区域のことです。 

15 階段蹴上げ 階段の一段の高さのことです。水平面は踏面と言います。 

16 街路灯 
交通の安全を確保することを目的とする交通安全灯や防犯対

策を目的とする防犯灯の総称です。 

17 拡幅 道路や通路などの幅員を広げることです。 

18 下層路盤 
アスファルト混合物やセメントコンクリート版からの重さを分散

し、路床に伝える役割をもつ路盤のうち下側の層です。 
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索引用語 用語解説 

19 下部工 

橋りょう構造部のうち、上部構造（橋台や橋脚に支持される、橋

げた部分の総称）からの荷重などを地盤へ伝達するための、下

部構造（橋台・橋脚及びそれらの基礎の総称）の工作物のこと

です。 

20 管きょ 汚水及び雨水を流す管のことです。 

21 冠水警報板 
アンダーパス内で水位検出を行い、冠水通行止、冠水通行注

意などの冠水表示を行うためのものです。 

22 幹線 

道路・鉄道・電信などの大もとの線または主な道筋となる線の

ことです。下水道事業においては、下水排除施設の骨格をなす

管路のことです。また、ポンプ場計画を策定するための中心的

な管きょのことを指します。 

23 幹線市道 
市道のうち、道路交通の骨格となる道路のことです。通り名称

を付与しています。 

24 企業債償還費 起債による債務の返済に充てる費用のことです。 

25 基金積立金 
特定の目的や財源変動に備えるため、計画的に積み立ててお

く資金のことです。 

26 起債 
地方自治法第２３０条の規定に基づき地方債を発行することで

す。 

27 起債償還費 

建設時の地方債の償還費のことです。国債、地方債、社債など

の債券の発行や募集し、サービス提供事業者に費用を一時的

に全額支払い、その後自治体などに申請して払い戻しを受ける

ことです。 

28 規制標識 
道路標識の一種です。道路を通行する際の禁止、規制、制限

などの事項を指示する標識のことです。 

29 基層 
路盤の上で路盤の傾きなどの整正や、表層に加わる重さを均

一に路盤に伝える役割をもつ層です。 

30 北多摩一号水再生センター 

北多摩一号水再生センターの処理区域は、府中市・国分寺市

の大部分、立川市・小金井市・小平市・東村山市の一部で、計

画処理面積は５，１２４ｈａです。 

31 境界確定 

土地所有者同士が合意契約を結び、土地の境界を確定させる

ことです。ここでは、市道や里道・水路などの法定外公共物と隣

接地の境界を明確化することを言います。 

32 共架金具 電信柱に街路灯などの設備を取り付ける金具のことです。 

33 共架柱 電柱に電柱所有者以外の設備を取り付けることです。 

34 橋脚基部 橋桁を支える柱の基礎となる部分のことです。 

35 橋種 
橋梁の種類のことです。主な材料により、木橋、ＰＣ橋、石橋、

鋼橋、複合橋等に分類されます。 

36 鏡体 道路反射鏡の鏡の部分のことです。 

37 橋台 
橋の両端にあり、橋を支える基礎となる台状の部分のことで

す。 

38 切土 
傾斜を切り取ることで平坦な地面を作り出すことです。また、整

地のための造成工事のことです。 
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索引用語 用語解説 

39 掘削 土砂や岩石を掘って削る工程のことです。 

40 警戒標識 
道路標識の一種です。道路上で警戒すべきことや危険を知ら

せ、注意深い運転を促すためのものです。 

41 建設改良費 
地方公営企業が行う新規もしくは、増改築の工事などに要する

資金のことです。 

42 公園改築費 
公園の構造部分の一部もしくは、すべてを壊して新しいものに

修理するための費用のことです。 

43 公園新設費 公園を新しく設けるための費用のことです。 

44 公園灯 公園内に設置してある夜間照明灯のことです。 

45 鋼橋 

主要部材に、鋼を用いて建設された橋りょうのことです。コンク

リートと比べ強度は上がりますが、部材の断面が薄くなるため

に振動やたわみへの配慮が必要となります。 

46 公共施設 
インフラを除いた、市が所有する庁舎や学校などの公共建築物

のことです。 

47 公共植栽地 
美しい景観の形成や快適な生活環境の確保などを目的として

設けた植樹のことです。 

48 交差点街区（交差点巻込みごと） 

交差点で区切られた街区のことです。街区とは、市区町村内の

一区画、または市街地の一区画のことで、ブロックとも呼ばれま

す。 

49 孔食 
金属が局部腐食して生じる穴のことです。針でついた程度の小

さな穴または、その周囲で腐食が進行する現象を指します。 

50 高欄 橋の欄干のことです。 

51 国勢調査 

我が国に住んでいるすべての人と世帯を対象とする国の最も

重要な統計調査です。国勢調査から得られる様々な統計は、

国や地方公共団体の政治・行政、企業において利用され、国民

生活に役立てられています。 

52 個別施設計画 

国が策定したインフラ長寿命化基本計画の中で市に策定要請

があった、個別施設ごとの具体的な対応方針を定める目的を

持った計画のことです。 

さ行 

53 歳入 市における 1年間の収入のことです。 

54 敷地 建造物や道路などを建てる際に使う土地のことです。 

55 事後保全 
損傷や故障に気づいてから対策を講じ、故障や破損を補修す

る工法のことです。（⇔予防保全） 

56 支承 
橋りょうにおいて、橋台や橋脚上で橋げたを支持する部品のこ

とです。 

57 施設案内標識 
施設の目的地の方向や距離などの経路を案内するためのもの

です。 

58 自然流下方式 
下水道管に勾配を付け、自然な流れのままに下水を下流へ流

す輸送方法です。 
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索引用語 用語解説 

59 自動車重量譲与税 

市町村の道路財源に充当するために創設された地方譲与税の

ことです。国が徴収した自動車重量税額の１／３を市町村に譲

与する制度で、平成２２年度から当分の間、譲与分は４０７／１

０００に引き上げられています。現在の使途は、道路財源に限

定されていません。 

60 地覆 
橋の高欄の基礎であり、側端部で道路に接して取り付けられる

横材のことです。 

61 市有通路 
市道ではないため、道路法の規定が適用されないものですが、

市で所有し、一般交通の用に供している通路のことです。 

62 住民基本台帳 

氏名、生年月日、性別、住所などが記載された住民票を編成し

たもので、住民の方々に関する事務処理の基礎となるもので

す。 

63 主桁 
橋の水平方向に渡した桁のことで、荷重を支える役割がありま

す。 

64 処分制限期間 

公園の施設について、財産として処分するべき期間のことで

す。補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律施行令

に定められ、『国土交通省所管補助金等交付規則』（総理府・建

設省令第九号，平成１２年）に規定されています。 

65 償還費 
サービス提供事業者に費用を一時的に全額支払い、その後自

治体などに申請して払い戻しを受けることです。 

66 上層路盤 
アスファルト混合物やセメントコンクリート版からの重さを分散

し、路床に伝える役割をもつ路盤の上側の層です。 

67 床版 
橋を通る車両の重みを橋桁や橋脚に伝える部分のことを指しま

す。 

68 上部工 
橋りょうの橋台や橋脚の上に設けられる、橋桁部分の工作物

のことです。 

69 使用料 市の管理する施設を使用する際の料金のことです。 

70 常緑樹 一年を通して葉が付いている樹木です。 

71 植樹ます 

主として街路樹を植栽するために、歩道、自転車道及び自転車

歩行者道の一部に、縁石等で区画して設けられる植栽地のこと

です。 

72 スポットパーク 市民の憩いの場として設置している小規模な公園のことです。 

73 先導的官民連携支援事業 

地方公共団体が先導的な官民連携事業の導入検討を行う際に

必要となる調査委託費を国が助成することにより、官民連携事

業の案件形成を促進する事業のことです。 

74 占用料 

道路等に著しい支障を与えないことを条件に、許可を得た企業

などが独占的に使用することに対して徴収する料金のことで

す。 

75 層化二段無作為抽出方法 
標本調査で無作為抽出を行う際の一般的な手法のことで、地

域、個人といった２段階での抽出を行う方法です。 
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索引用語 用語解説 

た行 

76 第７次府中市総合計画 

市の最上位計画として、市の将来の長期的な展望の下に、市

政のあらゆる分野を対象とした、総合的かつ計画的なまちづく

りの指針を定めるものです。 

77 第三者被害 

公共施設等が第三者に対して、人的・物的に関わらず、被害や

交通障害などを与えること、またはその恐れを生じさせることを

言います。橋梁や建築物を構成するコンクリート片等が落下し

て事故を起こすことなどがあります。 

78 団塊ジュニア世代 
日本で第２次ベビーブームと呼ばれる１９７１年（昭和４６年）か

ら１９７４年（昭和４９年）に生まれた世代のことです。 

79 地域区分 

令和３年度に改定した、『府中市都市計画に関する基本的な方

針（府中市都市計画マスタープラン）』の地域区分のことです。

地域区分は、地域の特性や住環境などから、８つに区分されて

います。 

80 地下通路部 
地下に設けられた通路のことを指します。線路や道路等を横断

する際に設置します。 

81 地方揮発油譲与税 

道路整備を促進するために創設された地方譲与税のことです。

市町村道分４２／１００に相当する額を道路台帳に記載されて

いる延長及び面積によりあん分し、各市町村に譲与されます。 

82 地方譲与税 
国税として徴収した税を道路延長や面積等の一定の基準で、

地方公共団体に配分されることで得る収入です。 

83 長寿命化修繕計画 

施設の点検結果に基づき、長寿命化及び維持管理費の縮減・

平準化を図るために必要な修繕時期等を定めた計画のことで

す。 

84 道路維持費 

市が管理する道路について、道路の維持に係る予算項目のこ

とです。具体的には、施設の管理委託費や光熱水費などのこと

を言います。 

85 道路特性 道路個別の特徴、空間特性や沿道特性などのことです。 

86 道路反射鏡 

見通しの悪い交差点やカーブにおいて、ドライバーから死角と

なる箇所にいる車や歩行者の存在を知らせる道路附属物のこ

とです。カーブミラーとも言います。 

87 道路密度 
国の土地面積に対して、国全体の道路網の長さの比率を測っ

たものです。 

88 道路率 区域の面積中に対する道路面積の比率のことです。 

89 独立柱 
独立した柱に設置しているものです。街路灯や道路反射鏡など

があります。 

90 都市公園 

都市公園法に基づき、地方公共団体や国が設置する公園また

は緑地のことです。都市公園の役割としては、都市環境の改善

や、都市の防災空間、レクリエーション・コミュニティ活動の場、

動植物の生息・生育空間、地域活性化の拠点などがあげられ

ます。 

91 土木工事台帳 土木工事における原価を集計する台帳のことです。 
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な行 

92 塗替塗装工 
橋梁に塗膜の劣化や腐食があった場合、古い塗膜を取除き、

再塗装を行う工事です。 

93 ネーミングライツ 

公共施設の名前を付与する命名権と企業などに付与する代わ

りに対価を得る等の諸利権のことです。施設の運営維持や利

用者のサービス向上に繋がります。 

94 根上がり 
街路樹の生長により太くなった根が、歩道の縁石や塗装を持ち

上げてしまう状態のことです。 

95 野川処理区 
全６市（府中市、小金井市、武蔵野市、三鷹市、調布市、狛江

市）で構成されています。 

は行 

96 廃道路敷現況調査 
区域変更や供用の廃止により不用となった道路の現在の状況

を調査することです。 

97 払下 官公庁が不用となった土地などを民間に売り渡すことです。 

98 表層 
舗装された道路の最上部にある層です。一般的に、アスファル

ト舗装やコンクリート舗装があります。 

99 腐食 
金属材料が化学的、電気的にその表面から浸食され、変質・消

耗していくことです。 

100 蓋（縁石） 

蓋は側溝などの用排水溝に被せる板状のもののことです。縁

石は道路等で車道部と歩道部区切り等のための石のことで、

縁石と蓋が一体となっているものもあります。 

101 負担金 
公益事業によって特別の利益を受ける者などに、その事業に

必要な経費の全部または一部を負担させる金銭のことです。 

102 
府中市インフラマネジメント計画（２

０１８年度） 

インフラマネジメントの全体の方向性を示す、府中市の策定す

る行政計画のことです。計画期間は平成３０年度から令和３４

年度までの３５年間とし、『前白書』の結果を反映した計画として

います。平成２５年１月に策定した『前計画』を、平成３０年度に

改定しています。 

103 
府中市インフラマネジメント計画（２

０２４年度） 

『府中市インフラマネジメント計画（２０１８年度）』の次期計画の

ことです。 

104 
府中市インフラマネジメント白書（２

０１７年度） 

インフラマネジメントの方向性を示すにあたり、施設や業務の現

状及び課題等の把握、施設の管理に係る将来経費の予測など

の結果をまとめた行政資料のことです。平成２４年１０月に策定

した『前白書』を、平成３０年３月に改定しています。 

105 府中市下水道マスタープラン２０２０ 

令和２年度から令和３１年度までの３０年間を計画期間とし、下

水道事業における多種多様な課題に対応できるよう、中長期的

な視点による安定的かつ有効的な整備方針及び経営方針を明

らかにするものです。 

106 府中市公共施設等総合管理計画 

令和３年度に改定し、公共施設及びインフラの現況や課題を整

理した上で、公共施設とインフラの総合的かつ計画的な維持管

理に連携して取組むための計画のことです。 
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107 
府中市公共施設マネジメント推進プ

ラン 

効果的に公共施設マネジメントの取組を推進していくための実

行計画として位置付けています。 

108 
府中市人口ビジョン及び府中市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略 

本市の人口の現状分析及び目指すべき将来的な展望を示し、

人口問題に関する市民の認識の共有を図るため、令和４２年ま

でを対象とする府中市人口ビジョンを策定するとともに、その長

期的な展望の実現に向け、まち・ひと・しごとの創生に関する７

年間の目標や施策を定める戦略として令和元年度に修正され

ました。 

109 府中市都市計画マスタープラン 

令和３年度に策定し、地域固有の自然や歴史、生活文化、産業

等の特性を踏まえつつ、創意工夫のもとまちづくりの具体的な

将来ビジョンを示すものであり、今後、市町村が都市計画によ

るまちづくりを展開する上で、重要な指針となるものです。 

110 府中市緑の基本計画２０２０ 

令和２年度に策定し、公園や緑道、遊歩道などの整備や維持

管理、身近な緑やまとまった樹林、農地、水辺などの保全、住

宅地や商店街、工場に至る民間施設及び公共施設などにおけ

る緑化の推進に関する様々な取り組みを体系的に示した計画

です。 

111 府中多摩川かぜのみち 歩行者優先で散歩やジョギングなどに利用できるみちです。 

112 ペデストリアンデッキ 
広場と横断歩道橋の機能を持ち、建物と接続して整備した、歩

行者の通行専用道路のことです。 

113 便益施設 
飲食店、売店、駐車場、便所などのことを言います。『本白書』

では便所、水飲み場、時計のことを指します。 

114 法定外公共物 
道路法、下水道法、河川法の適用を受けない土地のうち、イン

フラとして管理する市有地のことです。 

115 補助金 
行政上の目的に合わせて市に無償で交付される、現金給付の

ことです。 

116 舗装率 
車などが利用する道路の全長に対して舗装された道路の占め

る割合のことです。 

117 ボックスカルバート 

道路の下に、水路、通路などの空間を得るために盛土あるい

は地盤内に設けられる函の形をした構造物のことです。函渠と

も言います。 

ま行 

118 まちなかきらら 
地域の道路や公園において、市民の皆さんが愛着を持って自

主的に清掃活動などを行う制度です。 

119 窓口セルフサービスシステム 
窓口サービスを申請者自身による機械操作で行うシステムのこ

とです。 

や行 

120 遊離石灰 
コンクリートやセメント内で他の物質と結合せず、単体で残った

酸化カルシウムなどの成分のことです。 

121 擁壁 
土砂が崩れるのを防ぐために設けるコンクリートやブロック積な

どからなる壁のことです。 
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122 横桟 横方向に組まれている桟のことです。 

123 予防保全 
損傷や故障が起きる前に対策を講じ、その後の故障や破損に

よる機能不全が起きにくくする手法のことです。（⇔事後保全） 

ら行 

124 ライフサイクルコスト 
計画、設計、施工、維持管理、解体、廃棄までに要する管理経

費の総額のことです。 

125 落葉樹 秋に全ての葉を落とす樹木です。 

126 立体横断施設 

横断歩道橋、地下横断歩道などの歩行者が道路等を横断する

ための立体的な施設を言います。『本白書』では、ペデストリア

ンデッキ、エレベーター、エスカレーターなどを指します。 

127 流出土堆積 土が降雨等により流し出され、積み重なったものです。 

128 路床 

舗装の下面から約１ｍの部分のことで、主に土でできていま

す。舗装道路を造る際にローラーなどで堅くした地盤のことで

す。 

129 路面性状測定車 
走行車両の荷重などにより起きる路面の損傷を走行しながら点

検できる車のことです。 

アルファベット 

130 ＥＳＣＯ事業 
省エネルギー改修にかかる全ての経費を光熱水費の削減分で

賄う事業です。 

131 Ｈ鋼 断面がＨの字に似た形をした鋼です。 

132 ＬＥＤ灯 

ＬＥＤライトを使用した夜間照明灯のことです。蛍光灯と比べて

電気使用量は少ないため、公共施設ではＬＥＤ灯に更新してい

ます。 

133 ＰＡＲＫＦＵＬ 
スマートフォンアプリやＷｅｂメディアで公園の情報発信を行って

いる公園専門メディアです。 

134 ＰＣ橋 

主要部材に、プレストレストコンクリートを用いて建設された橋り

ょうのことです。鉄筋コンクリートと比べて高コストとなりますが、

強度が上がることにより長い支間長へ橋を架けることが可能で

す。 

135 ＲＣ橋 

主要部材に、鉄筋コンクリートを用いて建設された橋りょうのこ

とです。低コストであるという利点はありますが、強度が低いの

で支間長が短い橋りょうに利用されています。 
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